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巻頭言

神戸大学海事科学部海技実習センター年報の発行に当た り、平成 15年 (2003年)

の神戸商船大学 と神戸大学 との統合による出航か ら、海技実習セ ンターの新たな 1

がその航跡 として記 されることを嬉 しく思います。

平成 19年 4月からスタートする海事科学研究科は、文字どおり海事科学に関する学術を極める

研究科であるとともに、高度な国際海洋人の育成に狙いがあります。海事科学とは、海と船を舞台

にしたグローバルな人間活動に関わる輸送・情報。エネルギー・環境保全などの諸課題について、

自然科学と社会科学を高度に連携かつ融合させた学際的な学問領域です。海技実習センターの

役割は、科学的な理論と手法に基づいた取り組みにより、海事科学、海事社会に関わる多くの課

題を解決する糸 口を与える組織と考えています。それは、
“
ひと

"、“
もの

"、“
まわり

"、“
しくみ

"と
いう

それぞれの要因に関わる複雑に絡み合った糸を解くヒントを与える組織です。複雑に見える結びを

簡単に解くことができるロープワーク(結索)の基本と同様に、数多くの課題を一つずつ解きほぐす

ことが求められる組織と言えます。

さて、海技実習センターの主たる機能を担う練習船深江丸は、就航した昭和 62年 10月 以来、

間もなく20年 が経過します。深江丸の代船建造に向けた具体的な取り組みとして、深江丸代船準

備委員会が設けられ、海事科学のフィールドワークを担い、人材や研究シーズ等を
“
育む船

"の
誕

生が期待されています。海技実習センターが運営する係留施設や練習船、実習船、舟艇等の管

理は、常に安全をベースに実施され、老朽化に伴う故障や障害が、安全管理の妨げとならないよう

に、一歩前を予測する努力を継続しなければなりません。この海技実習センター年報の役割は、学

生や教職員をはじめ、研修に参加する人々の安全と安心を確保するために、日常的・定常的な活

動を記しながら、安全管理の妨げとなる見えない要因を抽出することだと思います。

典型的なマネジメン トサイクルの 1つ で、計画 (plan)、実行 (do)、評価 (check)、

改 善 (a c t )の プ ロ セ ス を 順 に 実 施 す る P D C A ( P l a n―D o―C h e c k一A c t )ス パ イ ラ ル が あ りま す 。

第 4ス テップの “
改善

"で
は

“
評価

"の
結果に基づいて、第 1ス テップの “

計画
"を

①継

続 して定着 させる、②修正する、③破棄する、それ らのいずれかを、次の “
計画

"に
結び

付ける考え方です。このらせん状のマネジメン トプロセスによつて、海技実習センターの

活動が、その品質を維持 しながら向上と継続的な業務改善活動を推進 しなければならない

と考えています。

この年報の発行に当たり、貴重な時間を割いて原稿の執筆を頂戴しました関係各位にお礼を

申し上げますとともに、海技実習センターの安全と安心をベースにした活動が、皆様のご協力とご

支援に育まれながら今後益々発展することを祈念しています。

海技実習センター長

古 荘 雅 生
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第 1章

附属練習船 「深江丸」
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第 1節  主 要 目

海事科学部出航風景

船舶所有者

造 船  所

竣    工

全   幅

総 ト ン 数

航 行 区 域

最大搭載人員

主 機  関

推 進  器

横移動装置

航 海 速 力

神戸大学

1 9 8 7年 10月

10.00m

449 トン

【深 江 丸 主 要 目】

使 用  者  : 神 戸大学海事科学部

三井造船 (株)玉 野事業所

全

喫

長    : 49.955m

水   : 3.212m

国際総 トン数 :674ト ン

近海 区域 (非国際) GMDSS A2水 域

64名 (船長、機 関長、士官 4、部員 6、

4サ イ クル  デ ィーゼル機 関

1,500馬 力  (1,100kW)  × 1基   ; 常用約

4翼 可変 ピ ッチ ス キ ュー ・プ ロペ ラ ×

バ ウ ・スラスタ、スターン ・スラスタ

12.5ノッ ト

深江丸 シップサイ トヘょ うこそ !

教官 4、 学 生 48)

1,2001調力

1;直 径 2.1 0 0 m

航 続 距 離 :3,000海 里 (約 5,500 km)

http://cs.mantime.kobe¨u.ac.jp/tsf/
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第 2節  甲 板部関係

1.は じめに

深江丸は 1987年 10月 の就航以来 19年 を経過 し 20年 目に入つた。平成 15年 10月 の

大学統合 と翌 16年 4月 の国立大学法人化後、深江丸を取 り巻 く環境は大きく様変わ りし

たが、国の定める第
一種船舶職員養成施設である海事科学部の附属練習船 として、その本

務である学部学生の実習 ・教育 ・訓練 とともに、調査研究施設 として、学内外の教員 。学

生他の研究者による調査 ・研究 ・実験 ・観測活動などを年間運航計画に基いて展開 してい

る。 さらに、学部内外の様々な機関や団体などと連携 して、小 。中学生、高校生や他学部

・他大学の学生か ら一般社会人、海事関連企業などを対象に した港 ・海 ・船 ・海運 ・物流

に関 しての様々な体験学習や授業、公開講座や研修などを受け入れ、個々の航海において

特徴あるプログラムを展開するとともに船を人間教育の場 とした新たな活用法も検討 して

いる。今後、これまで同様に様々な形態の運航 を通 じて、技術貿易立国 日本にとって不可

欠である海運や物流、港や船の機能 とその重要性についての理解を深める場を提供 し、海

事に関 して積極的な活動を展開すべきである。

深江丸の主たる行動海域は内外の大小多数の船舶や小型漁船等が昼夜を問わず輻較する

瀬戸内海であ り、さらに同海域は海上衝突予防法や海上交通安全法等の海上交通法規の様

々な条項や規定が重複 しながらも密に集約 されている海域である。深江丸を各種の 目的で

安全に運航するにあた り片時も気を抜 くことのできない海域ではあるが、このよ うな環境

の中で場面ごとに様々な体験をしなが ら実習に取 り組む個々の学生にとつては座学で身に

つけた知識や これまでに培つた経験や技術 を実証 し検分するには格好の場であ り、さらに、

実習以外の 目的で乗船 した様々な分野の一般者 にとっては陸上での一
般常識 を覆す よ う

な、新たな発見の可能性を提供す る場でもあ り、深江丸を活用 した各種の航海 を効果的に

展開する上で瀬戸内海は比類無き最適の場である。

海事教育や実習訓練並びに調査 。研究活動を主たる使命 とする深江丸にとつて、それな

りの成果を得 るために、また、学生を含む個々の乗船者に数々の貴重な体験の場を提供 し、

海や船、港を媒体 として更なる見間を深めてもらうためには複数 日にわたる航海は必須で

あ り、従前から学外泊を伴 う短期間の航海を実施 している。

前回の報告以来、船舶 を取 り巻 く諸情勢に大きな変化があつたものの、この 2年 間、

深江丸では IS0 9001の SMS(Safety Management System)に 従つて船の安全運航 と乗船

者の安全確保を徹底 しながら個々の航海の成就 と内容の充実を鋭意図つてきた。

次に平成 17年 度及び 18年 度の出動概要 と運航関連事項を示す。

2.出 動概要

2.1 学 内船舶実習 2、 学内船舶実習 1、 学内船舶実習、船舶実験

海事科学船上セ ミナー

平成 18年 度は新課程の学生が 3年 生にな り、課程の名称変更 とカ リキュラムの改正に

伴 う名称や実習時期の変更があつた。

17年 度及び 18年 度の実習 。実験航海は次のとお り。
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<17年 度>

4BN学 内船舶実習 2、4BE学 内船舶実習、3BN学 内船舶実習 1、3BP学 内船舶実習、3BK

学内船舶実習、3BT船 舶実験及び海事科学船上セ ミナー

く18`■度>

4BN学 内船舶実習 2、 4BE学 内船舶実習、3N学 内船舶実習 (前期)・3N学 内船舶実習

(後期)、3T学 内船舶実習、3M学 内船舶実習及び海事科学船上セ ミナー

各航海において行動海域や実習 。実験の内容はそれぞれの課程や コース、学年により特

色あるもの とす る。

船橋当直関連では乗組員による厳格 。適切な監督 ・指導の下、責任ある立場を個々に体

験 させ ることにより、座学やシ ミュレーシ ョンでは充足できない場面ごとに必要 とされ る

船舶運航管理の実務 と知識を体得 させる。

機関当直関連では主機関や補機関の保守運転管理技術並びに各種機器類の発停や計測等

を通 じて、搭載機器の個々の機能 と役割を十分理解 させ ることにより、実際に稼動 してい

る機関プラン トの総合的な運用 。管理に関する知識 と技術の習得を図る。

あわせて航海 。停泊、団体生活や上陸など全乗船期間を通 じて、 リーダーシップやチー

ムワークの重要性を理解 させ、慣海性や協調性などの資質を涵養する。

く17年度>

3BN学 内船舶実習 (1泊 2日 )1及 び海事科学船上セ ミナー (2泊 3日 )の 航海を除 く

その他の学内船舶実習及び船舶実験では乗船期間を 3泊 4日 とし、実習 。実験の一
環 と

して 1泊 は沖に錨泊、2泊 は入港着岸 として船内 レクレーシ ョン設備の不足を散歩上陸に

より解消できるように配慮する。また、錨泊地 としては小豆島の池田湾または坂出沖の泊

地を、寄港地 として前学期は松山港 と高松港を、後学期は尾道港 と高松港を選定 し、錨泊

に係 る揚投錨作業や出入港に係 る離着岸作業を体験 させることにより船舶の運航実務に関

する総合的な理解 と習得を目指す。

4BN

4BE

商船システム学課程 4年 航海学コース

商船システム学課程 4年 機関学 コース

3BT:輸 送情報システムエ学課程 3年

3BP:動 カシステムエ学課程 3年

3BK:海 洋電子機械工学課程 3年

海事科学船上セ ミナー :(船舶実習 1を 履修 しない 1年 生)

<18`■度>

3N学 内船舶実習 (2泊 3日 )及 び海事科学船上セ ミナー (2泊 3日 )の 航海 を除 くそ

の他の学内船舶実習では、実習の一
環 として 3泊 4日 の うち 1泊 は沖に錨泊、2泊 は入港

着岸 とする。

4BN:商 船システム学課程 4年 航海学コース

4BE:商 船システム学課程 4年 機関学コース

3N:海 事技術マネジメン ト学課程 3年 航海群

3T:海 上輸送システム学課程 3年

3M:マ リンエンジニア リング課程 3年

海事科学船上セ ミナー :(船舶実習 1を 履修 しない 1年 生)
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(1)3BN学 内船舶実習 1(1泊2日)、3N学 内船舶実習 前期 ・後期 (2泊3日)

く17年度>

3BNの 学生を対象に、1、2組 に分けて実習を行 う。大阪湾北部海面を実習海域に設定

し、約 1海 里離 して設置 した 2基 の浮標への離達着操船を学生全員が繰 り返 し体験す こ

とで船の運動性能の理解、増減速法、風潮流の利用法、錨の準備 と格納法等の出入港や投

抜錨に関連する一連の諸作業の流れを理解 させ、これ らを通 じて船舶の運航に必要なチー

ムワークとリーダーシップの重要性 を理解 させ る。船橋当直 ・機関当直双方の実習を並行

して行 う。

く18`手度>

3Nの 学生を対象に、1、2組 に分けて前後期にそれぞれ 2泊 3日 の実習を行 う。

3N前 期では船内設備調査を実習のメインテーマ とし、船内オ リエンテー リング ・プロ

グラムに従つて船体、機関、船内諸設備 と属具などを調査 させ、また、海事法規や海上交

通法規等について理解 させる。

3N後 期では 3BN同 様に浮標離達着操船実習をメインテーマ とす る。

なお、3Nの 実習では船橋当直 ・機関当直双方の実習を並行 して行 うとともに、1泊 を大

阪湾錨泊、1泊 を高松入港 として散歩上陸の機会を設ける。

(2)4BN学 内船舶実習 2(3,自4日)

4BNの 学生を対象に、1、2組 に分けて実習を行 う。実習第 1日 目に揚投錨操船実習を

行 うことにより、深江丸の速力逓減法や増速法、錨の投下に関連する錨の準備や格納等の

技術の習得 と船舶の運航に要求 されるリーダーシップやチームワークの重要性を検分 させ

る。また、各班 ごとに研究課題 として提示 した航海区間の航海計画について立案 と発表を

行わせ、その後の実際の航海を通 じて、明石海峡や備讃瀬戸 さらには来島海峡等の船舶交

通の輻較 とともに自然環境の極めて厳 しい瀬戸内海における船舶の総合的な運用実務知識

と技術を習得 させ る。併せて機関運転管理に係 る当直実習を行 う。

【学級指導教員 塩 谷茂明 先 生の感想】

学内船舶実習 2が 平成 18年 6月 13日 ～ 16日 及び 20日 ～ 23日 に分けて実施 され

た。海事科学部を出港後、初 日は小豆島池 田湾仮泊、 2日 日は松山入港、 3日 日は高松入

港そ して最終 日に無事海事科学部に帰港 した。その間、学生はハー ドなスケジュールで当

初予定の各種プログラムに取 り組んでいた。乗船前のガイダンスにてプログラムの説明 と

課題が与えられていたため、よく理解 し、忙 しそ うに調査 。実習をしていた。

引率教員 として、乗船 した担任は、実習の合間の休憩時間を利用 し、既に始まつている

就職活動や進路指導を中心に個人面談を行つた。個人面談は毎年乗船時に実施 しているが、

今回は大詰めの段階でもあ り、また最後の面談になるため、一人当た りに費やす時間が 自

然 と超過 し、今思えば、実習期間中、面接で終わつた気配がする。その効果か、二、二人

を残 し、ほとん どの学生の進路が決定 したので、一安心する次第である。

(3)4BE学 内船舶実習 (3泊4日)

学生を 1、2組 に分けて実習を行 う。事前に、大学ポン ドに係留中の深江丸において、

主機関 ・補機関の発停や取 り扱い等の機関運転管理に係 る
一連の実習を修了 した後、実習
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の総まとめ として 4日 間の航海実習を実施す る。機関プラン トの総合管理や運転技術の

習得他、当直実習を通 じて責任ある立場を個々に経験 させ ることにより、総合的な運航実

務知識を習得 させる。機関関連の実習 と並行 して船橋当直実習を行 う。

【学級指導教員 段 智久 先 生の感想】

BE 4年 生が 2組 に分かれて、 22名 が 1組 として 5月 30日 か ら6月 2日 (段弓1率)

の期間に、また 24名 が 2組 として 6月 6日 か ら6月 9日 (福田引率)の 期間に実習を行

いま した。寄港地は第 1日 目が坂出沖仮泊、第 2日 目が松山港、第 3日 目が高松港で、深

江丸に初めて乗船 ・宿泊をする機関学コースの学生にとっては、それまでの航海訓練所の

練習船での実習 とは異なった取 り組みになったことと思います。航海系の実習 (操船)に

あたつては、学生が嬉々として取 り組んでいたことが印象に残つています。また当直に真

摯に取 り組む学生の姿を見て、通常の授業ではみ られない学生の側面を見 られた気が しま

す。 このような充実 した実習を実施いただけたことに、深江丸の船長、機関長をは じめ乗

組員のみなさまに改めてお礼申し上げます。

(4)3BP・ 3BK学 内船舶実習 (3,自4日)

BP・ BKの 学生にとっては、入学時直後の体験乗船を除き、深江丸における最初で最後

の船舶実習であ り、船舶運航の概要を理解 させ るとともに船内共同生活等を通 じて協調性

やチームワーク、慣海性を涵養する。実習の進展状況や学生の理解の程度により実習内容

に柔軟性をもたせ る。課程改組により 17年度をもつて廃止 となる。

【学級指導教員 段 智久 先 生の感想】

期間は 11月 8日 か ら 11日 の 4日 間で、海洋電子機械工学課程の女子 1名 を加 えた 3

8名 が参加 し、寄港地は第 1日 目が池田湾沖の仮泊、第 2日 目が尾道港、第 3日 目が高松

港で、第 4日 目に深江に帰港 しま した。BPの 学生にとつては、船上宿泊を含めた実習は

始めての経験であり、不安 と期待がい りま じった気持ちで参加 していたようです。当直で

は、乗組員の親切な指導のもと、慣れない作業をなんとかこな していたようで、帰港後に

数人の学生に感想 を聞いた ところ、「よい経験だった」 「商船大学の雰囲気を味わえた」

となかなか好評のようで した。このような貴重な実習体験をできたことに、深江丸の船長、

機関長をは じめ乗組員のみなさまに改めてお礼申し上げます。

(5)3BT船 舶実験 (3泊4日)

上記 3BP・3BKに 準 じる。担当教員の指導の下、予め用意 した各種の実験テーマに基づ

き実験や計測 。調査等を行い、実船現場でなければできない実験や研修を行い内容の充実

を図る。課程改組により 17年度をもつて廃止 となる。

【学級指導教員 石 黒―彦 先 生の感想】

海上輸送システム学課程では,平 成 18年度 3年 生を対象 として学内船舶実習を行つた.

全体を 2班 に分け,1班 26人が 10月 24日から 10月 27日にかけて,2班 27人が 10月 30

日から H月 2日 にかけて,そ れぞれ深江丸に乗船 した。学級指導教員 として 1班 には今

井昭夫教授,2班 には石黒一彦講師が同行 した。寄港地および仮泊地は,坂 出港外仮泊,

尾道港,高 松港であった.実 習では,船 舶運航に関わる航海当直,機 関当直の他,心 肺蘇

生法実習,狭 水道見学を行 うとともに,当 課程独自の内容 として,海 上交通調査や深江丸
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の燃費計算な どを行った。これ らの実習内容は,課 程内の WGで 検討を重ねて企画 され

たもので,WGか ら三村治夫教授,若 林伸和助教授,村 井康二助教授,秋 田直也助手が乗

船 して熱心に学生指導に当たった。船舶運航技術の一端を学ぶ とともに,課 程での講義 と

関連 した調査を行 うことで,学 生は海上輸送システム全般についての理解 を一層深めるこ

とができたはずである。高い意識を持ち,か つ楽 しみなが ら実習に参加 している学生が多

かったため,雰 囲気 も良く,学 級指導教員 としては比較的安心 して学生指導を行 うことが

できた。本実習が大変有意義なものとなったことについて,関 係各位 に感謝 したい。

(6)海 事科学船上セ ミナー (2'自3日)

平成 16年 度の入学生以後、独立行政法人航海訓練所の大型練習船による船舶実習 1を

履修 しない 1年 生を対象に開講する。深江丸でのセ ミナーの内容は海上交通、物流、港湾

や船舶について理解 を深めること中心 とするが、並行 して船内オ リエンテー リング ・プロ

グラムを実施する。セ ミナー期間中の内、深江丸での航海を 3日 間 とし、第 1日 目は錨

泊、第 2日 日は高松入港着岸 とし、短時間の自由散歩上陸を許可する。

く履修学生>

(平成 16年度 32名 )

平成 17年度 25名

平成 18年度  4名 (+研 究便乗者)

(7)3T学 内船舶実習 (3,自4日)

課程改組により 18年 度から実施する。3Tの 学生を対象に、1、2組 に分けて実習を行

う。実習内容は上記 3BP・3BKに 準 じる。

(8)3M学 内船舶実習

課程改組により 18年 度か ら実施する。3Mの 学生を対象に、1、2組 に分けて実習を行

う。実習内容は上記 3BP・3BKに 準 じる。

2.2 研 究航海

毎年、夏期には 6～ 8日 間程度、春期には 5日 間程度の研究航海を実施する。

学内 ・外の研究者や学生の研究 目的により行動海域を選定 し、研究テーマに沿つた各種

の実験や計測、調査活動を行 う。共同研究等で他大学 。研究機関か らの乗船者がある。

<平 成 17年度 >

① 夏期 (6泊 7日 ) 寄 港地 :鹿児島、高松

大阪湾～紀伊水道～四国南岸～九州南岸～豊後水道～瀬戸内海～大阪湾

② 春期 (4泊 5日 ) 寄 港地 :別府、高松

大阪湾～紀伊水道～四国南岸～豊後水道～瀬戸内海～大阪湾

<平 成 18年度 >

① 夏期 (6泊 7日 ) 寄 港地 :長崎、高松

大阪湾～紀伊水道～四国南岸～九州南 ・西岸～豊後水道～瀬戸内海～大阪湾

② 春期 (5泊 6日 ) 寄 港地 :別府、高松

大阪湾～紀伊水道～四国南岸～豊後水道～瀬戸内海～大阪湾

2.3 公 開講座

毎年夏期に附属練習船を移動教室 として公開講座を実施 している。募集人員は 36名 。
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年 ごとに講座内容に変化を持たせ、テーマに沿った運航を行 うとともに、参加者の意見等

を参考に航行海域や寄港地に変化を持たせ るように努める。

講座参加者は高校生以上の一般者を対象 としてお り、 5日 間の講座では単に講義を受講

するのみではなく、与えられた諸テーマについて互いに考え、発表 しあ う機会や、実際に

船の運航に携わ り、海 ・船を身近に感 じてもらう機会等 も設けている。付随 して、実践的

な操練の実施や通行する海域 ごとに航路見学を行 うことにより、深江丸ならではの特色あ

る講座 とし、参加者の印象に残る充実 した航海を目指す。 さらに、船内での集団生活や講

座展開に必要な様々な役割分担等を通 じて、社会生活に不可欠な 「協調性」や 「チームワ
ーク」、「リーダーシ ップ」の重要性 を受講者が体得できるように、場面 ごとに工夫を凝

らした受講者参画型の講座 となるよう企画 している。

深江丸公開講座の内容

<平 成 17年度 >

講座のテーマ :海 と船に親 じむ

実施期間 :平成 17年 8月 27日 (土)～ 平成 17年 8月 31日 (水)

航行海域 :大阪湾～紀伊水道～四国南岸～豊後水道～瀬戸内海～大阪湾

寄港地 :山 口県周防大島 (大島商船高等専門学校)、香川県高松港

<平 成 18年度 >

講座のテーマ :船 と人 と環境の連環

実施期間 :平成 18年 8月 30日 (水)～ 平成 18年 9月 3日 (日)

航行海域 :大阪湾～瀬戸内海～大阪湾

寄港地 :広 島県尾道港、香川県高松港

2.4 体 験型海洋セ ミナー、体験学習、海事体験プログラム

(1)体 験型海洋セ ミナー

本学部の海洋セ ミナー実行委員会の企画により夏休みの期間中に小学 5・6年 生を対象

に洋上体験セ ミナーを実施する。テーマは 「船の科学」を題材 とし、船内での講話や実験

などを通 じて、物理 と科学、海洋 と海運、自然現象や天文現象などに関 して、比較的早い

時期の青少年に科学的興味を喚起 し、海や船に親 しむ純粋な心を育む とともに環境保全意

識の向上を図る。 さらに、船内での集団行動 と共同生活を通 じて、チームワークや リーダ

ーシップ、 自己完結性や集団的完結性、人への思いや りの心や社会に迷惑をかけない気持

ちなどを規律の厳 しい環境で徹底 して育む。なお、この企画については財政的に毎年厳 し

い状況であ り、海事科学部の教員有志による手作 りのセ ミナー として開講費用の軽減を図

り、海事科学部長に援助を仰 ぐとともに、 日本船舶海洋工学会関西支部 と神戸商船大学後

援会か らは貴重な資金援助をいただいている。

く17年度〉「船の科学 :操 るしくみ」 8月 24日 2 5日 ( 1泊 2日 )

2 3日 ( 1泊 2日 )〈18年度〉「船の科学 :船が浮 くわけ」 8月22日

(2)体 験学習、海事体験イベン ト

海 と船、海運 と物流、さらには港湾の重要性などについて、一般者にさらなる理解を深

めてもらうために様々な企画に参画 し海事体験プログラムを展開す る。
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17年度及び 18年度の実施状況を示す。

〈17年度〉

① 神戸大学 OBし んざん会 航海体験

② 深江祭 航海体験 (3航海)〈 1日 ;

③ 帆船 日本丸入港歓迎 ・航海体験 〈1

④ 附属住吉中学校 1年生 体験学習 〈1

⑤ 附属明石小学校 5年 生 体験学習 く1

⑥ 高校生 海事科学部体験 ・航海体験

⑦ 海の日 航海体験 〈2日 ;7月 〉

③ わくわく調査船 2005洋上プログラム 〈4日 ;8月 〉

⑨ 国際大学交流セミナー 〈3日 ;9月 〉 台風のため、航海は 1日 に変更

⑩ 神戸大学クラブ (OB会 )航 海体験 〈1日 ;9月 〉

⑪ 学長 と報道関係者の懇談会 ・運航視察 く1日 ;H月 〉

⑫ テクノオーシャン ・ユース 2005航海体験 く1日 ;11月 〉

⑬ 神戸大学留学生 航海体験 〈1日 ;1月 〉

〈18年度〉

① 神戸商船大学 OB航 海体験 〈1日 ;4月 〉

② 深江祭 航海体験 (3航海)く 1日 ;5月 〉

③ 海の日 航海体験 〈2日 ;7月 〉

④ 高校生 海事科学部体験 ・航海体験 く1日 ;7月 〉

⑤ 東灘こどもいろいろ体験スクール 〈1日 ;7月 〉

⑥ 附属明石中学校 1年生フローティング ・スクール 〈2日 ;7月 〉

⑦ オープンキャンパス 航海体験 く1日 ;7月 〉

③ 海 と船の体験教室 航海体験 〈1日 ;9月 〉

⑨ あいおいっこを育てよう。ワクワク船体験 〈4日 ;9。10月〉

⑩ 情報通信研究機構 洋上研究会 〈1日 ;10月 〉

⑪ 附属明石小学校 5年 生 フローティング ・スクール 〈1日 ;10月 〉

2.5 研 究室 ・研究団体の各種実験 口調査及び共同研究

深江丸では各種の学生実習や実験以外に毎週 1回 、学部内の研究室や外部機関、企業

等からの実験 。研究依頼を受け付け、これに対応 した航海を実施 している。また、この機

会を利用 して運航状態でなければ実施できない機器類の点検や保守整備並びに推進器 ・船

体部の汚れ落としを行い、弓|き続き予定される各種の航海に備える。

〈17年度〉

① 船底汚損評価実験 ・速力試験 〈1日

② 災害時医療支援船検証航海 く1日 ;

③ 災害時医療支援船検証航海 く1日 ;

④ 船底汚損評価実験 0速力試験 〈1日 ;10月〉

⑤ 船底汚損評価実験 。停止惰力計測実験 〈1日 ;12月〉

⑥ 船底汚損評価実験 。速力試験 く1日 ;1月〉

く18年度〉

〈1日 ;5月 〉

5月 〉

日 ;6月 〉

日 ;6月 〉

日 ;6月 〉

〈1日 ;7月 〉

;5月 〉

7月 〉

10月 〉
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① 関西国際空港航空灯火影響検討調査 〈2日 ;12月〉

(船底汚損評価実験は研究航海や各実習航海で実施)

2.6 神 戸大学全学共通科日、他大学の船舶研修

船舶や海洋関連の講座を開講 して教育 0研究を行つているが船舶を持ち合わせない他大

学にとつて深江丸の存在価値は高く、参加学生 と指導教員の評価が高い。

〈17年度〉

① 全学共通科 目 「瀬戸内海学入門」海洋調査 〈1日 ;8月 〉

② 全学共通科 目 教養原論 「海への誘い」 〈4日 ;9月 〉

③ 中京大学心理学部 船舶研修 く2日 ;7月 〉

④ 大阪府立大学工学部海洋システムエ学科 船舶研修 く2日 ;10月 〉

〈18年度〉

① 全学共通科 目 「瀬戸内海学入門」海洋調査 〈1日 ;8月 〉

② 全学共通科 目 教養原論 「海への誘い」 〈2日 ;9月 〉

③ 神戸大学 C00P教 育洋上セ ミナー 〈2日 ;9月 〉

④ 中京大学心理学部 船舶研修 〈2日 ;7月 〉

⑤ 大阪府立大学工学部海洋システムエ学科 船舶研修 〈2日 ;11月 〉

2.7 社 会人研修 (船舶 ・物流研修)

海事科学部では海事関連企業の船舶 ・物流研修を受け入れ実施 している。

〈17年度〉 4社

① 港湾荷役企業 〈1日 ;4月 〉

② 航海計器製作企業 〈1日 ;4月 〉

③ 舶用機器製作企業 〈1日 ;10月〉

④ 船舶 。港湾通信企業 〈1日 ;12月〉

く18年度〉 5社

① 港湾荷役企業 〈1日 ;4月 〉

② 航海計器製作企業 〈1日 ;4月 〉

③ 外港海運企業 〈2日 ;4月 〉

④ 船舶 0港湾通信企業 〈1日 ;10月〉

⑤ 舶用機器製作企業 〈1日 ;10月〉

2.8 そ の他

(1) 操 練 (緊急時の訓練)

船員法に則 り、泊を伴 う全ての航海において初 日または 2日 目に緊急退船のための操

練 (訓1練)を 実施 し、緊急非常時における各自の役割と心構え、行動方法、服装 ・準備品、

さらには集団行動の基本姿勢などを理解させ不測の事態に備える。さらに、操練終了後に

消火ホース、消火器等の保安応急設備、器具 ・用具の操作方法を体験 させるとともに膨張

式救命胴衣の着用法や信号装置の取扱い説明を行い、緊急非常時における応急措置法の習

得を図る。また、プログラムにより心肺蘇生法とAEDの 取扱い実習を行 う。

(2)航 路見学 ・説明

複数 日にわたる各種の実習や実験 。研究航海や公開講座等では、状況の許す限り通過す

る主要狭水道において航路見学や船舶の通航に関連する海上交通法規等についての説明を
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行い、海上交通や瀬戸内海の地理 ・地勢に関するさらなる理解を深める。

3.入 渠工事

3.1 合 入渠工事及び第一種中間検査入渠工事

深江丸は 1987年 10月 の就航以来 2007年 10月 で船齢 20年 を迎える。 この間、年 1回

の入渠工事により入渠時でなければできない船体 ・機関、属具の整備 ・修理などを実施 し

てきた。深江丸の法定検査 としては 5年 ごとに実施 され る定期検査 と、この中間で実施

される第一種中間検査がある。船級が JG(Japanese Government)で あることから船舶

検査は 日本政府 (国土交通省の船舶検査官)に より船体 ・機関の保守 ・整備、換装などと

並行 して直接行われる。また、検査を伴わない船体整備のための入渠 として合入渠工事が

ある。

例年 9月 期に入渠工事を実施 してきたが、9月 期は船の活用が多いこと等を勘案 して、

定期検査のための入渠工事を除いたその他の入渠工事の時期を 1月 下旬か ら 2月 上旬に

変更 した。人渠期間は入渠の種類や船体整備、特殊工事の内容などによリー様ではない。

〈17年度〉合入渠工事 工 期 :平成18年1月24日～2月16日

入渠地 :内海造船株式会社 田熊工場 (広島県尾道市因島)

工事内容 :一般整備工事及び船尾管プロペラ 0シ ャフ ト貫通部漏水発見工事

〈18年度〉第一種中間検査入渠工事 工 期 :平成19年1月24日～2月8日

入渠地 :サ ノヤス ・ヒシノ明昌 大阪工作部

工事内容 :第一種中間検査に係 る船体 ・機関 ・属具の法定検査工事

なお、塗料メーカー との共同研究で水船下船体防汚塗膜の性能評価試験を実施中であ り、

17年 の合入渠工事において水線下船底部全面に新開発の銅 フ リーの防汚塗料を塗布す る

とともに水線下左舷舷側外板に実験塗装区域 を設 けて各種塗膜の評価実験 を実施 してい

る。下記に、これまでに実施 した入渠工事及び今後の入渠の予定を示す。

くこれまでの入渠工事〉

入渠年月  入 渠工事の名称 就航年数

定期検査入渠工事      <就 航 12年 >

合入渠工事        <就 航 13年 >

第
一種 中間検査入渠工事   <就 航 14年 >

合入渠工事         <就 航 15年 >

合入渠工事        <就 航 16年 >

定期検査入渠工事     <就 航 17年 >

合入渠工事        <就 航 19年 >

第
一種中間検査入渠工事   <就 航 20年 >

平成 H年 9月

平成 12年 9月

平成 13年 9月

平成 14年 9月

平成 15年 9月

平成 16年 9月

平成 18年 1月

平成 19年 1月

〈今後の予定〉

平成 20年 1月

平成 21年 1月

合入渠工事

合入渠工事

く就航 21年 >

<就 航 22年 >
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平成 21年 9月 :定期検査入渠工事 <就 航 22年 >

3.2 平 成17年度 合入渠工事

【船体部工事内容】

船体の上下架 。外舷および船底清掃 。船体塗装

〈一般工事〉

201 ノ ンリタンバルブ陸揚げ開放手入れ後復 旧

202保 護亜鉛板取 り替え

203錨 鎖洗浄用パイプ新替え

204シ ー ウエジルーム整備

205男 子用 トイ レ清掃用海水水栓撤去

206小 便器 自動洗浄機をフラッシュバルブに取 り替え

207全 ての工事終了後、船内全域清掃

〈塗装工事〉

301船 底 (シーチェス ト、スラスター トンネル、ホースパイプ内部を含む)

発錆部錆打ち及びサンダー掛けの上、A/Cl回 タッチアップ、A/Fタ ッチ

ア ップ 1回 及び新型 A/F塗 料 1回 総塗装

302外 舷塗装

発錆部サンダー掛け、錆止め 1回 、上塗 リタッチアップ 2回 、仕上げ総塗装

水線付近の発錆部はタッチアップ各 3回 施行

船名、 ド ラフ トマーク、フリーボー ドマーク等記入

303甲 板上構造物原色に合わせて 1回 総塗装 (舷梯を含む)

304暴 露甲板全面ノンス リップペイン ト塗装 1回

(303・ 304は 発錆部錆打ち、錆止め 2回 塗装の後、上塗 り塗装)

【機関部工事内容】

〈一般工事〉

[軸系]

101 推 進翼研磨

102 船 尾管軸封装置開放、清掃、点検及び復旧。

[補機器]

201 防 振支持装置分解、清掃、調整、点検及び復旧

201‐1 間 隙及び軸芯計測

201‐2 サ ーボバルブ点検。

201‐3 ア ンプ点検、修理 (サーボアンプ、歪みアンプ、加速度アンプ各 8個 )
202 船 首、船尾スラスタ翼研磨

203 各 熱交換器分解、清掃、点検、水圧テス ト施行及び復旧 (保護亜鉛新替を含む)
203・1 主 機潤滑油冷却器

203‐2 主 機清水冷却器

203‐3 主 機空気冷却器

203‐4 1、 2号 発電機潤滑油冷却器

203‐5 1、 2号 発電機清水冷却器 (エンドカバー新替を含む)



203‐6 C.P.P.潤 滑油冷却器 (フィルタ新替を含む)

203‐7 防 振装置潤滑油冷却器

203‐8 甲 板機械潤滑油冷却器

203・9 操 舵機潤滑油冷却器

203‐10空 調機凝縮器および蒸発器フィン

204 減 速機潤滑油冷却器新替

205 1、 2号 空気槽開放、内部清掃及び復 旧

、摺 り合わせ及 び復 旧 (回り止め新替を含む)205‐1 各 付属弁開放

205‐2 安 全弁開放、摺 り合わせ、噴気圧力調整及び復 旧

、逆止弁新替205‐3 ド レンポッ ト

[電気]

301 C.PoP.ダ イヤルポテンショメータ新替 (発信部、NCC、 ECC)

302 C.P.P。前後進用リレー新替

[弁管装置]

401 各 船底弁開放、掃除、摺合せ及び復旧 (回り止め新替を含む)

402 主 機冷却海水船外弁新替

403 各 配管新替 (船体付き配管は受検を含む)

403‐1 燃 料搭載管 (甲板貫通部)

403‐2 船 尾管冷却海水入日管

403‐3 発 電機冷却海水管

403‐4 糧 食庫用冷却海水管 (中間弁新設を含む)

403‐5 サ ニタリーポンプ吸入管

403‐6 操 舵機用潤滑油冷却海水管 (隔壁貫通部)

403‐7 空 調用冷却海水ポンプ出口管 (隔壁貫通部、船体貫通部)

[タンク]

501 各 船内置きタンク開放、内部清掃及び復旧

501‐1 燃 料セットリングタンク

501‐2 燃 料サービスタンク

501‐3 非 常用発電機燃料サー ビスタンク

501・4 ウ エス トオイルタンク

501‐5 燃 料油スラッジタンク

501‐6 潤 滑油スラッジタンク

[その他]

601 主 機関過給機出口排気管について防熱ラギング新替

602分 解機器類廃油処理

603 機 関室プレートについてフイヤバフ施行

く発見工事〉

船尾管軸封装置開放時、摺動部の異常摩耗が発見されたため次の載 施エレL

① サーボシリンダ及び給油軸開放、点検、復旧

② 推進軸抜き出し、翼分解、清掃、復旧
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③ 推進軸の前後ブラス張り替え、JG受 検、復旧

④ 計測用配線新替及びコーティング施行

3. 3 平 成18年度 第一種中間検査入渠工事

【船体部工事内容】

く検査工事〉

1‐1  第 一種中間検査受検 (受検手続き及び準備一切を含む)

1‐101船 体の上下架、外舷及び船底清掃 (シーチェス トを含む)。受検

1‐102舵 取 り外 し後受検 ・復旧

1‐103錨 (予備錨含む)及 び錨鎖の渠底繰 り出し

ジョイニング ・シャックル解放の上錆落とし後受検

受検後、ソリューション 2回 塗装、テーパーピン (SUS)の 新替え

左舷錨と予備錨の入れ替え、錨鎖は一節送 りにて復旧

錨鎖径の測定と衰耗記録の提出

1‐104清 水タンク及び F.P.T、A.P.T清掃後受検

発錆部錆打ちの後、オルガ 1000‐4Fタ ッチアップ 2回

アク抜き 2回 施工、マンホールラバーパッキン新替え

1‐105燃 料油タンク清掃後受検 (マ ンホールラバーパ ッキン新替え)

1‐106 ノ ンリタンバルブ取 り外 し陸揚げ解放手入れ後受検復旧

1‐107各 閉鎖装置点検整備後受検

1‐108航 海用具、属具、備品、索具の受検

モーターサイレンのオーバーホール ・復旧

1‐109救 命設備関係点検整備後受検

① 膨 張式救命いかだ (SV‐25R)25名 用 6基

食料、薬品、信号火器、電池等の艤装品は全て新替え

② 膨 張式救命胴衣 (TJ‐7型 、TJ‐10型 )計 172着

ボンベ、カー トリッジの不良品は新替え

1‐110 防 火設備点検整備後受検

① 自 動火災探知装置

② 手 動火災警報装置

③ 放 水テス ト

④ 持 ち運び式消火器

1‐111 無線設備点検整備受検

① ARPAレ ーダー

② SSB無 線装置

③ 全 波受信機

④ 無 線方位測定器

⑤ 国 際VIIF無線電話

⑥ 双 方向無線装置

⑦ 船 上通信装置

(総合通信局の検査 も併せ て受検)

FAR・2837S‐36AF ttCド  FAR‐ 2827

FS・12

RV‐108S

FD‐120K

FM‐7500

FM‐3× 2台

JHP・44M01TX 9台

NX・500及 び NX‐600③ ナ ブテックス受信機
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⑨ 衛 星イーパブ      REB・ 23

⑩  レ ーダー トランスポンダ TBR‐ 600

⑪ AIS               FA‐ 100

⑫ 電 波法令集更新

1‐112 航海計器点検整備受検

① 磁 気コンパス

② ジ ャイロコンパス

③ オ ー トパイロット

④ 気 象 FAX

⑤ 電 磁ログ

⑥ ド ップラログ

⑦ サ テライ トコンパス

R165A

CMZ300X

PT21‐T2A‐NS

FURUNO DFAX 288 MARK2

EML‐ 201‐HSl

ATLAS Do LOG 20

SC‐120

1‐113 そ の他の検査

① コ ファダム、ビルジウエル、錨鎖庫清掃後受検

② 操 舵機、揚錨機、係船機解放整備受検

揚錨機、係船機はブレーキライニング新替え

③ そ の他検査項 目もれ (検査に伴 う付帯工事、整備一切を含む)

く一般工事〉

1‐201 シ ー ウエジタンク整備 (タイコー SBT‐65)

汚水陸揚げ処理の後、内部清掃 。発錆部手入れ後錆止め塗装

プロワー ベア リング新替え プ ロワー電動機 (0。75KW×4P)新 替え

汚水陸揚げ証明書提出

1‐202 清 水管薬品洗浄

本船側のポンプは使用 しないので造船所側でポンプ手配のこと。

清水タンク、清水管洗浄の後 6カ 所採水

水質検査実施 (地方公共団体が行 うもの)検 査結果証明書提出

1‐203 ラ ダー トランク清掃、発錆部手入れ後、ソリューション 2回 塗装

1‐204 消 火栓バルブ新替え (40A5K玉 型弁 中 島式 1個 )

1‐205 汚 水管及び男子 トイ レ、スカ ッパーパイプ陸揚げ、内部清掃後塗装復旧

1・206 男 子 トイ レ小便器洗浄用海水パイプ 25A×5m新 替

1‐207 居 住区 5号 室のス トームバルブ点検窓模様替え

1‐208 保 護亜鉛板取 り替え

1‐209 デ ッキクレーン整備 油圧ホース、ニ ップル (SUS)ワ イヤー (SUS)新替え

1‐210 舷 梯装置陸揚げオーバーホール後復旧

1‐211 全 ての工事終了後、船内全域清掃 (壁、天丼の拭き取 りを含む)

1‐3 塗 装工事

1‐301 船 底 (シーチェス ト、スラスター トンネル、ホースパイプ内部を含む)

及び外板発錆部錆打ちサンダー掛け、ArC l回 タッチアップ、ArF 2回 タッチ

アップ、外板 自上塗 り及び船底 A″ 1回 総塗装
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(船名、 ド ラフ トマーク、フリーボー ドマーク等を記入)

1‐302 甲 板上構造物清水洗いの上現色にあわせて総塗装 (舷梯を含む)

1‐303 暴 露甲板全面ノンス リップ塗装 1回

【機関部工事内容】

〈検査工事〉

[主機関]

201 シ リンダカバー開放、掃除、カラーチェック、圧力試験及び復旧

201‐1 吸 気弁、排気弁摺 り合わせ (バルブローテータ新替を含む)

201‐2 起 動弁、指圧器弁摺 り合わせ

201‐3 安 全弁開放、摺 り合わせ、噴気圧力調整

202 ピ ス トン抜き出 し、分解、掃除、カラーチェック、計測及び復 旧

202・1 ビ ス トンピン取 り外 し、洗浄、計測

202‐3 ビ ス トンリング新替

202‐4 連 接棒小端部及び大端部軸受開放、掃除、カラーチェック、計測

202‐5 ク ランクピンボル ト新替

203 シ リンダライナ抜き出し、掃除、カラーチェック、計測及び復 1日

203‐1 水 衣部は防錆塗料塗布

204 主 軸受上半開放、下半抜き出 し、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

205 過 給機分解、掃除、計測及び復旧

205・1 各 軸受新替

205‐2 ラ ビリンスパ ッキン新替

205‐3 ロ ータダイナ ミックバランス施工

206 直 結ポンプ分解、掃除、計測及び復旧

206‐1 潤 滑油ポンプ

206‐2 燃 料油供給ポンプ

206‐3 清 水ポンプ

206‐4 弁 腕潤滑油ポンプ

207 燃 料噴射ポンプ分解、掃除及び復旧

207‐1 デ リベ リバルブ新替

207‐2 プ ランジャ、バ レル新替

208 ガ バナ取 り外 し、メーカー整備、調整及び復旧

209 ク ランクデフレクシ ョン計測

210 タ ペ ッ トガイ ド、プッシュロッ ド摺動部ニッケルメッキ施工

[減速機]

301 減 速機分解、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

301‐1 軸 受及びクラッチ開放、点検

301‐2 タ イ ミングギア、補機駆動ギアバ ックラッシュ計測

302 直 結ポンプ分解、掃除、計測及び復旧

302‐1 潤 滑油ポンプ

302‐2 ク ラッチ用油圧ポンプ
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303 ス ラス ト軸受開放、掃除、カラーチェック、計測及び復旧。

[軸系]

401 中 間軸受開放、掃除、計測及び復 旧

402 プ ロペ ラ軸受隙間計測 (ガー ドリング取 り外 しを含む)

403 サ ーボシ リンダ及び給油軸、開放、点検及び復旧

404 船 尾管軸封装置開放、清掃、点検及び復旧

404‐1 摺 動面削正

404‐2 非 常シール、シール リング新替

404‐3 ド ライブバン ド新替

405 推 進翼研磨

[主発電機関]

501 シ リンダカバー開放、分解、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

501‐1 吸 排気弁座新替

502‐2 吸 気弁、排気弁、起動弁、インジケータ弁摺 り合わせ

502 ビ ス トン抜き出 し、分解、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

502‐1 ピ ス トンピン取 り外 し、洗浄、計測

502‐2 ピ ス トンリング新替

502‐3 連 接棒小端部及び大端部軸受開放、掃除、カラーチェック、計測

502‐4 ク ランクピンボル ト新替、 トルクマーク修正

503 シ リンダライナ抜き出 し、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

503‐1 水 衣部は防錆塗料塗布

504 主 軸受上半開放、下半抜き出 し、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

505 過 給機分解、掃除、計測及び復旧

505‐1 各 軸受新替

506 直 結ポンプ分解、掃除、計測及び復旧

506‐1 潤 滑油ポンプ

506‐2 燃 料油供給ポンプ

506・3 清 水ポンプ

506‐4 海 水ポンプ

507 ク ランクデフレクシ ョン計測

[非常発電機原動機]

601 シ リンダカバー開放、分解、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

601‐1 吸 気弁、排気弁摺 り合わせ

602 ピ ス トン抜き出し、分解、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

602‐1 ビ ス トンピン取 り外 し、洗浄、計測

602‐2 ビ ス トンリング新替

602‐3 連 接棒小端部及び大端部軸受開放、掃除、カラーチェック、計測

603 シ リンダライナ抜き出 し、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

604 主 軸受上半開放、下半抜き出 し、掃除、カラーチェック、計測及び復旧

605 調 速機付燃料噴射ポンプ調整
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606 燃 料噴射弁交換

606・1 取 り外 し燃料噴射弁分解、掃除、噴射圧力調整 (予備 として本船保管)

607 直 結潤滑油ポンプ分解、掃除、計測及び復旧

[補機器]

701 防 振支持装置分解、清掃、調整及び復旧 (制御機器 を含む)

701‐1 間 隙、軸芯計測及び調整

701‐2 加 速度 ピックアップ新替 (接続箱改造を含む)

701‐3 ロ ータリーエンコーダ接続部新替、調整

702 ウ ィン ドラス分解、掃除、調整及び復 旧

703 ム ア リングウィンチ分解、掃除、調整及び復旧

704 操 舵機分解、掃除、調整及び復旧

705 船 首、船尾スラスタ分解、掃除、調整及び復旧 (制御器を含む)

705‐1 ス ペーサ、ベアリング新替

705‐2  翼研磨

706 主 空気圧縮機 ピス トン抜き出 し、分解、掃除、カラーチェック、計測及び復 旧

706‐1 ピ ス トンリング新替

706‐2 低 圧弁、高圧弁新替

706‐3 ア ンローダ弁、逆止弁新替

706‐4 ド レンポッ ト分解、掃除

707 各 ポンプ分解、掃除、計測及び復旧

707‐1 主 機冷却海水ポンプ (軸封装置新替を含む)

707・2 主 機予備冷却清水ポンプ (軸封装置新替を含む)

707・3 主 機予備潤滑油ポンプ

707‐4 減 速機予備潤滑油ポンプ

707‐5 G.S.&BILGEポ ンプ及び同付属真空ポンプ (軸封装置新替を含む)

707‐6 燃 料移送ポンプ

707‐7 ビ ルジポンプ

707‐8 ス ラッジポンプ

707‐9 発 電機 LOプ ライ ミングポンプ

707‐10サ ニタ リーポンプ (軸封装置新替を含む)

707‐H空 調機用冷却海水ポンプ (軸封装置新替を含む)

707‐12冷 凍機用冷却海水ポンプ (軸封装置新替を含む)

707‐13清 水温水循環ポンプ (軸封装置新替を含む)

708 各 熱交換器分解、清掃、点検、水圧テス ト施行及び復旧 (保護亜鉛新替を含む)

708‐1 主 機清水冷却器

708‐2 主 機潤滑油冷却器

708‐3 主 機空気冷却器

708‐4 減 速機潤滑油冷却器

708‐5 発 電機潤滑油冷却器 (温調弁新替を含む)

708‐6 発 電機清水冷却器 (温調弁新替を含む)

-19-



708‐7 C.P,P.潤 滑油冷却器

708‐8 防 振装置潤滑油冷却器

708‐9 甲 板機械潤滑油冷却器

708‐10操 舵機潤滑油冷却器

708‐H空 調機凝縮器

709 1、 2号 空気槽開放、内部清掃及び復 旧

709‐1 各 付属弁開放、摺 り合わせ及び復 旧 (回 り止 め 新 替 を含 む )

709‐2 安 全弁開放、摺 り合わせ、噴気圧力調整及び復 旧

709‐3 ド レンポッ ト、逆止弁新替

710 ビ ルジセパ レータ開放、掃除及び復旧

710‐1 コ ア新替

710‐2 筒 内発錆部錆打ち、防錆塗料塗布

[電気]

801 電 気機器及び電気回路絶縁抵抗測定

802 自 動化設備及び効力試験施行

803 精 密電源装置点検、調整

804 海 洋生物附着防止装置電極棒新替

[弁管装置]

901 各 船底弁開放、掃除、摺合せ及び復旧

901‐1 シ ーチェス ト藻除弁新替 (High Suc。)

901‐2 シ ーチェス ト藻除弁新替 (Lonr suc。)

902 発 電機冷却海水 ドレン抜き配管模様替え

903 操 舵機用潤滑油冷却海水管模様替え

904 各 配管新替

904‐1 船 尾管冷却海水入 口管

904‐2 発 電機冷却海水管

904‐3 糧 食庫用冷却海水管

904‐4 サ ニタリーサニタリ管

904‐5 シ ーチェス ト藻除弁配管

904‐6 空 調機冷却海水管

905 マ ッドボックス、ローズボックス開放、掃除、防錆塗料塗布及び復 旧

906 ビ ルジウエル及びタンク トップ掃除

[タンク]

1001 各 船内置きタンク開放、内部清掃後復旧

1001‐1 潤 滑油サンプタンク

1001‐2 燃 料セ ッ トリングタンク

1001・3 燃 料サー ビスタンク

1001‐4 非 常用発電機燃料サー ビスタンク

1001‐5 ビ ルジタンク

1001‐6 ウ ェス トオイルタンク
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1001‐7 燃 料油ス ラッジタンク

1001‐8 潤 滑油ス ラ ッジタンク

[その他]

1101 主 機 関排気管防熱 ラギング新替

1102 分 解機器類廃油処理

1103 機 関室プレー トについてフイヤバフ施行

4.共 同研究

深江丸 を活用 した企業 との共同研 究 を以下に示す。

く17年 度〉

① 新型船底防汚塗料の性能評価実験

〈18年度〉

① 新型船底防汚塗料の性能評価実験

② 新型フェンダー (防舷物)の 船側外板汚損評価実験

5。 海事の普及活動

海事に関する社会一般の関心を高めるために、神戸海事広報協会の協力を得て見学者に

海事広報資料を配布するほか、各種の実習や研究航海、依頼出動等において機会あるごと

に船内を公開 し見学希望者を受け入れ る。また、本学ポン ド係留中においても、海事博物

館 と連携 して各種団体や個人を対象に適時船内を公開 し、船や海に対す る理解 と関心を深

める。運航時の体験乗船者を除き、年間約 700名程度の訪船 ・見学者がある。

6.航 行資格の変更と旅客定員の確保

船舶安全法では 日本船舶の航行区域を 「遠洋区域」「近海区域」「沿海区域」「平水区域」

の 4区 域 と定める。深江丸の航行区域は上記の うちの 「近海区域」であ り、東経 94度

～ 東経 175度、南緯 11度 ～ 1ヒ緯 63度 の線で囲まれた水域がこれに該当す る。

しか しなが ら、平成 11年 2月 1日 か らGMDSS[Global Maritime Distress and Safety

System]と 呼ばれ る、従来の SOSに 代表 され るモールス信号を主体 とした海上遭難通信

システムか ら海事衛星、衛星 EPIRB、 双方向無線電話や レーダ ・トランスポンダ等を活

用 した遭難 ・安全通信システムが国際的に完備 され、現在の深江丸の人的 。物的設備では

上記の近海区域の航行は法的に不可能 となつた。陸岸 に沿つて連続する離岸距離 150海

里 (約 277 km)以内の航行区域 ;<A2水 域 >に 航行が限定される。く1海 里=1.852 km>

依頼出動等で本学の学生や教職員以外の一般者が乗船する場合は臨時的に旅客定員を確

保する必要がある。また、依頼の状況により最大搭載人員の 64名 を超 える乗船者がある

場合には航行資格を変更すると同時に最大臨時旅客定員の増員を行 う。航行資格の変更手

続きとして、神戸運輸監理部船舶部の船舶検査官 (JG)に よる臨時航行検査をその都度

受検 して "臨
時変更証

" を 取得する。旅客以外では通常、船員 を 12名 、その他の乗船者

を 2名 とす る。 甲板暴露部の手す りに保護ネ ッ トを常設 し、同時に船内の危険個所に立

ち入 り禁止区域を設定す る等、乗船者の海中転落の防止 と船内での安全対策を講 じるとと

もに乗船者に十分な数の大人用 。子供用救命胴衣を搭載する。ただ し、年間臨時変更 日数

の上限は 30日 であ り、これを超えての資格変更はできない。次に臨時旅客定員の確保及
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び最大搭載旅客定員変更のために受検を要 した航海 と変更の内容を示す。
<平 成 17年度 >臨 時変更 19件 臨 時変更 日数 :28日

① 4月 4日 船 舶物流研修 ;旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 → 沿海区域 (変更 日4月 4日 ;1日 )

旅客定員 :48名 、その他 4名 、船員 12名

② 4月 8日 船 舶物流研修 ;旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 → 沿海区域 (変更 日4月 8日 ;1日 )

旅客定員 :48名 、その他 4名 、船員 12名

③ 5月 12日 航海体験プログラム ;旅 客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 5月 12日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 6時 間未満 旅 客 120名 、その他 4名 、船員 12名
④ 5月 29日 深江丸祭 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員の変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 5月 29日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 1.5時間未満 旅 客 220名 、その他 4名 、船員 12名

⑤ 6月 4日 航 海体験プログラム ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更
航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間6月 4日 ;1日 )
旅客定員 :航行時間 6時 間未満 旅 客 120名、その他 4名 、船員 12名

⑥ 6月 10日 小学生体験学習プログラム ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更
航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 6月 10日 ;1日 )
旅客定員 :航行時間 6時 間未満 旅 客 120名、その他 4名 、船員 12名

7月 8日  小 学生体験学習プログラム ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更
航行区域 :近海 区域 → 平水区域 (変更期間 7月 8日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 6時 間未満 旅 客 120名、その他 4名 、船員 12名
7月 H～ 12日 他大学船舶研修 ;旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 → 全沿海区域 (変更 日7月 11・12日 ;2日 )
旅客定員 :52名 、その他 0名 、船員 12名

7月 14日 高校生海事科学部体験 ;旅 客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 7月 14日 ;1日 )
旅客定員 :航行時間 3時 間未満 旅 客 120名、その他 4名 、船員 12名

7月 18日 マ リンフェスタ航海体験 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 7月 18日 ;1日 )
旅客定員 :航行時間 3時 間未満 旅 客 120名、その他 4名 、船員 12名

7月 19日 災害時医療支援船検証航海 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 7月 19日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 6時 間未満 旅 客 120名、その他 4名 、船員 12名

⑦

③

⑨

⑩

⑪

⑫ 8月 3～ 6日 わくわ

航行区域

く調査船中学生プログラム ;旅客定員の確保
‐近海区域 → 全沿海区域 (変更 日8月 3～ 6日 :4日 )

旅客定員 :52名 、その他 0名 、船員 12名

⑬ 8月 24～ 25日 月ヽ学生海洋セ ミナー ;旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 → 全沿海区域 (変更 日8月 24～ 25日 ;2日 )
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旅客定員 :52名 、その他 0名 、船員 12名

⑭ 8月 28～ 31日 公開講座 ;旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 → 全沿海区域 (変更 日8月 28～ 31日 ;4日 )

旅客定員 :52名 、その他 0名 、船員 12名

⑮ 10月 2日 災害時医療支援船検証航海 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 10月 2日 ;1日 )

旅客定員 :100名 、その他 0名 、船員 12名

⑩ 10月 14日 航海体験プログラム ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海 区域 → 平水区域 (変更期間 10月 14日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 6時 間未満 旅 客 100名、その他0名、船員 12名

10月 25～ 26日 他大学船舶研修 ;旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 → 全沿海区域 (変更 日 10月 25・26日 ;2日 )

旅客定員 :48名 、その他 4名 、船員 12名

H月 19日 大阪湾再生市民フォーラム ;旅客定員の確保

航行区域 :近海 区域 → 全沿海区域 (変更期間 11月 19日 ;1日 )

旅客定員 :旅客 52名 、その他 0名 、船員 12名 く実施中止〉

⑩ ll月 26日 テクノオーシャン・ユース航海体験 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 11月 26日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 旅 客 120名、その他 0名 、船員 12名

<平 成 18年度 >臨 時変更 16件 臨 時変更 日数 :26日

① 4月 27～ 28日 船舶物流研修 ;旅客定員の確保

①

⑬

近海区域 → 沿海 区域 (変更 日4月 27～ 28日 ;2日 )

48名 、その他 4名 、船員 12名

旅客定員の確保及び最大搭載人員の変更

近海区域 → 平水区域 (変更期間 5月 28日 ;1日 )

航行時間 1.5時間未満 旅 客 220名 、その他 4名 、船員 12名

③ 7月 10～ 11日 他大学船舶研修 ;旅客定員の確保

航行 区域

旅客定員

② 5月 28日 深江丸祭

航行区域

旅客定員

航行区域

旅客定員

近海 区域 → 沿海区域 (変更 日7月 10・11日 ;2日 )

48名 、その他 4名 、船員 12名

④ 7月 17日 海の日 航海体験 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 沿海区域 (変更期間 7月 17日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 旅 客 100名、その他 8名 、船員 12名

⑤ 7月 18日 高校生海事科学部体験 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 7月 18日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 旅 客 120名、その他 0名 、船員 12名

⑥ 7月 26日 東灘区小学生航海体験 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 7月 26日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 旅 客 120名、その他 0名 、船員 12名
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⑦ 7月 28～ 29日 中学生フローティング ・スクール ;旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 → 全沿海区域 (変更 日7月 28・29日 ;2日 )

旅客定員 :52名 、その他 0名 、船員 12名

③ 7月 30日 高校生海事科学部体験 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 7月 30日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 旅 客 120名、その他 0名 、船員 12名

⑨ 8月 22～ 23日 月ヽ学生海洋セ ミナー ;旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 → 全沿海区域 (変更 日8月 22～ 23日 ;2日 )

旅客定員 :52名、その他 0名 、船員 12名

⑩ 8月 31～ 9月 3日 公開講座 ;旅客定員の確保

航行区域

旅客定員

近海 区域 → 沿海区域 (変更 日8月 31～ 9月 3日 ;4日 )

52名 、その他 0名 、船員 12名

⑪ 9月 23日 小学生船舶物流体験プログラム ;旅 客定員の確保及び最大搭載人員変更

近海区域 → 平水区域 (変更期間 9月 23日 ;1日 )航行 区域

旅 客定員 :航 行 時間 6時 間未満 旅 客 80名 、その他 0名 、船員 12名

⑫ 9月 29～ 10月 2日 相生港航海体験 ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域

(変更期間 9月 30日 ～ 10月 1日 ;2日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 旅 客 138名、その他 0名 、船員 12名

⑬ 10月 5日 研究会船舶物流体験プログラム ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海 区域 → 平水区域 (変更期間 10月 5日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 6時 間未満 旅 客 80名 、その他 0名 、船員 12名

⑭ 10月 16～ 17日 船舶物流研修 ;旅客定員の確保

航行区域 :近海 区域 → 沿海区域 (変更 日 10月 16～ 17日 ;2日 )

旅客定員 :52名 、その他 0名 、船員 12名

⑮ 10月 19日 ガヽ学生船舶物流体験プログラム ;旅客定員の確保及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海 区域 → 平水区域 (変更期間 10月 19日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 旅 客 120名、その他 8名 、船員 12名

⑮ ll月 9～ 10日 他大学船舶研修 ;旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 → 沿海 区域 (変更 日 H月 9～ 10日 ;2日 )

旅客定員 :52名 、その他 0名 、船員 12名

既述の通 り、小学児童を含む青少年や一般者の乗船にあたつては船内生活面や体験学習

に伴 う船内行動には細心の注意が必要であ り、暴露甲板のハン ドレールに転落防止用ネ ッ

トを常設 し、立ち入 り禁止区画や脱出経路 0通路等を明確に表示 し、さらに膨張式救命胴

衣 108着を別途最上層のコンパス甲板に常設することで不測の事態に備 えている。

また、乗組員は船の安全運航に徹する必要があることか ら、様々な海事イベン トにおいて

は海事科学部の学生や大学院生がボランティア ・スタッフとして必要数乗船 し、グループ

・リーダあるいは船内案内 ・警備スタッフとして活躍 している。
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7.航 海集計

7.1 航 海集計 (抜粋)

平成 17年及び平成 18年度における深江丸航海集計の抜粋 を表 1に 示す。

この表において、

※ 1 出 動 日数については半 日の出動 も 1日 として表記 した。

※ 2 乗 船者延べ人数 とは、 日帰 りの場合は乗組員以外の乗船者数に 1を 乗 じたもの、

航海が複数 日にわたる場合は同 じく乗船者数に延べ航海 日数を乗 じたものとする。

表 1 平 成 17年度及び平成 18年度航海集計

平成 17年 度 平成 18年 度

出動回数 (入渠工事を含む) 5 5回 5 0回

出動 日数 (入渠工事を含む) 1 2 2日 1 2 3日

航 海 時 間 616時 間 15分 6 9 5時 間 50分

航 程 67 1 7海 里 75 2 7海 里

学 外 停 泊 時 間 8 2 3時 間 4 0分 991時 間 15分

錨 泊 時 間 2 3 6時 間 50分 3 1 6時 間 55分

本学部学生乗船者数 7 3 0名 7 8 5名

本学部教職員乗船者数 6 3名 7 0名

学部外の乗船者数 1 9 3 5名 2 3 3 3名

乗船者延べ人数 4 4 0 3名 4 8 9 3名

なお、深江丸は昭

この間の運航実績 は

く深江丸20年間の運航

1 .航 海 次 数

2.航 海 日 数

3.入 渠 日 数

4.航 海 時 間

5.学 部外停泊時間

6.錨 泊 時 間

7.総  航  程

8 .乗 船 者 数

<内 訳>学 生

教職員
一 般

9.乗 船延べ人数

和 62年 (19 8 7年 )1 0月 の就 航 以 来 、船齢 20年 とな った。

下記 の通 りで あ った。

実績〉

1 , 0 0¬ 回

1 , 7 6 1日

2 7 7日

9 , 8 5 1時 間

1 0 , 5 2 6時 間

4 , 9 8 8時 間

1 0 7 , 0 0 0海 里 ( 1 9 8 , 1  6  4 k m ;地 球 5周 )

3 4 , 4¬ 6人 (乗組 員 を除 く)

1 6 , 2 6 3人

:   1 , 9 5 7人

:  1 6 , 1 9 6人

:  6 2 , 1 6 4人

詳 しくは、神戸大学海事科学部紀要第 4号 「練習船深江丸 20年 の航跡」2007.7を参照

されたい。

7.2 航 海集計表

平成 17年度及び平成 18年度の深江丸の出動に係 る航海集計を 表 2及 び 表 3に 示す。
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表 2平 成17年度 深江丸航海集計

航 海 目 的 出動日

彙船者総数
―

く彙船=敷 1環ユ丸実雷実験学生を餘く彙船書腋>

寄港地
 | _| ¨むどI._l fb:L LT=守胃≒t=

雷

●

一

実

実

一

他
　
　
‘

彙般看

1冒=|==| ここヨI二:

4月 集 計

5月 菫 離

6 月 彙 R I

7月 集計

8月 集 計

9月 集 計

10月集計

‖ 口菫計

2月 集計
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表 3平 成18年度 深江丸航海集計

航 海 目 的 出 動 日 寄 港 地

乗船者総欧
―

綱
嘉鑢

綿の中
:驚]書言:

4 口 彗 絆

5月 集 計

6 月 彙 諄

7 月 摯 鵬

8 月 集計

9 月 菫 計

10月集計

1 1月集計

:2月集計

2 月 集 ]

3 月 集計
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8.臨 時航海士、司厨長、臨時司厨員

深江丸では実験 ・試運転を除 く全ての航海において、有効な海技免状 と海上通信免許を

受有 し航海士 として乗船可能な教員 1名 ～ 2名 に臨時的に乗船を依頼す る。船長及び機

関長を含む正規の運航要員 8名 (甲板部 4名 、機関部 4名 )の 現体制下において、船舶
の安全はもとより個々の航海の内容を充実 させ、その 目的を達成するためには臨時航海士

の乗船は必須であ り、乗船いただく教員には諸業務等多忙の中、船の安全運航 と実習内容
の充実に協力いただき、きめ細やかで熱意ある活躍をいただく。 さらに航海が複数 日にわ

たる場合で乗組員を含む総乗船者数が概ね 30名 を超える場合、あるいは食中毒や感冒の

おそれのあるときの他、特殊な事情がある場合においては食料調達、船内給食や配膳に係

る食品の衛生管理並びに給食サー ビス維持の面か ら、派遣職員である現司厨長の他に司厨

員 1名 を臨時雇用す る。なお、船での厨房 。給食業務及び食材の取扱いを担当する乗組

員には船舶調理師の資格を必要 とする。

9.安 全管理システム (SMs)の運用

神戸商船大学時代の平成 13年 3月 27日 、「附属練習船
"深

江丸
"の

船舶管理」において、

国の機関としては初めて"品
質マネジメン トシステム規格"「IS09002:1994 JIS Z 9902

:1998」 を、 さ らに、 平 成 15年 6月 23日 には 「IS09ool:2000 JIS Q 9ool:2000」 を

日本海事協会か ら認証 され、現、神戸大学海事科学部に引き継いでいる。構築 した安全管

理システム ;SMS(Safety Management System)において、

a)海 上における人命の安全

b)船 舶の安全運航

c)環 境の保護

d)実 習に関する事項、教育 0研究の円滑な遂行

の確保に努めることで、教育研究機関であり、かつ船舶運航者 としての社会的使命を全 う

することとした。同時に学部は練習船の運航管理において品質保証規格 :IS09001に 基づ

き陸上における安全管理システム ;sMs;Safety Management Systemを整え、船 ・陸組

織それぞれの業務、責任、権限及び相互関係を明らかにすると同時に、

a)陸 上 。船上の業務の内、船舶の安全運航 と環境の保護のために特に重要な業務

b)継 続的な SMSの 見直 しと改善

c)緊 急事態への対応

d)関 係する国際条約、国内外の規則への対応

e)人 の適格性の管理

について、業務 。作業手順等を定めることにより附属練習船の安全運航に徹 している。

SMS運 用上の責任及び権限に関 して、深江丸では、

a)学 部は安全運航 と環境保護の確保に関する大学の理念の実践のために、船上におけ

る最高責任者 として船長を指名 し、必要な権限を与える。

b)学 部は船長がこれ らの職務を遂行することを全面的に支援する。

c)学 部は管理船舶の船長以下全乗組員がこの方針を遵守することを要請する。

さらに船長はその職務責任規定の中で、「超越権限」 として、
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本マニュアルに規定されていない事項に関して、自身が判断を し、それを実行する

権限

本マニュアルに規定 されている事項についても緊急時等にはその場の状況に応 じて

自身が最良と考える判断を し、それを実行する権限

自身が必要 とする支援を大学に対 して要請する権限

を有すると規定する。

10.深 江丸の運航管理に関する品質管理システム (ls09001:2000)の活動について

深江丸の運航管理について、神戸商船大学の当時か ら IS09o00シ リーズの認証を受け

てか らこれ までの経緯概略を以下に示す。審査登録機 関は 「財 団法人  日 本海事協会

(NK)」 である。

規格 :

a)

b)

C)

４９９２

　

　

１

００９０Ｓ ― IS09001:2000

平成13年

2001年

学長 。学部長 : 原 教授

平成14年  平 成15年
2002年    2003年

図  IS09000

平成1 6年  平 成1 7年
2004年     2005年

西日教授   井 上教授

シ リーズ認証 の経緯

平成18年   平 成19年
2006年     2007年

久保教授   (久 保教授)

平成 13年 に IS09002:1994の 認証を取得 した。その後、規格の改訂があったが、新 しい

規格である IS090012ooOについては、平成 15年 に認証の取得をしている。

平成 13年 の当初は、外航船員を輩出する機関としての教育 目的に主眼をおいたため、
1998年に適用が開始 された ISMコ ー ド (soLAS条 約 94年 改正)の 取得を目指 した。 と

ころが、当時の所轄官庁による 『国有の船舶については ISMコ ー ドの認定は行わない』

との指導を受け、改めて IS090o2を取得 した。

ISMコ ー ドは社内と船舶双方の組織的な「安全管理システム :SMS(Safety Management

System)」の構築を求めるものであ り、国際的な強制力を持つ ものである (この認証を得

ていないと外航船 としての活動ができない)。
一方で、ISOは 「品質管理システム :QMs(Quahty Management System)」 の構築を

要求する規格であるが、その取得は任意である (今般の社会風潮は別 として、取得 してい

なくても組織活動に制約は無い)。

ISMコ ー ドは思想的 。理念的には IS09002を 母体 としているものの、それぞれ 目的、性

質、認証の仕組み、等の全てが異なる、全 く別のものである。

平成 13年 当時の神戸商船大学 としては、ISMコ ー ドの認証を指向 していたために、マ

ニュアルや運営体制は 「安全管理システム (sMs)」 に合致 したもの となっていた。 これ

初

回
登
録
審

査

登
録
継
統
審

査

登
録
継
続
審

査
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らを IS09002:1994の規格を最低限満足するものに変更 して、認証を取得 した。

ただ し、「安全管理システム (SMS)」 としての機能は実質的に実現 され、ISMコ ー ドヘ

の適合 とい う、公的な認証はえられていないものの、現在 も機能を継続 している。

平成 15年 には継続的に IS090012000の 認証 となつたが、平成 16年 の 「登録継続審査」

時においては、審査登録機関である日本海事協会か ら 「安全管理システム (SMS)」 では

なく IS090012000の 「品質管理 システム (QMS)」 の性格 。意味付けを強 くす るように

との指摘がなされた。

IS09001:2000は、それまでの IS0900211994に比べて、以下の事項への対応をより強 く

求めている。

① 「顧客」指向を重要視

② 「トップマネジメン ト」の リーダシップの発揮

③ 「品質方針」 と 「品質 目標」の設定

④ 「プロセス」の明確化

⑤ 「マネジメン ト・レビュー」の実施

ここで、平成 15年秋の大学統合以降を振 り返る。

○ 「顧客」は本学部の学生や教員だけではなく、他学部の学生や教員に広がった。地

域の小中学生、
一般企業の利用も増加傾向にある。また、災害時の医療支援構想など、新たな利用形

態 (即ち、「顧客」)の 拡大も考えられる。

○ 「トップマネジメン ト=神 戸商船大学長 ・海事科学部長」 とい う図式であるが、こ

の間、頻繁に交代 してきたため、 トップマネジメン トとして 『「品質管理システム」

を運営する』 とい うコミッ トメン トヘの意識改革が、都度、必要であつた。

また、今般 (平成 18年度末)、深江丸代船の建造検討が本格化 してゆく段階において、

以下の事由か ら、深江丸運航についての 「品質管理システム」を抜本的に見直す必要があ

る。

1)IS09001:2000の適用範囲についての議論

① 「顧客」 と 「サー ビス」の範囲 ・。・深江丸の利用 目的、利用者の範囲と QMS

の管理対象

② 「品質方針」の設定 ・・・正に、「サービス」の有様 に左右 され る

・同上②顧客関連プロセス、業務プロセスの定義 ・

2)ト ップマネジメント以下運営組織についての議論

①短期交代の弊害 (学部長、海技実習センター運営委員会)

②運営リソースの確保

③当該活動への参画意識 (トップマネジメント、組織の各構成員)

3)「 安全管理システム」の要否

①現場の負担
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②実質的な 「安全管理」のための体制作 り (海技実習センター運営委員会の所掌 と

の住み分け)

③その他のメリッ ト・デメ リッ ト

4)そ の他

。学部 としての体裁

(品質管理部門 広 野康平)

11.災 害時医療支援船構想

本学部及び深江丸では、瀬戸内海を含む近隣都市災害発生時等において医療機関との連

携で、海上ルー ト及び船舶を活用 した医療支援態勢を構築 し、災害時医療支援ネ ッ トワー

クの一翼を担っている。 この中で深江丸の役割は緊急時において医療スタッフの収容 とと

もに医療設備 。機材等を深江丸に搭載 して災害現地に赴 き、船を仮設の災害医療提供施設

として活用 しなが ら慢性疾患の患者や救急患者、負傷者の手当と搬送並びに救援物資の搬

送を行 うことを目的 とする。また、被災地での船内電力の陸揚げを可能 としている。

平成 17年 7月 19日及び 10月 2日 に医療関係者 と透析患者及び災害時医療支援ネ ッ ト

ワークの関係者が乗船、また、実際に医療機材等を搭載 して、災害時医療支援船構想に係

る検証航海を実施 した。また、平成 19年 1月 14日 には 日本 。台湾交流活動の一
環 とし

て、海上ルー トと船舶を活用 した災害時の医療支援についてセ ミナーを開催 した。
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12.附 属練習船等使用内規

平成 16年 10月 1日 、神戸大学海事科学部附属練習船等使用内規が定められ、海事科

学部における実習 ・研究活動以外の 目的で深江丸他、ポン ドの舟艇類を使用する場合は海

事科学部長宛、使用申請書を総務課に提出することになった。深江丸等の使用に係 る内規

を次に示す。 (平成 18年 4月 1日 改訂)

(趣旨)

第 1条

(目的)
第 2条

神戸大学海事科学部附属練習船等使用内規

この内規は,神 戸大学海事科学部附属練習船,実 習船及びその他の舟艇 (以下 「練
習船等」 とい う。)を 使用する場合に必要な事項を定めるものとする。

練習船等は,教 育に必要な船舶による実験 ・実習又は学術研究のほか海事教育普
及活動を図るために使用することを目的とする。

(管理責任者)

第 3条  管 理責任者は,海 事科学部長 とする。
(使用者の範囲)

第 4条  練 習船等を使用できる者は,次 に掲げる者 とす る。 ‐
(1)本学教職員
(2)本学学生

(3)その他海事科学部長が適当と認めた者
(使用の申請)

第 5条  海 事科学部の事業以外 として練習船等を使用す るときは,運 航等の調整のために

各担当者 と事前の協議を行い,別 紙使用申請書を原則 として 10日 前までに海事

科学部総務課に提出しなければならない。
(使用の許可)

第 6条  前 条の使用申請については,海 事科学部長が海技実習センター運営委員会の意見

を聴いた上で差 し支えない と認めたときは許可書を交付する。

許可を受けた者が,使 用申請書の内容を変更するときは,直 ちにその旨を申し出

て,承 認を受けなければならない。

(使用料)

第 7条  前 条の許可を受けた者は,別 表に定める使用料を財務担当役の発する請求書によ

り指定期 日までに納入 しなければならない。

前項の使用料は,い かなる場合でも返還 しない。ただ し,天 災 ・天候等により実

施できない と管理責任者が判断 した場合は,返 還するものとする。

使用者は,練 習船等の利用に当た り宿泊を伴 う場合は,第 1項 に掲げる使用料の

ほか,食事代その他別に定める保険厚生費等の諸経費を負担 しなければならない。

(使用者の義務)

第 8条  使 用者は,こ の内規を遵守するほか,練 習船等の利用に際 しては,管 理責任者の

指示に従わなければならない。

(損害賠償)

第 9条  使 用者は,故 意又は重大な過失により施設,設 備及び備品を滅失又は毀損 したと

きは,そ の損害を弁償 しなければならない。

附則
この内規は,平 成 16年 10月 1日 か ら施行する。
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別 紙

平 成 年

国立大学法人神戸大学海事科学部長 殿

申請者 住 所

代表者氏名

担当者氏名

附 属 練 習 船 等 使 用 申 請 書

下記のとお り船舶を使用 したく,関 係資料を添付 して申請 します。

記

1 使 用す る船舶

(1)船 舶 の種類  (い ずれかを○で囲む こと)

練  習  船  : 深 江丸

実 習  船  : む こ丸  白 鴎

その他 の舟艇 : ク ライナーベル ク  青 雲丸

カ ッター ( 艇 )

(2 )利 用人員     人

2 使 用す る理 由

3 利 用計画

4 使 用す る期 間

5 そ の他参考 となるべ き事項

白帆丸 V

【確認】 自 己の責に帰する事故や損害については,神 戸大学に一切の責任を問わないこ

とを約束します。

年平成
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別表

1 練 習船 (深江丸)

※注 運 航形態によっては,別 途追加費用の負担を必要 とする場合がある。

2 実 習船 (むこ丸,自 鴎)

3  そ の他 の舟艇

(1)ク ライナーベル ク

区 分 基 本 額 備 考

半 日利 用

(4時 間 程 度 )

1 0 0 , 0 0 0円 午 前 ,午 後 通 しの 場 合 は ,

1日 利 用

日帰 り 1 日 禾U用

(8時 間 程 度 )

1 5 0 , 0 0 0円

宿 泊 を 伴 う利 用

(一 泊 二 日 )

3 0 0 , 0 0 0円

一
泊 増 す ご と に 追 加 1 5 0 , 0 0 0円

区   分 基 本 額 備 考

半 日 利 用
(4障 Fu n程庁 ヽ

2 5 , 0 0 0円 午 前 ,午 後 通 し の 場 合 は ,
1日 禾|1用

1日 利 用
`R障 闇 程 慮 ヽ

4 0 , 0 0 0円

区   分 其 木 額 備 考

嘲観料仰
2 0 , 0 0 0円 ま〈口場のし通後午

用
，
利

一削
日

午

１
1日 利 用

(8時 間 程 度 )
30 , 0 0 0円

(2)青 雲丸

区   分 基 本 額 備 考

半 日 Zl l用
` 4癬 闇 程 慮 ヽ

5 , 0 0 0円 午 前 ,午 後 通 し の 場 合 は ,
1日 利 用

1日 利 用
(8眸 間 程 庁 )

10,000円

( 3 )カ ッター

区   分 基 本 額 備 考

半 日利 用
(4時 間 程 度 )

5,000円

1日 利 用
(8時 間 程 度 )

1 0 , 0 0 0円
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13.深 江丸の現状

大学統合 と国立大学の法人化、新課程制度の発足に伴い深江丸を取 り巻 く環境 も様変わ

りしてきた。昨今、運航 と保守整備、実習その他の乗船者に係 る諸規定等も新たに整備 さ

れ運航全般にわた り軌道に乗 りつつある。法人化後、海事科学部附属練習船 として学生の

実習 ・教育 ・訓練以外に外部か らの依頼による出動が急増傾向にある。学部関連の出動に

ついてはこれまで通 り計画的に、各航海において充実 した内容 を目指 し最大限度の運航サ
ー ビスを提供 しているが、様々な出動依頼のついてもこれまで通 りに積極的に対応 しなが

ら神戸大学 としての社会貢献活動の一翼を担 うべきと考える。

海事科学部の学生 。教職員以外の一般者が乗船する場合は練習船 としての航行資格では

なく一時的に旅客船 として運航する必要があ り、その都度、神戸運輸監理部の船舶検査官

による臨時検査を受検 し、指摘事項の改善や施設の充実を図 りなが ら乗船者の安全確保に

努めなが ら、乗船者にとつて印象に残 る、成果ある航海の達成を目指 している。

平成 13年 2月 に起きた宇和島水産高校の 「えひめ丸」 と米原子力潜水艦 「Green Bill」

との衝突事故を契機に、事故の翌 日には居室配置の膨張式救命胴衣 とは別に、救命いかだ

設置場所である緊急集合場所に緊急時の手交用 として予備の救命胴衣 108着 を常設、定

期的に整備 を行いなが ら現在に至つている。

13.1 船 体整備

深江丸は 2007年 10月 で就航 20年 を迎える。 この間、毎年 1回 の入渠 (法定検査入渠

または合入渠)工 事により入渠時でなければできない船体 ・機関、属具の整備 と点検 ・修

理などを実施 してきた。入渠時以外では、海事科学部のポン ド停泊中に船体 ・機関 ・属具

・居住 ・衛生設備などについて計画的な保守 ・整備を図つている。

近年、船内外の外観に比べて船体や機関に直接関係す る配管や電路、回路構成部品の老

朽劣化 と、これに伴 う突発的な トラブルが続発 してお り、発生原因の追及に時間を要 しな

が らもその都度乗組員の手により、あるいは重大な故障については外部発注により対処 し

ている。いつ発生するとも限 らない予測不可能な機器の トラブルに甲板部 ・機関部 とも緊

急対応を迫 られている実情にある。予備品あるいは代替予備品の充足等これまで以上に保

守管理対策が必要 となつている。次に突発的に発生 した重大事例を挙げる。

事例 1.

3N学 内船舶実習 1組 の平成 18年 5月 10日 の午後、小豆島南方の備讃瀬戸東航路西航

中に機関 トラブルの警報作動 とともに主機関が緊急停止 した。機関 トラブルによる航路内

停船 とい うことで、急ぎ、深江丸の特殊設備である電気推進に切 り替えて航路外に出た後、

小豆島の池田湾に錨泊 し原因究明と修復を検討 した。原因は主機関のロー ド・リミッター

回路の老朽化 と接触不良による誤動作 と判明 し、応急処置により実習航海を続行、海事科

学部帰着後メーカー修理を行つた。

事例 2

3T学 内船舶実習 1組 の平成 18年 10月 24日 午前、海事科学部出港直後の船橋 NCC(ナ

ビゲーシ ョン 。コン トロール ・コンソール)内 部から大量の発煙があ り、船橋内が自煙に

包まれ電気火災特有の臭いが充満 した。出港直後のスタンバイ中とい うこともあ り、乗組

員の機転により大事には至 らず、航海に支障な しと判断 し実習を続けた。原因は磁気 コン

パスのコンパスカー ド投影用照明器具の変圧 トランスの老朽化による過熱 と判明 した。
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13.2深 江丸代船建造計画

深江丸代船検討委員会か らの報告

(1)深 江丸代船検討委員会は、平成 17年 12月

でに、計 5回 の委員会を開催 した。

(2)委 員会で検討 した項 目は、つぎのとお り。

報告者 委 員長 :石 田憲治

28日 を第 1回 として平成 18年 9月 ま

① 他 機関で代船予算が付き建造された船舶の調査

② 現 深江丸の運航状況

③ 統 合や法人化後の実習船、練習船の在 り方

④ 代 船に要求される運航 目的

⑤ 船 舶建造費の現状の相場。

(3)平 成 19年度 実 習船建造費要求書申請

<建 造要求> 建 造後既に 20年 目となり、船体 ・機関 ・装備等の強度 0安全性 ・機

能が減退すると共に老朽化が進み、毎年の ドックでの保全費がかさみ苦慮 している。

今後 20年 にわたり、海事科学部の海事技術マネジメン トコースはもとより、マ リ

ンエンジニアリング、輸送情報、さらには他学部の学生も考慮 した学術的 0社会的ニ
ーズの高い国際海洋人育成に対応できる 「練習船」として、次の条件を満たす新造船
の建造を要求するものである。

現行より 10m長 く、 3m幅 広い 2層 甲板 として約 900ト ン程度 と仮定した場合の

建造費を、深江丸を建造 した三井造船 (株)に 問い合わせたところ、約 42億 円であ

った。

① 神 戸大学練習船 としての役割

神戸大学は 11学 部を有する総合大学であることから、実習訓練を受ける学生数を

現状の最大 48名 から約 70名 が収容可能な居室環境を有する。また、従来の研究航海

並びに総合大学としての学術 。研究が可能な役割を果たす。更に、災害時の収容スペ

ースも考慮に入れる。又、法人化された教育機関として地域社会との連携、内航船舶

運航者訓練船 としての兼用が期待できる活用が可能なこと等々。

② 災害時の救援機能の設備

阪神淡路大震災時に、船舶の有する機能が緊急連絡、被災者の救命、救助、人材 ・

物資支援の面で大変効果的であった。震災後も現深江丸は学内外の医学、農学関係者

又自治体 との共同で、災害支援に関する取 り組みを積極的に進めてきた。新造船には

特殊 ・特別な設備を新設するのではなく、災害発生時に船舶全体の設備が災害救済支

援用として兼用が可能な設計設備を考慮する。

(4)文 部科学省からの連絡

推測ではあるが、二重大学、鹿児島大学、長崎大学の漁業練習船の申請が提出されて

いるとの情報がある。一応、附属練習船深江丸の代船建造に関して、平成 19年 度予

算申請 として受理 されたことから、検討委員会の任務を終了した。申請に関するヒア

リングは 19来年度から開始される。
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13.3深 江丸乗組員

平成 16年 4月 の国立大学法人後、深江丸は文部科学省から国立大学法人神戸大学の所

有 とな り、乗組員には船員法が適用 され、船員の就業規則や船員の休 日、乗船する船舶の

運航計画等、種々の事項について神戸運輸監理の監督下となった。また、船舶保険や P&I

保険 (船主責任保険 :PrOtection and lndemnity;保護 と保証)へ の加入、船員の健康診

断等、大学の関係部署の尽力で現時点では問題なく推移 している状況である。

〈航海± 1名 の増員〉

附属練習船の本務である学生の教育 ・訓練 。実験以外に社会貢献活動や外部からの依頼

出動が急増す る中、現状の正規乗組員 8名 (船長及び甲板部 計 4名 、機関長及び機関部

計 4名 )体 制には限界があ り、 日帰 りの実験航海以外は航海士 として有効なライセンス

を受有する教員に臨時的に乗 り組んでもらうことで船の安全 と航海内容の充実を図つてい

る。船員法の航海 当直基準では船橋 当直 2名 体制が最低ルールであ り、深江丸では通常

の船橋当直を 2名 体制の 2当 直で運航 している。船長は船の総責任者 として船全体の運

航 を管理 し、さらに船内において当直以外の学生の実習や講義、航路説明や課題等を担当

していることか ら臨時航海士の乗船は必須である。臨時航海士 として乗船する教員は学部

における教育活動があ り、配乗が困難 とな りは じめている。航海の内容が多岐にわた り、

さらに外部か らの依頼が増加傾向にある現状において、少なくとも正規職員 として甲板部

1名 の増員が必要である。

〈司厨長の待遇〉

現在、深江丸の司厨長は派遣職員であ り、深江丸の厨房施設の総括維持管理、食材の発

注か ら船内供食 とこれに伴 う食料の保管管理や船内発生ゴミの管理、さらに、運航に係 る

事務手続きの一切及び 日帰 り航海の場合、深江丸の出入港に係 る綱取 り放 し等多岐にわた

る。また、食卓料の限度内で安価で質の良い大量の食材を調達す るために自らが市場等に

足を運んで仕入れにあたつている現状である。司厨長は、船内職務分掌では厨房及び船内

供食一切に関 して責任ある立場にあ り、学外泊を伴 う航海の前 日は、翌 日からの供食準備

のために船内泊 となることが常であ り、さらに、航海中の勤務 も早朝か ら夜遅 くに及ぶ。

事務部の総責任者 として、本学部の正規職員 としての対応を図るべきである。 さらに、船

上で厨房業務を行 う船員には船舶調理士の資格が必要であ り、無資格者は船内において厨

房業務はできない。昨今、事務部においては高齢化が進み後任者を検討する時期になつて

いるが、資格を有す る日本人船員が減少 し、有資格者の陸上での雇用が増す中、現雇用条

件では採用は困難である。また、多数の学生や研究者が乗船する航海では司厨長の他に司

厨員 1名 を臨時雇用 しているが、同様に高齢化が進んでいる。外航及び内航船、官庁船

では一般的に船員 (又は旅客)20名 に対 して事務部員 1名 の配乗が行われている。

陸上や家庭か ら孤立 した船内では、1日 3食 の船内給食は最も楽 しみな船内イベン トの

ひ とつであ り、供食内容の善 し悪 しは実習 。研究意欲や労働意欲、さらには船内融和に大

きく影響 し、事務部は乗船者への気配 りとともに航海における毎食に変化を持たせている。

船内給食についてはこれまでの水準を維持すべ く努力 してゆきたい。船内給食の状況につ

いては 「深江丸シップサイ ト」のアルバムに各航海における写真を掲載 している。
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14.お わ りに

冒頭で述べた とお り、深江丸は世界でも有数の船舶交通の輻榛する瀬戸内海を主たる行

動海域 としている。同海域は常時、内外の大型船や小型船、漁船や定置その他の漁具等で

混雑 し、明石海峡、備讃瀬戸、来島海峡等々 日本屈指の狭水道が連な り、四季折々の変化

に富んだ気象や海象、潮汐や潮流の厳 しい環境下にある。外洋や沿岸域 とは異なるこのよ

うな特殊な海域において、座学による知識や技術を学生 自らが個々に検証 ・検分 し、船舶

の運航の更なる技術の習得を目指 し、船舶交通や漁業の実態等を把握 しなが ら安全運航に

徹 しようとす る意識 と姿勢を培い、当直実習後の開放感や充実感、さらには慣海性を涵養

するには比類無き実習 ・訓練の場である。神戸大学海事科学部附属練習船 としての使命に

鑑み、最新の計装機器を駆使 しなが ら新 しい運航技術に教育効果をあげ、動 く実験室 。研

究施設 として、船 と海に関する実験や調査 ・研究等、これまで幅広 く活用 されてきた。瀬

戸内海 とい う地理的に恵まれた環境を大いに活用 して、行動形態や航海内容の一層の充実

を図 り、より社会に貢献できる運航態勢を整備するとともに、他大学や教育機関 ・研究機

関との連携を深め、練習船本来のすがたを維持 ・拡充 しなが らも新たな運航システムや機

器の研究開発 ・評価、 さらには実験等を通 じて海技教育のさらなる質の向上 と海事に関す

る啓蒙活動や地域 との連携活動を今後 とも積極的に深めてゆく必要がある。

深江丸合入渠工事

船体 ・機 関整備完 了、 ド ライ ドック

〈入渠地 :内 海造船株式会社 田熊工場

注水直前の深江丸

(広島県尾道市因島)
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第 3節  機 関部関係

深江丸の依頼出動が年々増加 している中、機関部においては深江丸の動力源である主機関及

び推進装置をはじめとして、発電装置、空調機等の生活関連機器といった補機類の保守整備に

邁進 し、日々の安全運航に寄与している。また検査工事を含めた入渠工事等のメーカーによる

工事を実施することで通常実施することのできない箇所を整備 し、機器の経年的な変化を把握

するとともに、劣化による部品交換や更新を適切に実施しながら機器本体の延命に努め、近年

の深江丸運航形態の変化にも対応 している。

その甲斐あって平成 17、18年 度の年間行動計画については、内外部からの依頼出動を含め

て無事に消化することができた。しかしながら、平成 17年 度に実施された合入渠工事におい

て、プロペラ軸スリーブの異常摩耗が発見され、急速新替された。これは推進装置の船体貫通

箇所に設置されており、軸封装置とともに船外からの海水侵入を防ぐ 「船舶の生命線」ともい

える重要な部位である。このような不測の事態への適切な対処は、乗組員のみならず関係各位

の不断の努力の賜であり、陸上支援体制や財政面においても深江丸の安全運航が確保されてい

ることを顕著に示している。

また就航から 18年 が経過し、延命措置の困難な配線類の劣化も著しくなってきており、平

成 18年 度においては信号線の劣化から機器の誤作動を誘発 し、航行中に主機関が停止する事

態も発生した。バスタブ曲線における偶発故障期間を過ぎ、摩耗故障期間に入つた深江丸にと

って、安全運航の上に成 り立つ 「教育 0調査研究 ・社会貢献」を維持するためには、これまで

に蓄積された貴重なデータを基とし、経年変化や機器の耐用年数を鑑みながら不測の事態にも

耐えうる整備計画の立案が、よリー層必要になると考えられる。

1.機 関部年間船内作業

1.1 概 要

事故や故障による緊急対応を除いて、平素の船内作業は機器の使用時間に基づく計画的

な保守整備が主である。概要については次に示すとおり。

①ディーゼル機関、推進装置関係―主機関 1基 、発電機関3基 (非常用を含む)

・各作動流体(燃料、潤滑油等)ス トレーナ掃除

。燃料噴射弁交換、整備等の開放整備

・燃焼解析等の計測、調整

0非常用発電機起動テス ト等の安全装置の作動確認

・潤滑油成分分析等の劣化の把握、正常状態の維持

。推進装置の汚損防止、作動不良防止を目的とした運転等の保守運転

②補機関係―ディーゼル機関補助機器、甲板機械、生活関連機器等

・油清浄機回転体整備等の開放整備

・空調ファン軸受グリスアップ等の保守整備

・空調機フィルタ洗浄等の生活環境維持

その他所掌している繋留池付近の諸設備に関する整備にも積極的に取り組んでお り、ま

た異常の早期発見につながる深江丸の美観維持作業を継続的に実施 している。

1.2 作 業内容

機関部における計画的な保守整備以外の作業は次に示すとおり。
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<平 成 17年 度>

4月

5日

11 日

15日

18日

20日

21 日

25日

27日

28日

5月

9日

11 日

12 日

1 6日

20日

23日

24日

29日

31 日

6月

6日

8日

1 4日

20日

21 日

27日

30日

7月

ビルジ陸揚げ用配管新替 (陸揚げホース接続部)

同ホースリール修理(塗 装

陸電ケーブル補修

エスケープ トランク足場作製、取付

NO.l Gen.Eng.冷 却清水圧力計新替

煙突 ドレン排出用ス トーム弁整備

NO.l Air COttd.ⅣM床 錆打ち

NO.2 Gen.Eng.ガ バナ配線継手新替

救命浮環用金具作製

ウインドラス作動油冷却海水管新替

M/E給 気管 ドレン抜き継ぎ手新替

燃料搭載ポンプ添カロ剤投入用スカッパ作製

船尾管軸封装置非常シ‐ル使用、ビルジ警報テス ト

燃料搭載 P'P添 加剤投入用スカッパ取付

M/ET/C、 ガバナ L.0.新替

ギャレーレンジ台模様替え、整備

F.0.搭載用配管、弁交換

E/R中 段床面、天丼配管塗装

NO.2 Air Conp.L.0。新替  バ ラス トP'Pグ ランドパッキン新替

バラス トP'P排 水用、Air COmp.ドレンパイプ模様替え

E/R天 丼クレーン配線吊り金具新替

F.0。積込弁シー トゴム、シール新替

No.1、2 Gen.Eng.T/CL.0。フィルタ新替

Air Cond.冷却海水管ピンホール応急処置

NO.l Gen.Eng.冷 却海水入日管修理

Air Comp.L.0.新替

NO.2 Gen.Eng。冷却清水エア抜き管修理

Air Comp.L.0.新替   M/ER/A LoO.新 替

M/EL.0。補給

FoO.Pur.軽液側サイ トグラス新替

バラス トP'Pグ ランドパッキン新替

Air Comp.L.0。新替

No.3糧食庫冷却海水諸弁(4個)交換、整備

スープボイラ底板修理

Air Cond.冷却海水管修理
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4日

6日

8日

1 0日

13日

15 日

17日

18日

1 9日

20 日

25日

27 日

28日

29日

8月

1日

2日

3日

8日

1 2日

1 9日

22 日

24日

27日

9月

5日

1 0日

22 日

28日

10月

3日

4日

舷梯固定部修理、補強

船尾管軸封装置非常シール作動不良調査

Air Comp.L.0.新替

Air Cond.冷却海水管修理

Air Comp.L.0.新替

Air Comp.L.0。新替   ECCコ ンセント増設

M用 防振ダンパー伝達関数計測

24Vア ース調査

船尾管軸封装置監視カメラ設置、配線調査

F.0.、L.0.Pur.開放整備、ギアケースL.0。新替

Air Comp.L.0.新替

船尾管軸封装置監視カメラ用電源配線敷設

通路コンセント新替 (5カ所)

M/E停 止用電磁弁修理

船尾管軸封装置監視カメラ用電源箱作製

糧食用冷蔵庫海水ライン電磁弁作動調整

Air Comp.L.0.新替

船尾管軸封装置監視カメラ用配線敷設

操舵機作動油冷却器掃除

Air Comp.L.0.新替

船尾管軸封装置監視カメラテス ト

Air Comp.L.0.新替

M/ER/AL.0.新 替

操舵機作動油冷却海水管内部掃除

メスルーム内コンセント新替

Air Cond.冷却海水管応急処置

電力制御室 ドアスプリング交換

Air Cond.冷却海水管新替   Air Compo L.0。 新替

左舷タラップ固定金具修理

Air Comp.L.0.新 替

M/E Ⅳ AL.0.補 充

サニタリP'P吸 入管応急処置

サニタリP'P吸 入管、Air Cond.冷却海水管新替

操舵機作動油冷却器、同冷却海水管内部掃除

M/ET/C測 温抵抗体継ぎ手修理

Air Cond.冷却海水管修理

Gen.Eng.L.0。 フィルタ新替、 同 F.0.I巧 .P' PL.0。 新替



5日

6日

11 日

1 2日

13日

17日

18日

19日

20日

31 日

1 1月

7日

14日

15 日

21 日

24日

25日

28日

12月

1日

6日

9日

22日

1月

24日

MノEF.0.V/V交 換、デフ計測、クランク点検

取り外しM/EF.0.V/V整 備   Mノ ET/CL.0.新 替

M肥 ガバナ、ターニングギア、Emerg.Gen.各 L.0。新替

糧食庫冷却海水 P'P開 放整備

L.0.分析サンプル採取(M/E、ⅣG、 CPP)

陸電ケーブル補修

船首側中間軸受オイル切 リリング、ゴムパッキン新替

Mtt R/AL.0.補 充

Gen.Eng.F.0.V/V交 換、デフ計測、クランク点検

同タペットクリアランス調整、F.0。高圧管新替

No.l Gen.Eng L.0。補充

船尾側中間軸受オイル切リリング、ゴムパッキン新替

メスルーム置きモニター取付金具作製

繋船岸壁排水溝掃除

M/ET/C入 口排気温度計新替   E/Rゴ ミ缶蓋作製

船尾側中間軸受検油計蓋パッキン新替

No.3ス トア用 ドア鍵修理   M/EL.0.補 充

M/E排 気弁冷却清水出口管修理

糧食庫冷却海水 P'P開 放整備、同吸吐出弁交換

No.l Air Comp.逆止弁新替

予備海水弁整備

Air Comp.ド レンポット整備

M/E中 間冷却器バイパスコック整備

MノEL.0.補 充

E/R監 視カメラBox作 製、設置

船尾監視カメラBox作 製、設置

Air Comp.L.0。新替   教 材用 L.0。、F.0.サンプル置き場作製

M/E、 Geno Eng.回転計新替

ビルジ警報テス ト

06.1.24～2.16 合 入渠工事 (於 :内海造船 田熊工場)

ドックエ事以外の船内作業

ロー ドリミッタ点検

M/E起 動ハン ドルカバー取付ビス修理

M/E Air CLRバ イパスコック整備

起動器、配電盤および電気機器内部点検

船尾管シール監視装置受け金具整備

船尾管軸封装置非常シールテス ト
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2月

20日

21 日

27日

28日

3月

2日

3日

7日

8日

15日

1 6日

20日

23日

24日

27日

28日

29日

31 日

糧食庫冷却海水ポンプ開放整備

No.l Geno Eng.冷却清水管断熱材巻替え

M/E RIA L.0.補充

中間軸受、Air Comp.L.0.新替

MyE Air CLRバ イパスコックス トッパ作製、取付

Bow Thruster R/M船底ビルジ排出、床面掃除

予備弁整備

防潮堤車用斜板止め金具作製

防潮堤車用斜板止め金具取付

M/Eシ ステム油補充

L.0.分析サンプル採取(MノE、 R/G、CPP)

作業場ハンマー台作製

UPSリ レー新替

M/Eス ター トハンドルスイッチ調整

予備弁整備

サニタリ管フランジ面手入れ

M/EF.0.V/V交 換、タペットクリアランス調整

Gen.Engo F.0.V/V交 換、デフ計演1、クランク点検

同タペットクリアランス調整

取り外 しFoO.V/V整 備

F.0。、L.0.Pur.開放整備

予備弁整備

学生ホール Air Cond.暖房用ヒータ新替

M/ET/C停 止時間計測

Gen.Eng.シ リンダヘッドカバーパッキン手入れ

ECC DUラ ンプ点滅 リレー設定修正

No。l Air Cond.暖房用ヒータ新替

空調用冷却海水 P'P吸 入管新替

No.l Gen.Eng S.W.Press.変換器新替

ビルジ警報警告ライ ト取付金具作製

ビルジ警報警告ライ ト新替

C.FoW.F′M取 外し、仮配管施行

船尾管シール監視装置フロー ト結線手直し

M/E ⅣAL.0.、 Air Comp.L.0。新替

<平 成 18年 度>

4月

4日

5日

6日

13日

20日

21日

5月

2日

9日

15日
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1 6日

18日

22日

23日

25日

29日

6月

5日

12日

19日

20日

26日

27日

28日

30日

7月

3日

4日

6日

7日

12日

13日

1 9日

20日

21 日

27日

31 日

8月

2日

3日

8日

No.l Gen.Eng.SoW.圧 力計取り出しコック新替

軸馬力計演算器基板新替

修理済み C.FoW.F/M取 付   No.l Air COmpo L.0。新替

M/Eロ ー ドリミッタ受金具削正

M/ET/C、 ガバナ、中間軸受 L.0.新替

Gen.軸受、Gen.Eng.F.0.Ini.P'PL.0。 新替

持運式ビルジP'P新 替   繋 船岸壁排水溝掃除

M/ER/AL.0.警 報用圧カスイッチ接点整備

L.0.分析サンプル採取(M/E、R/G、CPP)

M/ER/A、 Air Comp.L.0.新替

No。l Air Comp.L.0。新替

M/ER/A、 Air Comp.L.0。新替

ECC 100Vツ ト気ファン掃除

L.0.Pur.開放整備

No.4糧 食庫冷却海水入口管修理

M/Eガ バナパッキン新替

L.0.Pur.封水定流量弁整備   No.l Air Comp.L.0,新 替

No。l Air COnd.冷却海水管

Pur.ドレン管模様替え

L.0.Pur.封水定流量弁新替

予備封水定流量弁整備   煙 突 ドレン排出用ス トーム弁整備

No.l Air Comp.ドレンポット整備

船尾ビルジウェルビルジ排出、床面掃除

陸電ケーブル補修

Air Comp.L.0.新替   Mノ EL.0。補充

空調用冷却海水 P'P開 放整備

Air Comp.L.0。新替

M/E ⅣA、 Air Comp.L.0。新替

船尾管冷却海水流量計開放整備

F.0.Trans.P'P漏 油箇所手直し   船 尾ビルジウェル掃除

BOw Thruster R/M床 プレー ト掃除

No.2 Gen.Eng.T/Cカ バー取付部模様替え

アンテナ取付金具作製

Air Comp.L.0。新替   M/E給 気管修理金具作製

Air Comp.L.0.新替

作業場工具掛け作製

M/E給 気管、同防熱カバー取り外し、溶接修理準備
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1 0日

21 日

24日

25日

28日

29日

31 日

9月

5日

9日

20 日

25 日

26 日

10月

4日

6日

1 0日

11 日

12 日

13日

1 6日

1 9日

24日

11月

Air Comp.L.0.新替

M/E給 気管復旧、試運転

M/E#6 cyl.ⅣAL.0.入 口管銅パッキン新替

M/ER/AL.0.新 替   No.l Air Cond.発 停スイッチ整備

No.2 Air COnd.冷却海水弁交換 Air Comp.L.0.新替

バラス トP'Pグ ランドパッキン増入れ

バラス ト排出時用船内給水弁新替   予 備弁整備

M/ET/C、 ガバナ、中間軸受 L.0.新替

作業場工具掛け作製

中間軸受 L.0.補充

No.l Air Comp.L.0。新替

Gen.Eng.F.0.Ini.P'PL.0。 新替

学生ホール蛍光灯スイッチ新替

M/Eロ ー ドリミッタ作動不良調査

M/E Ⅳ A、 Air COmp.L.0.新 替

L.0.分析サンプル採取(MノE、 R/G、 CPP)

No.2 Gen.Eng.指 圧器弁交換

Gen.Eng.F.0。 Ini.P'PL.0.新 替

M/EL.0。補充

F.0.、L.0.Pur.ギアケース L.0.新替

L.0。Pur.フリクションブロック点検

No.l Gen.F.0.Ini.P'Pオ イルシール、L.O.新替

陸電ケーブル補修

Gen.Eng.F.0.V/V交 換、デフ計測、クランク点検

同タペットクリアランス調整

学内電話接続金具新替

M/EF.0,V/V交 換、デフ計測、クランク点検

同タペットクリアランス調整

取り外しM/EF.0.V/V整 備

EノR入 口天丼火災探知器更新

L.0。Pur.開放整備、フリクションブロック新替

No.l Air Comp.L.0.新替

取リタトしGen.Eng.F.0。 V/V整 備

ME T/C停 止時間計測

No.1#6 cyl.Geno Eng.クランクケースカバーパッキン新替

マグネットコンパスライ ト電源 トランス取 り外 し

M肥 #5 cyl給気管デブコン補修
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船首側中間軸受油面計整備

No.l Air Cond.暖房用ヒータ結線模様替え

M肥 #l cyl給気管デブコン補修

Bow Thruster L.0.重カタンクL.0.補給

船首側中間軸受油面計新替

F.0.Sett.TK落 とし弁回り止め取付

No。l Gen.Eng.F.0.ブースタポンプ新替

No.4冷蔵庫冷却海水管応急処置

マグネットコンパスライ ト電源 トランス新替

ギャレーホットプレー ト電源ヒューズホルダ新替

M/EL.0。補充

No。l Geno Eng.T/C排気温度計測温抵抗体応急処置

No.l Gen.Eng.T/C排 気温度計測温抵抗体新替

No。l Gen.Eng.J/B整 備

予備弁整備

ギャレーホットプレー ト電源接続金具、碍子新替

No.l Geno Eng.F.0.ブースタポンプ吐出弁新替

温水循環ポンプ開放整備

サニタリP'P開 放整備、吸吐出弁新替、吸入管新替

温水循環ポンプモータ開放整備

予備弁整備

24Vビ ルジポンプホース取付部模様替え   予 備弁整備

No.l Gen.Engo JノBシ リコン充填

No。3 Air Cond.フアンベアリング新替

ガス溶接用ホース新替

ビルジ警報テス ト

Emerg.Geno Eng.F.0。 Serv.TK整 備

06.1.24～2.8 第 1種 中間検査工事

(於 :サノヤス ・スヒシノ明昌 大阪工場)

ドックエ事以外の船内作業

Gen.Eng。始動電磁弁新替

M / E、 Ge n . E n g .取 り外 し F.0。V/ V開 埋 堕

2.機 関部工事 (メーカーによる工事)

2.1 概 要

予算措置において工事を実施するにあたり、法で定められた検査を受検するとともに、

経年的な劣化による不具合についても整備を行つた。また開放時には、次回開放までの摩

21 日

27日

28日

29日

30日

12月

4日

5日

7日

11 日

12 日

15日

19日

22日

1月

9日

24日
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耗 ・衰耗量を鑑みた必要最低限の部品交換とし、計画的な機器の延命措置を図つているが、

平成 17年 度合入渠工事においてプロペラ軸船首側スリープに異常摩耗が確認され、発見

工事として新替された。

2.2 そ の他の工事 (入渠期間工事以外の工事)

修理に際し特殊機材等を要する故障が発生し、メーカーの訪船による工事が 24件 発生し

た。工事内容は次のとおり。

<平 成 17年度>

4月11日 lWE防 振装置修理 (三井造船)

6月 6日 空 調冷却海水管新替工事 (サノヤス ・ヒシノ 。明晶)

13日 No。3糧 食用冷蔵庫新替工事 (藤野設備)

7月 6日 No.2糧 食用冷蔵庫新替工事 (藤野設備)

7日 M/E防 振装置サーボバルブ交換 (三井造船)

10日 空 調冷却海水管新替工事 (サノヤス ・ヒシノ 。明晶)

13日 No.1、 4糧 食用冷蔵庫新替工事 (藤野設備)

11月19日 デ ータ処理室天丼付Air Cond.新替工事 (藤野設備)

3月 9日 No.4 Air Cond.暖房用用ヒータ新替(藤野設備)

15日 操 舵機作動油冷却海水管(E/R貫 通部)新替工事 (サノヤス 。ヒシノ ・明晶)

<平 成 18年 度>

4月 5日 M用 防振装置補償修理 (三井造船)

27日 Mノ E防 振装置調整 (三井造船)

5月 8日 M/Eロ ー ドリミッタギャシャフ ト&ギ ャ受け新替 (ダイハツ)

10日 軸 馬力計演算器基板点検 (湘洋)

15日 M/Eロ ー ドリミッタ点検 (ダイハツ)

24日 M/Eロ ー ドリミッタ調整 (ダイハツ)

25日 軸 馬力計調整 (湘洋)

6月28日 M/E防 振装置修理 (三井造船)

8月10日 吸 気管溶接修理、復旧 (サノヤス ・ヒシノ 。明晶)

9月19日 M/Eロ ー ドリミッタ修理 (ダイハツ)

21日 軸 馬力計修理 (湘洋)

10月18日 ロ ー ドリミッタコントロールBOX RA‐04G新 替 (ダイハツ)

11月20日 No.4糧 食庫冷却海水管新替 (藤野設備)
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第 2章

実習船 「白鴎」
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第 1節  概 要

実習船 白鴎は、ヤマハ発動機 (株)人 代工場において建造 され震災復興の最中

平成 7年 3月 に本学へ引き渡 され、実習実験等に活躍 している。

第 2節  主 要 目及び主要装備

1.主 要 目

全 長      14。 96m

全 幅        4.16m

登録長       13.20m

深  さ        2.02m

総 トン数      13.0ト ン

主機関 (定格)   2 8 5PS/2 9 0 0RPM

速 力

(試運転最大)   19.Okt

(巡 航 )     13.Okt

燃料タンク容量   1,000× 2

定 員        乗 組員  3名   そ の他  21名

資 格        JCI限 定沿海

2 .主 要装備

1)主 機 関       水 冷 4サ イ クル直列 6気 筒デ ィーゼル機 関

最大出力  350 p s / 3 0 0 0 r p m

2 )発 電機        4サ イ クルデ ィーゼル

15KV A

l)航 法システム   ① 磁気コンパス ② ジャイロコンパス

③ 電磁ログ ④ レーダー (簡易ARPA)

⑤ GPS ⑥ ロランC ⑦ カラービデオプロッター

③ 無線方位測定機 ⑨ 音響測深機 ⑩ 船内指令装置

⑪ 風向風速計  ⑫  サ テライ トコンパス
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第 3節  活 動状況

1.平 成 17年 度活動状況

月 運航 目的 回 数 乗船者 (乗組員を除 く)

4

５

　

６

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1

3

海船に親 しむ (警戒)

海洋観測

海船に親 しむ (警戒)

海洋観測

ゼ ミ

実験

海船に親 じむ (警戒)

ゼ ミ

海船に親 しむ (警戒)

海洋観測

入渠回航

出渠回航

海洋観測

航海学会

試運転

ゼ ミ

実験

試運転

実験

入渠回航

出渠回航

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

教員 1名

技官 1名

教員 1名

教員 2名

教員 1名

教員 1名

技官 1名 、院生 2名 、学生 5名

学生 6名

学生 6名

学生 3名

技官 1名 学生 5名

教員 1名

教員 1名

教員 1名

教員 1名

教員 1名

技官 1名 、

学生 1名 、

学生 7名

その他 5名

学生 6名

その他 8名

年間出動回数     22回        教 官、職員   15名

授業          8回        院 生、学生   41名

実験、調査       7回        そ の他     13名

その他          7回
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2。 平成 18年 度活動状況 ( 1 2月 末まで)

月 運航 目的 回数 乗船者 (乗組員を除く)

4

5

6

7

８

　

９

1 1

1 2

海船に親 じむ

ゼ ミ

試運転

海船に親 しむ

神戸港カッター レース支援

全 日本カ ッター レース支援

試運転

海船に親 しむ

海船に親 しむ

海事調査 (名古屋セ ミナー)

係留運転

海への誘い

入渠回航

出渠回航

係留運転

国際交流事業支援

試運転

ゼ ミ

2

1

1

2

2

1

1

5

3

1

1

4

1

1

1

1

2

1

学生 37名  T.A4名

教員 1名  学 生 6名

教員 1名  学 生 18名

教員 2名  学 生 21名

教員 2名 、学生 3名

教員 1名、学生92名

教員 2名 、学生 51名 、T.A4名

教員 1名 、名古屋セ ミナー 6名

学生 80名 、T.A10名

学生 2名

学生 2名

学生 4名

年間出動回数

授業

実験、調査、研修等

カッター レース支援

その他

２

　

１

9回

8回

1回

3回

7回

教官、職員

院生、学生

T.A

その他

1 0名

31 6名

18名

6名



第 4節  課 題

これまで、予算付 けがな されていなかった整備費や維持費が予算化 され

充分 とはい えないが船体 、機 関の整備 が思 うよ うに行 えることが出来 るよ

うになつた。 また、船長 の併任発令 を行 っていただいた ことに よ り、深江

丸 出港時 において も自鴎 の運航 が比較的 スムー ズに行 えるよ うにな り、授

業、研 究等の出動依頼 に対 して も対応 じやす くな って きた。 しか し、 自鴎

も船齢 12年 とな り主機 等 の大 きな整備 が必 要 にな って きて い るた め、

そのための臨時的な予算が必要 になつてきてい る。
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第 3章

実習船 「むこ丸」
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第 1節  概 要

実習船むこ丸は、平成 16年 3月 に大分県のヤンマー造船 (株)に て建造、姫路市の兵

庫支店において艤装の後、海上輸送で本学に引き渡 され、カッター訓練の警戒や操艇実習、

共同研究の実験などに活躍 している。

第 2節  主 要 目及び主要装備

1.主 要 目

全  長  9.70m    総 トン数  3.4ト ン

全  幅  2.75m    航 続距離 約 125海 里

登 録 長  9.33m    定   員  10名

全  深  1.61m    資   格  限 定沿海

吃  水  0.89m    最 大速力 32kt

2.主 要装備

主 機  関  立 形水冷 4サ イクル 6気 筒ディーゼル機関

最大出力 320PS/3200rpm

逆転減速機  YX-50S 入 出力軸異芯形油圧多板式

過 給  機  RHC7W(IHI)水 冷ター ビンハ ウジング/油冷式ベア リング

始動電動機  24V4kw

第 3節  実 験及び整備内容

平成 17年

4月 12日  主 機関防蝕亜鉛交換

9月 14日  船 体整備 (カミックス西芦屋支店)

～ 9月 16日

平成 18年

1月 17日  マ リーンホーン取 り付け

3月 23日  船 体整備 (カミックス西芦屋支店)及 び試験塗装

～ 3月 27日  (船 底塗料生物付着実験)開 始

4月 17日  液 晶カラーGPSプ ロッタ搭載 (古野電気 GP-1650W)

5月 22日  船 底塗料生物付着実験 (船底付着生物観察)

6月 19日  船 底塗料生物付着実験 (船底付着生物観察)

7月 24日  船 底塗料生物付着実験 (船底付着生物観察)

8月 21日  船 底塗料生物付着実験 (船底付着生物観察)

9月 20日  船 底塗料生物付着実験 (船底付着生物観察)

10月 13日  船 底塗料生物付着実験 (船底付着生物観察)

10月 20日  付 着生物船体剥離高速航行実験

11月  6日  船 底塗料生物付着実験 船 底観察の後、船底掃除 実 験終了
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第 4節  活 動状況

平成 17年 度

月 運航 目的 出動回数 乗船者(乗組員除く)

4 海 ・船に親 しむ(操艇〕 2 学生 67名

5 海 。船に親 しむ(操艇) 3 学生 98名

6 海

ト

船に親 しむ(操艇)

イヤル体験乗船フ

5

1

学生 164名

中学生  5名

7 海 ・船に親 しむ(操艇) 2 学生 63名

8 試運転

9 海洋観測

海への誘い (操艇)

1

4 学生 72名

1 0 0

1 1 試運転 2

1 2 試 運 転 1

1 試運転 3

2 試運転

総合ゼ ミ

２

　

１ 学生  2名

3 船舶実験の補講

試運転

船体整備及び試験塗装

1

1

2

学生  1名
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平成 18年 度

月 運航 目的 出動回数 乗船者(乗組員除く)

4

試運転

海 ・船に親 しむ(操艇)

３

　

２ 学生 36名

5

海 ・船 に親 しむ(操艇)

カ ッター レース

船底塗料生物付着実験

2

3

1

学生 37名

学生  3名

6

海 ・船に親 しむ(操艇)

船底塗料生物付着実験

5

1

学生 89名

学生  3名

7

海 ・船 に親 しむ(操艇)

船底塗料生物付着実験

３

　

１

学生 52名

学生  4名

8 船底塗料生物付着実験 学生 2名

9

船底塗料生物付着実験

大阪湾低質採取

1

1

学生  4名

学生  3名

1 0

船底塗料生物付着実験

船体剥離高速航行実験

1

1

学生 4名

学生  3名

1 1

船底塗料生物付着実験

大阪湾海水採取

剥離高速航行実験

1

1

1

学生 4名

学生  1名

学生  3名

1 2

海洋観測

試運転

２

　

２

学生  2名  そ の他  4名

1

試運転

総合ゼ ミ

１

　

３ 学生 15名

2 試運転 1

3

試運転

船体整備及び試験塗装

３

　

２
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第 4章

実習船 「クライナーベルク」

- 6 1 -





第 1節  概 要

進水式風景

クライナーベルクが平成 13年 3月 に進水 して、早いもので、今年で 6年 が過ぎる。当時、
新 しい授業創設の名の下に内外の授業を調査 し、先進国の海事関係の授業では主流 となっ

ている大型 ヨッ トの授業の導入に挑戦することにな り、艇種の選定が進められた。授業 と
い う観点から、荒天の海を安心 して走れる堅牢性があ り、さらに高速な帆走性能を有す と
い う贅沢な要望があげられた。結果 としてクライナーベルクは要望を満た し適切な艇が選

定 されたと考えられる。近代的でハイテクなシステムや素材を使用 し、 「風を動力 として

揚力を使い走る」 とい う説明と実体験は、学生たちに知的な好奇心をかき立てている。船

内に張 られたプ レー トの 「海を愛 し、船を愛す、たくま しき若人よ、育て。荒海に乗 り出

す勇気を称え、この船を贈る。」は寄贈者の小山氏の思いであ り、新授業の 「海 ・船に親
しむ」に反映 され、多 くの学生たちが海に乗 り出 し、セー リングを楽 しみ、海や船への夢

を膨 らませている。

平成 15年 に神戸大学海事科学部 として再出発 し、他学部の学生も受講する全学共通科 目
「海への誘い」が始ま り、他学部の学生たちにも、海や ヨッ トを身近な存在 と感 じさせて

いる。他にも一般市民を対象 とした公開講座では、神戸→牛窓 (岡山)→ 小豆島への夜間

航海 を含む長距離、長期間の運行 も行われ、その受講者を支援者 とするセー リング NPOの

活動にも協力 している。 この艇の進水を機にスター トした課外活動の外洋帆走同好会もレ
ースに参加 し、神戸祭 リレースで優勝 し、全 日本学生外洋帆走連盟の加入を予定 している。

多 くの人を海へ誘い、マスコミにも登場 して海の楽 しさを広報す る役 目を果た している。



授業風景授業風景 1

第 2節  主 要 目および主要装備

艇名

タイプ

全長

水線長

最大幅

喫水

排水量

設計者

建造

バラス ト

エンジン

船体材質

リグ

Kleiner Berg

(ク ライ ナ ー ベ ル ク)

X442

13.5m

ll.2m

4。15m

2.3m

9,700  kg

NIELS JEPPESEN

X Ÿ acht(デンマーク)

4,300  kg

5 1  H p (ヤ ンマ ー )

FRP

スループ

SAIL No.        5932

メー ンセール     4 7 . 2ピ

ジェノア No1    73.2 nf

ジェノア No2    63.7 nf

ジェノア No3    48。 8 nf

ジェノア No4    39.O nf

スピンネーカー   163.6 nf

(1.5,0。75,0。5 oz)

ジェネカーNol   163.6r

ジェネカーNo2   114.1ポ

最大乗員 限 定沿海   23名

巡航機走速度     7ノ ット

セー リング速度   1-15ノ ット
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授業風景 2

第 3節  運 行

(1)平成 17年 度運行実績

導入科 目 「海 ・船 に親 しむJ

公 開講座

「総合科 目」

「総合科 目」

授業 「海への誘 い」

外洋帆走同好会

(2)平成 18年 運行実績

導入科 目 「海 ・船 に親 しむ」

「総合科 目」

公開講座

総合教養科 目 「海への誘 い」

外洋帆走同好会

一般貸 し出 し

海事科学部  1年 生

海事科学部  2年 生

一
般成人

全学学生

課外活動

一
般成人

海事科学部

一
般成人

海事科学部

海事科学部

全学

課外活動

前期  12回

7月   5回

前期  13回

後期  15回

9月 集 中 4日

通年  12回

前期  24回

通年  17回

7月   5回

9月 集 中 4日

通年  12回

通年  20回

1年 生

1年 生

2年 生



整備風景 1

第 4節  整 備

主な整備点検内容は以下の通 りである。

(1)平成 17年度整備項 目

定期船底洗浄  5月 、 7月 、 9月

定期整備  3月

船底塗装、船体クリーニング、セイル ドライブジンク交換、ウインチグリスアップ、エ

ンジンオイル交換、オイルエ リメン ト交換、Vベ ル ト交換、マス ト点検、

その他点検修理項 目

スピンハ リヤー ド交換、ジブシー ト交換、バ ックステー油圧交換、風向計修理調整、燃

料ポンプ交換、清水タンク修理、オーニング修理、ブーム カ バー修理、ラッ トカバー修

理、係留策交換、セール修理 (No。1ジ ブ)、バ ッテ リー交換、バ ウライ ト整備、ライフジ

ャケッ ト交換、オイルスキン交換

(2)平成 18年度整備項 目

定期船底洗浄 5月 、 7月 、 9月

定期整備  3月  (項 目は前年に同じ)

その他点検修理項 目

No.1リーフライン交換、ジブシー ト交換、バ ウライ

ライフライン交換、 トイ レ交換、清水ポンプ交換、

イフジャケッ ト交換

卜交換、ハル補修、スタンション交換、

塩水ポンプ交換、セール点検修理、ラ

第 5節  課 題

船齢を重ね、修理や部品の交換が多くなつて来たが、メンテナンスを充分に行ない、艇

の維持に務めることが安全上、教育上必要である。現在、為替 レー トの驚異的な高騰か ら、

このようなヨッ トを購入することは困難であると予想 され る。近代的な大型 ヨッ トである

クライナーベルクを所有することは大きな財産である。クライナーベルクでの海洋体験教

育は他では簡単にまねのできない先進的な個性的教育であ り、その優雅で勇敢なセー リン

グ姿は本学のイメージ戦略に大きく貢献するものと予想 される。
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繋船池

第 5章

(ポ ン ド)・ 実習関係





第 1節  繋 船池 (ポン ド)関 係施設 ・設備

繋船池 (ポン ド)に は、深江丸を除 くその他の舟艇 として、カッター、実習船 「白鴎」

および 「むこ丸」、クルーザー 「クライナーベルク」、モーターボー ト 「青雲丸」、その

他の和船 「ろつこう」、 「ほくら」および 「かいようきかい」が配置 されている。繋船池

(ポン ド)に は、これ ら舟艇を安全に繋船 し、また安全な乗 り降 りを確保するために大型

専用桟橋 (ポンツーン)2台 、小型専用桟橋 (ポンツーン)1台 および南側防波堤沿いに主

にクライナーベルクを繋船する専用桟橋 (ポンツーン)が 配置 されている。また、艇庫に

床上操作式クレーン (吊り上げ能力 2.8トン)が 配置 され、カ ッター、和船および小型モ

ーターボー トの上下架に用いられている。

第 2節  実 習概要

授業時間割に基づ く繋船池 (ポン ド)を 利用する実習は次の とお りである。

2-1 海 ・船に親 じむ (マ リー タイムスポーツ&ボ ー トハ ン ドリング)

導入科 目のため 1年 生が前期に一 日だけ深江キャンパスに来る日に 2時 限連続で実施 さ

れる。クルーザー ヨッ ト、カッター、小型船操縦 (エンジンボー ト)の 初歩操船技術を実

習することで、 「海」や 「船」に親 しみ、興味を深めることや安全への意識を高め、国際

海洋人の教養 としての基礎体験をすることを目的としている。

海上での実習のため、雨天、強風、猛暑など自然条件に左右 され危険度 も高 く、実習学

生数に比べて、多数の教員が指導や救助担当に当た リコス トの高い授業 ともいえるが、学

生のアンケー トか らは、 「海」や 「船」へのあこがれの高ま りを推測することができ、学

生にとつても、教員にとつても意義の高い授業 となっている。実習風景 と授業アンケー ト

を以下に紹介する。

―-69-―



海 ・船に親 じむ (マ リータイムスポーッ&ボ ー トハン ドリング)学 生アンケー ト
日 田 記 述 ・コ メン ト 目 日ヨ罰己述 ・コ メン ト ヨ 田 記 又E・ コ メ ン ト 日 田 記 述 ・コ メン ト

班

希 望

ス

No.

問1
(5段
階評
価)

醜
鰐辮側

醜
蹴
鼎
価

総合
′点

の
深

へ
は胎味

）
確報開

一靭靭

司2 楽 しかつたて
すか ?

司 6  偏 思 襲 ヾし
にか ?

間
の
望
自
だ

A l M 1 4

0ツグ~ほ ど■bし
しどかったけどみ
しなができない体
決なので、体験て
ぎてよかった。

畔つたりしてフマ変な
二ともあつた けど、
恰舶 実習の予行 演
習となって楽 しかっ
た。

A l T 5

色々な船 を知 るこ
1ができた。

ら狩気は

！

母

′、

寝 I E Iでした 。 いし

A l
Ｔ
，
Ｍ

3 3

受栗で栄 しいかどう
いよくわからない。

隆験したことがない
ことを体験できたこ
とは良かったと思
う。

A l N 4

〒よ じめ よツ泄 の
1とを知 らなかつた
りで 、船 に乗 るこ
」によつて 、興 味
ド深 まった。

捨に来つて、レ`ろ/ t
い人 と話 したりして
ヒの で 、楽 しか c
ヒ。

野段 できない体 膠
をで きた の で 、有
ま義だった。

A l N 5 5

沿のことにちよつと
圧付 けて、海 事 に
来てよかったと思
った。

ドを深層走 ざゞ t、と
美り人ができないよ
)なことができてよ
いつた。

と

浦

か

に
は
よ

硼按協『̈一つたｏ
A l M 5

こ乗 って楽 しいと
思えたので良か`
ヒ。

毎の男もいいなあと
思った。

〒
い

が

Э

つ

い

A l M 4

一度も体験したこと
つないことの連 続
でとても楽しかった
です。

1海
事」という名 に

ふさわしい授 業で
ノた。

A l N 5

沿 (ヨット)の 上 で
Dロ ー プワー クの
大切 さがよく分 か
った。

弧か気付 らよかつ
ヒ。だいたい晴 れ
でよかつた。

沿、海の上では頭
Ь体も使わないとい
すないという事がわ
いった。

ビアオを兄0部 屋
があつかったです
(汗)。

A l T 4 11

毎rF甲国送 による種
斉や文化の発展

旨 週日 じしに 。 ドを採 0ノ 「/ハ F /を

手に入 れた。

躊 r ■伐 7 1 1 又 な ど 乞

学びたかった。

A l M 10 昨りと十 い■Cす 。

A l M 4

邑々な船 を知 るこ
ヒが できた。船 に
乗れてよかつた。

興 れ 刀 ラ`ベ さ 刀 つ` た 。 ´
ノ
´
´

Ч
だ

し

り“か嫁開
。

ξ

ｈ

ヒ

A l 5

コープワークや那
の部分の名称なと
を楽しく覚えること
ができた。

ヨットやエンシンポ
ートを操作 したり、
夕んなでカッターを
1ぐことは貴重な体
険でした。

寿除に海に出て,
ヒ動かすことはとて
しいいです。

i .> t  -u)w l { l t l \ lJ
.rtt->l="

A l N 4 5

ス

と

言

Flこロープワークカ

艇しかったです。 けみ飾は¨̈一一』

誓らな る絶 駅 をつ

夕たいと思 います。

―-70-―



A l N 5 5

圧
然

け

れ

が

っ

エンシンボー トとヨ
ントに乗 ってる時 が
楽しかった。

時間 か桂 つ のか早
りヽった。

た 生 こ l H ~ 辱 あ リ カ

ヒうございました。

A l M 4

埋

し

原
ま

む
き

進
で

の
解か

理
。

ゴ

シヽ

一
み

」

1の 授 業 楽 しか づ
ヒです。海 上 の風
バきもちいい。

辱義 よりい い と思
′ヽます。

九 生 嗅 張 つス トご

A l N 4 5
ひもの結 び方 を覚
こた。

捨 に 末 れ た。 沿酔 い した。

A l N 4

コープワー

でヽ 実 際
押
使

ク
に

ヨット朱 しか つ た 。 」ツト衆 し刀` つた 。

A2 M 4 5 5

夕
転

気

L 参 牌 こんなことはめつた
にできないだろうカ
ら。

オィンキーをゃって
′ヽるところを見せて
しよかつたかも。

A2 M 5 5 4

」
」
込
Ｈ
」

くさんの種 類 の
に乗 れてよか`

7フイアーーベルクカ
おもしろい

時間 が長 す ぎてし
しどい。

A2 M 5 5

ろ`いろな船 にと
〔も興 味 を持 っ

架 雌Fじ ざに C/ JじどK

Ь楽しかった。
Sらに繹 や船 のこと
いわかった。

貯にな し。

A2 M 4 4

酢種 日2回 ず つ と
′`うのが少 し物 足じ
賢い^

A2 T 4 4

A2 N 3 3

クライナーベ ル クと
カッター がおもし乙
りヽった。

A2 T 5 5

今までこんな経 リ
壼そんなにしたこと
いなか ったので 、
良い経 験 になりJ
ノた。

‐
Kん ませ ん と

"カ

ンタ~"が ~番
楽 し

りヽつたです。

A2 M 5

J 型ヽ の船 の免 訂
をとりた1いと思 うよ
うになった。

ηッグー 以 /1・はす
ヾて楽しかった。

べいに体 をつこか しυッターを1コマた
すにす れ ばいい と
思う。

A2 M 4

毎の甲でどんな巨
きに力 がかかって
拾が進むかなど

沿のか しをとること
まこの先 なさそうや
) らヽ

まし

A2 M 4 4

日

６

0 ツ グ
~ほ

しん ど刀

つたです。
7事 科 学部 の感 じ
ド出ていた。

A2 M 4 4

色んな船 に来れて
良 い 経 験 に な つ
み

夕ん なと父 械 で 運
(楽 しかった。

上に同 じく。

A2 M 3

A2 N 3

A2 M 4

A2 T 1 1 1 3

A2 N 5 5 性を満 喫 した

A2 N 5 5

A2 M 5 4

一

カ
ア
し

イ
楽

い̈つたです。

楽しかつたけどしん
ビかった。

目冨 できない桂 駆
いできた。

蜜 し

A2 M 36 2 1 5
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A2 T 5 bbれ ～ Lハ
~卜

」

A3 T 5 5

毎のうねり/J好` き
です。

ヨットη`気 チ守らよカ
った。

筆ぞ夫 感 できた。

A3 N 5 5

l J育らたつたので
毎が大 変 新 鮮 に
まじられました。

」の加 b例 の (木
ったので良い経験
こなりました。

ヒまにはf菫/1・での
受業というのも良か
ったと思います。少
ンは暑い 日もありま
ンたが。

Fに ないです 。最
高です。

A3 M 40 4 4

クライナ ー ベ ル ク
(ヨット)に つ い て
興味が深 まった。

クライナーベルク冬
J 艇ヽ がおもしろか`
ヒ。

晋段 の講義では字
べないことが学 ^

てよかった。

各種 日σ'‖寺FF0 22t
うちょっと多 くして
ましい。

A3 N 3 2 7 メリハリがない。

A3 N 4

bつ と船 を運 転 し
ヒいと思った。

か
仲

ど

と
ん
達

攀̈くなれた。

い

つ
れ
ベ

ヽ い 桂 歌 に な つ 町 に な し

A3 M 5

ヨツト祀極
力す。

″ッグ~~はさす かに
きつかつたですが、
旋び に行 く海 と違
ったまた別 の楽 しさ
があった と思 い ま
す。

体
々
が

一

つたので色
¨

義だった
。

に
か
船
意

沿
螢
蟄
有

受業 の 時 間 帯 が
版妙 で した。プ ー
'レの後 はさす がに
ぎつかつたです。

A3 3 4

二くさん の 禾 り留
こ乗 れたこと。

毎上の風 は気 持 ち
良かつた。

ゴうせなら、免計が
りЪるくらいもつと
専門的にやつてほ
ンかつたo

0ツグ~が 1吉し刀`つ
ヒ。あれはしんどい
ビけだつた。もう二
質と乗 りたくない

1笑)

A3 M 4

毎|ま果 が判れ 。` 用に依 υり麒F k L b u

が楽しかった。
「にな し 曝

耽
ク

も

ヽ
。

一
の
いつ』榊

コ
羽

咀

A3 N 4

フライナ ー ベ ル ク
こもう少 し乗 りたが
った。

沿を実 際 に操 作 て

ぎて楽しかった。

Ｃ

´́

時
か

た
よ

一
剛

鴎
が

ヨ

軋

し

Bl N 5 5

ヨットか ~杏 朱 し

く、色 々なことを教
たて頂 いた。「ちき

oう」の見 学 も楽 し
いった。

字見
た
。

ρ
だっ赫̈

カッターの栂 にでる
時間が長いと思う。
もう少 し、技術 的な
ことを学 ぶ 時 間 も
あった方 が 良 い と
思う。

Bl N 5 5

寿

巻

で

一

べ7~じ 'I団枠イ丁馴
ケることがあまりな
′ヽので、良い経 験
ができた。

ず
い
３
し

BI M 5

コー ンツ~夕 を見
たられたのがとてt
ヒめになつた。

ヨットでは 目然 の刀
ビけで船 を動 か し
ていて頭 を使 って
′ヽて楽しかつた。
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Bl T 4 4

筆のことをもつと知
,たいと思 うように
よりました。海 が汚
いったので環 境 に
ついても興 味 がで
美した。

エンジンポー トやヨ

ットが楽 しかつたで

す。

毎への興 味 かでて
1かったです。

Bl M 5 一動̈
一

料はつたの中^

今
饉

い
興

ヤ

ンライナーベルクか
二ても楽しかつた。

雨か 殊 た つ た 。

Bl M 3 3

らまり船 の 争 は 埋

た
持

つ
し拗砂

で
味

。

平
興
に

カ

て

詢の 日とかはじんど
) っヽたが、楽 しい時
Ьありまあまあよか
った。

羽σノロほしんどυ'

つであまりしない方
う`いいと思う。

Bl M 3

凛
注

こ
れ一山

頸
つ‐

四

′
、

」

・ 。

ンんどい部 分もあり
楽しいのと半々でし
ヒ。

陰に時 間を費や し
ヒことがないのでれ
からない。

衆 しか つ た 。

Bl M 5 5

Lつの回 数 か少 な
いった。

まつたく朱 しく新 鮮
であった。

よか なか で きなし

本験でよかつた。

Bl N 5 5

ヨットの遅 む 原 理
ドわかつたので 、
1かった。

風かふいてきて、こ

ソトが傾 いたときスL
′レがあった。

【くわ /J つ` 7L。

Bl N 4 4

らゝに船 に乗 りた
′ヽと思った。

′`ろんな船 に来 れ
てよかった。

沿 に 来 れ て よか
レ

Bl M 3 4 一と思ぅ。時
い“働

使
つ
い

。

７
立
良
に

行

っい蜀
る

ヵ
す
間轍鵜″『

Bl M 4 4

7の 恐 さを思 い郷
,ました。

グライナ ‐一ベ ル クか

楽しかった。

緊難)EP Iよ1ギにヾそ
1とがありでしごとし
ているなあという気
寺ちになつた。

Bl M 4

お も しう 刀` つ に 刀 ニンシ ン礫 紙 は よ
) っヽた が 、カッター

よど力 仕 事 はいや

ふつ つで した 。 剌で は や りたくない

Bl M 60 5

沿の実 習 はとてt
楽しかつた。 当鴎 はよかったで

す。

ηッグー カ` 刀` な りさ
つか った と思 い ま

す。モーターボート
ま気持ちよくてよか
ったです。ありがと
)ございました。

Bl N 5

寿 背 か 栄 し か 「にセーリングがよ
いった。

「こ ヽ興 1木刀` も t 翼た や りた い 。

Bl M 4

工分 雌ヾりυリツムご乞
Lり深 く深 く知 った

里 騎`′ま 朱 し刀 つ` た コ~フ ソ~ / /な ど “

た技を修得できた
υッター しんどレ`。
ヨット軽 く酔 つた。
ニンジン系 は楽 て
養しかつた。

Bl M 5 5

給に来 るのが栄 し
′ヽと思った。

ζんま船か~否 U
デかしかつた。ヨン
やヽモーターボー}
ま速 くてみんなて
条じめたと思う。改
彗点ナシ !!

B2 M 5 5

雌 〆`角ゴン` υノタヽ り本
バ深 まつた

疑しく授 業を受 ける
事が出来た

ヒ (bl日 焉柔属昆7こ



B2 T 5

」ヽ型 船 ヤ エンシン
ドー トなど色 々なも
のが運 転 できてい
′ヽ勉 強 になった。

F 7;SU)t(Xen\T)n ″ッター かきつかつ

ヒの で もう少 し時

現を減 らして ほ し

B2 T 5

母猿 にな りた い と
思った。

〃ッター部 に入 りた
′ヽと思 った。

ズのTAを 増 や し
て欲 しかつた。

B2 T 4
」ツトか ;殺し刀` つ た 。 ηッグ~ひ ンフ刀`

ヒ !

B2 M 4

ヨ 々 な 船 に 禾
て、違 い が分 か
ヒ気 がした。

E 前 惧ゝ , 仄 机 刀 遅`

)ので楽しかった。

て

い

と一攣章
引
使
が

部
を
験

７
体
経
う
。

也
肉

′、
思

B2 N 3 11

共だ 知 らな い こと

い多いので
E . 2 l  T C J ' ' *  L ' 伺 たま顎電 じし た 。

B2
Ｔ
，
Ｍ

4

″ッターかしんどか
った。ヨットは少 し
おもしろかつた。

B2 M

らえて未 ろうとは
思わないが、船 に
乗ってつ りに行 き
ヒいとは思う。

里 称 で ざ t よ か ,た んできないい
資がで きてよか っ

B2 N 5 5

陰によつてか じC

ヒリ方 が違 うという
りがよく分かつた。
Fnkのことがよく分
) りヽ楽しかつた。

B2 N 4 3

ん ど刀` つ 7こ。 ん ど/ J hつた 。 ノん ど刀` つ 7こ。 毎事 には女の子 か
少 な い で す ね …

B2 N 5 5

墓幣 で きるよつに

免許 とか ほ しい と

思いました。

〃ツグ~ほ しル ど刀

ったです。

B2 M 4 4

Ｃ

ｔ
ｄ

Ｃ

B2 N 76 5 5

B2 T 3
んどかつた 時になし

B2 N 5

B3 M 79 4

れの中やるのはし
しどかつた

廉な 教 授 が 1人 セ
ト

市な 体 験 が で き

B3 N 80 5

沿の操 縦 "か なけれはどKb
集しかった

r / J倅験 はか りた
しから

時にな し

B3 M 5 5

アルーサーの礫 雄
亀許 は欲 しいと用
′ヽました

剌の 甲での実 誓 は

中かった

B3 M 5 5 沿の操 作の方法 カッター おもしろかつた。 守1こな し

B3 M 4 4 】渤］叫
』
九
」

おもしろかつた。 おもし/Dか つた。 にか つた。

B3 N 3 4

軟多くの中小の船
このれたのはよか
ったと思う。けどひ
主だった。

ひまだ つた。 章
岬

す
。

ひ
僕
で

こ
も
男

判
。で発

季
ヒ
愛

コープワークのテヌ

のヽ時 期 は統 一 し

ヒ方 力`いいと思う。

B3 M 5

沿は 長 し らつこうか栄 しか

ヒ。てんま船 はき
りヽった^

J 型` 船脚 の兄 計乞

収得 しようかと思つ
カッター はグツスか

ましかつた。
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B3 M 5

陰が思 い通 りに戴
) なヽいところが楽 し
) っヽた。カッター で
元がむ けて痛 かっ
ヒ。

蜜し 時 に な し

B3 M 5 4

医馬船は特にそう
じけど、実際乗っ
にことのない船 は
いりで、それぞれ
の特徴 がおもしろ
いった。

エンシンボー トとこ
ットが特 にスピー ト
惑があつておもし考
) っヽた。

た

が

´
´

れ
の
だ

触
る
義一̈一れ

B3 N 5

寿際 に 船 に 未 れ
ヒのでよかった。

穐 しか つ た 。イ エ ー

r !
下 当 に 栄 し か グフイア ーベル クか

自かったです。

B3 T 4 5

犯計 を取 付 しよう
し思 った。

エンシンのず はらし
さに感 動

Lで はできない貴
重な体験でした

B3 M 4

r r iヵ口冗 計 をとりに
′ヽと思 った。

いい や ろを使 つ
ヒことで力 学 を実
ました。

B3 M 4 4 5

晋段 にしないことカ
できてよかつた。 嚇犯疇

嚇
神

は

つた
。

ま
の
て
だ

ら
＾
【
　
つ
諄
隣

B3 N 5 5 5

フLで勉 強 す るより
ビんぜん

Yi n\ b tt T:-,; n\ )!"

B3 N 4 4 5 コ~ノ ツー ク 斤にな し

C l T 4 5

尺 家 に ど思 つ た 。 五んな体 験 ができ
ヒ。ヨットが予 想 以
上に傾 いて走 って
′ヽた。

ヨんな栓 駅 かでそ 母によつた。ローフ
アー クができるよう
こなってよかった。

C l M 5 5

乗々 な動 力 に=
tられてよかつた

C l M 5

沿酔いの恐 さを舞
9ました。

民
ぎ

つ

一
損

す

晋段できない体験
ができるのは良い
事だと思 う。金 曜
日だつたのでなお
良かつた。

C l M 4

給酔 いの1師
さを知

った。ハイテンショ
/で いると酔 わな
′ヽことがわかった。

」【もうやし刀` つた。
ヨットや 小 艇 で は風
ド気 持 ちよかった。

て

も

き

か
称
で一警一

巳
Ｌ
竜
Ｌ

時 に あ りませ ん 。

C l M 5

熙味はとても深 J
,ましたが、具 体
●なスピードや解
D進 む方向など日
記壁には理解でき
彙せんでした。

時に|より」こともな
いつたし、海の風は
しても気持ちよかっ
ヒです。

ηッター は つ 力` 沼
美した が 、そ れ 以
ネはどれも楽 しか
つたです。

C l N 4

く

て

い

べ

っ

べ

っ

閉

み

み

ろ

て

卜
」
ウ

ト
」

7フィナーベルクカ
艇しかった。きれ し

い海 でしたかった。

ヒリ″うス1‐ア勁ミし/ Jつ`
にです。クライナー

ベル クの車庫 内 は
暑かったです。



C l N 5 5

二んな貫亘な経験
|まなかなかできな
′`ので興 味 津 々
だったのですが、
さらに海 が好きに
なりました。

こん なに褥 の 上 を
進むことがおもし乙
レヽとは 思 わ なか `

た。

金曜 は体 力 的 にし
んどかったけど、次
ま土 曜 なのでおも
′ヽつきり楽 しめた。

剰畔
れ

の
の
実

糸
代
を一物‐ま、現ほました。

C l N 4 5

エンシンの刀 は頻
ハ。文 明 の発 達 。
熙は強 い。人 間 は
悩ミソは強 い。

，

一
い

つ

ヒ

ド

宋し刀`つ7こ。ハFFょ

りも身についてると
思つた。六 甲の授
業を減らして、こっ
ちを増 や してほし
レ`。

守間 か 短 い。楽 し
表せ てもらった。後
明もがんばる。

C l N 5 5

よつか乃C~ど堤3つて
レヽたけど、色 々忙
しかったり、気持 ち
よかったりして、よ
うヒマはありません
でした。

障のめル Kる 日ほ
師かったし、晴れの
日はとても気持ちよ
うヽったりして、本 当
に自然 に左右 され
るつつてカンジで、
友達 とのきず なも
深まつたと思 いま
す。

障対 、この字 岡∫に
′ヽない と体 験 でき
ないことだし、他 学
部の人 にうらやまし
がられた。

(ん まて ん か笙 然
動か せ な か った。
票流 してるだけで
1くわか らなか っ
ヒ。。

C l 5

ゆ

Ｆ

で

」

つた に体 験 で き
いことばかりなの

とても楽 しか つ

駅
を知鮪

だ

玉たヤリたいと思 し
｀

美した。

C l N 104 5

エンジンのつ いた
ypNと、人 力 と比 嚇
できてよかつた。

ヨットがおもしろい。
武上 に上 るのがよ
ビろいた。

E IIE 口 7こ`)7こ″
で、半分休 日感カ
らつた。

」くになし 1

C l M 5

エンシンかどれた
すすごいか、人 力
がどれだけ非力か
わかりました。でも
ヨットみ た い に人
間と風 の力 を使 っ

て進 む 楽 しさも学
ぶことが で きまし
た。

』蝉鰤〃けは
・卜‐まば

桑しみ なか ら胎 に
ついての知 識 を増
やせたのはとてもよ
) っヽたと思います。
しても貴 重 な体 験
いできたと思う。

Jた 1フυノ員兄P/1 lゞ]
bか り|こくいので実
力を見せ ながら説
月してください。

C l T 4 5

Ьうちよつとくわしく
やりたかつた。

F刀 な` か 7この しら いなどのあまりふだし

いいもの にふ れ て
かヽった。

5り少 しくわ しくヾ
ってほしかつた。

C l N 5

コー フ ソ~/ /を ′

ンチリ教 えてもらυ

主した。

′ヽろんな船 に来 れ
て楽しかったです。

沿に禾 るの に慎 4

主した。

C l M 3

ニンジンはす こカ
った。

ケッターかしんど刀

った。

民 刀 ス` 付 り よ 刀｀

ト

κ泳の後に船はキ
ソかった。

C l N 5 5

助力などについて
の理解 ができた。

′ヽろんな経験 かて

きて楽しかった。
晋段 出 来 ないこと
ができてよかつた。

5つと多 くの時 間
終りたかつた。2回
D授 業では少ない

気がした。

C l N 4 5

訂菫 な経 験 か で 運 にか つた ! !船 (こ

乗ったりしたのは初
うてだったのでよか
った。

し

′
´
↓タ

ー
あ
が

こういう場と芽ヨまいし

と思う。普段 やつて

6授 業 とは一 味 違
うので楽 しい。

C l N 5 3

ヨ率 の ノJほ つ こ
′ヽと思 つた。

よか な刀` ハ ~卜 7■つ

い̈ほ

休
ス
しド̈なマリン砕』

「
し

の
し

て
ほ

ほ
て

請
し印制

す。

尋
責

で
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C2 T 3 4

皇 聖ヽ じ ざ t よ 刀｀ 塁 曽= じ さ アこ″ り` 。 晋通 に体 験 でき有
′ヽことができてよカ
つた。

C2 T 4 4
- L n \ T f  l - A < V n

C2 T 114 4 4

C2 T 4 4

セ~グ ~不 ~卜 の運
転

晋通では絶 対 にて
きない経 験 がでさ
ヒから

C2 N 4 4

反の 流 れ で 船 の
佳向 が大 きくかわ
ったことで、海 のこ
りさを知った。

守まで経 験 したこと
いなかつたのばかり
じったので楽しかっ

れ
親

ほ

こ
に
て

C2 N 5

C2 M 3 9

母 は 厳 しレ` 。 υッタ
ー

は 厳 しか つ 不力 はついたかt
ンれない。

日差 しか きつ か つ
ト

C2 T 2 1 6

″ッグ
~ ぽ ス 牢十日 に した 万

0ミυヽいと思う。

C2 M 2 8

/フ ィア ~ヘ ノレク
が風 下 へ 進 め そ
理由がわかった

りこ九 70 N ~杏朱 し
, つヽた

ふだんできない経
験はできた

C2 M 5 5

↑まで'K つ́7こ力い刀`
フェリーや観 光船
ビけだったのでそ
れではわからない
毎や船のことがわ
うヽった。

たし
た

´
」

つ

を

か

船

し
で
藻

ｕ
カ

獣段 、桂 荻 す るこ

ヒが難 しいことが 出
来てよかつた。

C2 M 122 3 9

けの知敵 を色 々と
輌ることができた

邑

Ｌ
コ
ヒ

々な船 に未 れ て
々な体 験 ができ

沿酔 い が恐 い で す

C2 N 5 5

民の 脅 願 いか よか つたです 刀めての体 験 がで
また

グライナーベルクは
スの影響がはげし
′ヽのでグループに
1って差があつた

C2 N 5 5

見ているだけでは
bか らない ことが

分かつた。

巴々な種 類 の船 に

乗れてよかつた。

訴しい 体 験 がで き 5 つ と崎 同 叡 ぞ 媚

やしてもらいたい。

C2 T 125 5

C2 N 4 5

熟と9+路 モー ター 船 の 楽 し
ヽ

ヨんな船 に来 る
ヒができた

昔い 日は カ ッター

D底 をぬらしといて
ましい・…

C2 T 4 5

母の 恐 ろしさを箕
った。

ヽ剤 υノ枠 釈 じ肩 器‖

ビったが酔った。
ヒても疲れた

C2 M 4
栄 泄 ほ た の し 刀｀ ″ッグー ほ 坂 ル ま し

C2 M 5 5
? :

C2 130 5 14

C2 T 1 l 1 立きそう 立きそう 工さて つ Ьうやめて

C2 N 4 5

σッグ~の しん どこ ヨットか気 狩 らよカ
つた

ヲLの授 栗 よりはよ
いつた

C3 N 4 3 1 1

ユープワークが,U
(なつた

7 J y / - t f , V t u C n
)f.

ドの 上 は
'隊

適 に
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C 3 N 4 5 毎が好 き 私灯 りよ刀` つ に コ~フ ソ~タ

C3 N 5 5

際 船 、最 l F J : 夫際 に操 船 できて
よかった。

沿の動きは、思つ
ていたのとちがった
ので理解 、関心が
姜すます深まった。
Ьつとエンジンボー

をヽ操 船 したかっ
ヒ。

C3 N 3 4

bともと泄 ほ好 きた
つた

7 J y 7 * n \ V t u t n :
)rc

獣通 の受 栗 (ドイン
吾)より100倍 よか
つた

美が船 に酔 わなり
ヽば…

C3 N 5

て

＾

か

か

Hl日 か つ た 。

C3 M 4 4

/フ 4ア ~ ~ヘ ノレク
では風 だ けでスヒ
ードをけっこうだせ
6ことに驚 きまし
ヒ。

寿際 に 目分で運 私
ンてみたりできたの
がよかつた。

Lに 船 に禾 るた |ワ
でなく自分 達 の力
で動 かそうとしたこ
ヒがよかった。

C3 N 5

雌
°
船 晟 尚 : 撃口天百 刀`めつK

Ьいい位楽しかった
です。

船
験
な

を同

ｏヽ

町
い

百
ほ

一
』

C3 M 4 4

]鴫刀 り`め る準己,更に

熙味 はありました
′`ろいろな種 類 の
いに乗れてよかつ
ヒです。

旨 段 で き な レ` こ と

いできてよかった。
bつとエンシンホ
のヽ操船 がしたか
ヒです。

C3 M 4
果るの は難 しい 日 外 と畔 わ な か つ マ な 時 間 か め 又句 な し

C3 M 4

塁鴨 刀¥や し刀` つた 司 上 ヤ身 がつまつてυ
ました (て苦しかつたけれ

ビ、連 帯 感 が深 ま
ったのでよかつた。

C3 N 143 5

ゴの 船 もとてもた
0しかったです。

′`ろいろな船 を動
いして、それぞれ違
)楽 しさがありまし
ヒ。

事
で
話
多

で

C3 N 4

沿酔 い か きつ か r J y T * n \ v t u ( . 7 J
:lc-Cf

コー フ ワ ー ク か た

うになりました

C3 T 145 4 4

ワツグ~ほ しん ど 刀

つたです。

C3 M 4 5

石
遅

印

解

事

ｃ
追

ね

7フイアーベルクで
のセーリングが、風
Ь心地 よく、面 白か
つた。

０

つ
の
の

つ

C3 N 4

沿のことを初 めて
輌りました。

〃ッター かつ らカ
「..

機しかつたです。
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D l M 4 4

の
が
乗

´́

〔彙
。また酬

稼
れ
た
た

も
る

っ
み

に賜
か
ズ
」

昨レ`カヨ双しかつたヽ
つもあつたが、操 縦

するのが楽 しかっ
ヒ。

貴重 な体 験 がで
てよかった。

母に出 るのが楽 し
夕になってきた。

D l
Ｔ
，
Ｍ

2

女だ理 解 できてし

よい。
衆 し さ と し ん と さ 刀｀

らった。
イイ全日興刀`

~じ
ざた 。 じイしb例 枠 駅 に イ

ヒので、良かつた。

D l N 4 5

コ′ッ7∫↑里,貝υノ月6刀

らるのかわかつた
ピーリンクヤクルー

ダーなど普 段 経 験
できないことができ
ヒのでよかつた

人 気 か 恐 力 つ` た bつと日程をふやし
てもいいとおもう

D l N 5 5

いか好 きになりま
ノた。

雲た来 りたいで す 。 つつらや栄 しか
にです。

母 争 に 入 つ て 艮 カ

つたです。

D l M 4

寿際 に船 にふれら
れてよかつた。

ろ`ん な栓 駅 か K

:た。

ヨットσ'栃ミJ星か て′し

うか った。

D l T 5 5

た

つ魏蹴
こ

き
剖
好期毬

俗

（
み

椰

´́

い
か

な
ょ

き
て

で
き

で
で

ま
が

（「
蔭
ス
ト

楽しかつたです。 曝 午 つ つ け 【 卜む

Dl T 5

D l T 4 4

憎か進 む 万 ほ と
い、どのように速く
進むのか。

ヨ分 スざ■0を 目刀か し
ヒこと。

防しいことを知 れた
ので。

D l T 4

沿の楽 しさがわカ
った。

フライナーベルクカ
楽しかった。

D l T 4 3

、
て

き

一
ど
ヽ

普段
一

泄
な
い

『晦覇一」

色々 勉 強 で きた。 =Jミ 多 刀‖翌 lこし (

ましい。

D l M 5

首週 の研 へ何 イ
ヒら経験できなし
1とができたので。

Rし 刀` つス1じ ワ 。 果 甲 し t じ ざ 7 こ。

Dl N 5

7 ル ー サ
ー の 礫 雌

ド楽しかった。
ηッター はこぐたり
じゃなくてセー リン
グもしたかつた。

ノール の後 の力)
ターは苦しい

D l N 4

D l M 3

実際 に船 に来 るこ

ヒによつて 、実 感
が沸いた。

カッターはきつかつ

ヒが 、自鴎 は 楽 し
りヽった^

D l M 5 5

′`ろいろな船 を俸
険 で き て よか っ

ヨットが特 に栄 しカ
った。

沿のしくみなどを少
ン理解できた。

D l T 3 4

た
足

で
ば

。

天

下

の

し

′、

?か なか ヾ うな。 沿酔 いの経験 は石
款義だつた。

りK!

Dl N 164 5 5

D2 M 5 5

際
み
み
味

驀

Ｃ
且
熙

rriの裸 縦もできた
し、カッターをして
チームワークも高J
った。

瀬鰍

つた
。

船
か

し
たり椰

Ｄ

レ
イ
一

D2 N 4 4 4

クヽ″ノr r i  a r  F ヽ1沢 t

ぎてよかつた。
/e ry  Happy /ery  in te res t ing , , lo  sea, N 0
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D2 M 4 5 5

猫遊ひで、興味は
当たが、理解が深
まる場面がない気
がする。

週末 に遊 んで帰ね
6のはよかった。

日`イ
~じ

角F2r37J刀`し
てい るの が よか っ

昔い。

D2 N 5 5

寿際にこれほど綱
こ親 しむことはな
いったので、とても
有意義だつた。

夕 ん な と押 民 くな パ

に。
サ Aノ7∫ど1甲 ぉヒヽな

れた。

D2 N 5

夫際 に海 に出るこ
とによつて海 。船ヘ

Э興 味 が 深 まっ
ヒ。

時にカッター 時にカッター コープワークが 1
ンかなかつた。

L

D2 N 5 5 5

反の動 きをお しえ
てもらった

夕ん な で た の しに
ヒから

降 わ つ た と き 運 豚

感があった

D2 M 4 4 5

彗段 栞 る磯 貧 の

いい船 を動 か す こ

=ができて、その
縫しさや 、動かす
1との大変さがよく
うかった。

Lに 1司じ 沿の名称 とかはあ
姜りおぼえられなか
つたけど、いい経
験になつたと思う。

D2 M 4

ヨットの進 む しくみ
b わ`かり、なるほど
ヒ思 った。(それま
では 風 上 に進 む
理由が分からなか
ったので。)

ηツグ~ ~じ、調 す か

じんだん上 がって、
呼吸 が合 つていく
のがうれしかつた。

色の天子 じほ栓駅
できなか つた授 業
ビったと思う。

斤 に な し。

D2 T 9

守 問 か グ な つ` つた 陰を実 際 に保 紐 て

またのがよかった
目 `思義 スこつ 7こ

D2 M 5

一
般 の受 栗 より栄

しυヽ
不を使 つの で 気 殉
らいい

也の大 字 ではでき
いいことなのでとて
Ьよかつた。

まし

D2 N 175 5

み
工

す

し

寿

て
た

ハ
ヒ

ケんな じノJを tr石
きたこと、強い達成
惑を感 じたことがよ
りヽつた。

熙味のあることだつ

ヒので、とても充実
ンた時 間 を過 ごす
1とができた。

や し刀` つ た じつ 。

D2 M 5 5

曳か7懲 林 上 に
,ず かしいものだ
二思った。

力を合 わせることか

できた。

李 を よ ヽフこ 刀 て` 5つと破 業 をふヾ し

てほしい。

D2 M 3 4

な
味К

銀
］
油

た
。

に
が
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2-2 海 への誘い

(1)概 要

「海への誘い」は、平成 15年 10月 に神戸大学 と神戸商船大学が統合 され、神戸商

船大学が新たに 「神戸大学 海 事科学部」 となったことより、神戸大学の全学生を対象

に開講 され る科 日である。世界屈指の貿易港都 にある神戸大学の学生 として、海 を知 る

ことは不可欠な素養 と言える。本科 目は、海上において種々の船 を動かす実習等を通 じ

て、海 ・船を体感 しかつ 自然に触れ ることにより、知的探求心や協調性 を育み、共に活

動することよ り自然 ・海 ・船 と人間 との関係 を知る基礎 を育むものである。

(2) 実 施要領と内容

「海への誘い」は集中講義である。最初に、平成 18年 7月 20日 (木)の 17:00

に鶴甲第 1キ ャンパスの教室にてガイダンスを行った。授業の概要を説明後、履修定員 1

00名 に限定 し、履修希望学生が多かったので、抽選を行い、受講生を決定 した。

実施期間は夏期休暇の終盤の平成 18年 9月 25日 (月)～ 28日 (本)の 4日 間であ

る。

当日の参加者は 77名 と当初の受講生数 より減少 したので、急速班編成を変更 し、4班

に分けた。表 1は 実施予定表である。表中の各実施項 目の内容は以下の通 りである。

1)深 江丸 :深江丸の運転を経験 し、大阪湾を巡航することにより環境 。運航業務を実

見する。

2)講 義A:海 事科学の教養 として、船 と貨物について言及する。

3)講 義 B:海 事科学の教養 として、船の歴史をたどり最新の船舶に言及する。

4)講 義 C:海 事科学の教養 として、船舶 と環境のつなが りについて言及す る。

5)講 義 D:海 事科学の教養 として、海上交通における瀬戸内海の役割を説明 し将来的

な瀬戸内海航路に言及する。

6)操 船シミュレータ :操船シ ミュレータの利用 目的 と装置の概要、大型船による操船

を体験する。

7)結 索 :船舶運用に不可欠な結索法約 8種 類を実技 として行い、その役割を説明する。

8)ク ライナーベルク :大型 ヨッ トに乗船 しその基本操作 と操船を体験する。

9)小 型艇 「白鴎」の操縦を経験 し、神戸港を海から見学す る。

10)カ ッター :9mカ ッターを用いて、 とう漕を行い、人力推進 としてのオールの使

い方を体験する。

本講義は、実施内容から実習に重点を置いた体験型講義である。少人数の班編成での実

施内容のため、受講生の安全性確保から担当教員は 17名 と多 く、さらに 10名の TAを 加

え、総数 27名 で実施す る。

受講生にとつて、各実施項 目は初体験であることが多いため、事前の予習、さらに事後

の復習により、実施内容の理解度を深めるため、主に各項 目の内容を解説 した 91頁 にも

及ぶテキス トを作成 し、初 日の開講式で配布 した。
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表 1 実 施予定表

1班 2班 3班 4班

1日 目

9月 25

日(月)

1限 目 講義 A

2限 目 講義 B

3限 目
カッター

シミュレー

タ、

結索

クライナーベ

ルク
白鴎

4限 目

2日 目

9月 26

日(火)

1限 目
白鴎

クライナーベ

ルク

シミュレー

タ、

結索

カッター

2限 目

3限 目 講義 C

4限 目 講義 D

3日 目

9月 27

日(水)

1限 目

深江丸

白鴎

シミュレー

タ、

結索2限 目

3限 目
カッター クライナーベ

ルク4限 目

4日 目

9月 28

日(木)

1限 目
シミュレー

タ、

結索

白鴎

深江丸2限 目

3限 目 クライナーベ

ルク
カッター

4限 目

成績評価は

1.全 出席であること

2.各 テーマで不可 (D評 価)が ないこと

3.指 定期 日までにレポー トが提出されていること

とし、実習後の レポー トも課 した。

レポー トの内容を以下に示す。

次の二群 より、それぞれ 1テ ーマを選び、記述せよ。

第一群  (講 義より)

1。 日本の海上輸送において瀬戸内海の果たす役割について論述せ よ。

2.未 来型船舶 「ヤマ ト1」 について、論述せ よ。

3.日 本船舶が果た してきた経済的役割について論述せよ。

4。 人類が果た してきた科学の発展による船舶の進展について歴史的に論述せ よ。

5。 我が国の C02削 減計画に船の果たす役割を政策面より論述せよ。

6。 現在、我が国に就航 しているVLCCと 呼ばれる船舶の一種を例 として、その要 目を
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述べよ。 (要目とは、船名、船種、船型、航行区域、船質、全長、幅、高 さ、深 さ、

喫水、総 トン数又は載貨重量 トン、航海速力、航続距離、機関の種類、機関の出力、

最大搭載人員等々をい う。)

7.環 境に優 しい船舶の取 り組みについて論述せ よ。

第二群  (体 験型授業より)

1.体 験型授業を振 り返 り、技術 と科学 との関連について所感を述べよ。

2.体 験型授業を振 り返つて、経験 したプログラムの中で一テーマを選び、所感を述べよ。

3.体 験型授業を振 り返つて、経験 した海の環境 (風 ・潮 ・波 ・岸壁 ・橋脚等々)に つい

て、所感を述べよ。

(3)実 施状況

昨年 (平成 17年 )度 は大型台風が接近のため、当初予定のスケジュール通 り実施でき

なかつた。特に、深江丸の出航を見合わせたのは受講生にとつて、残念であつたと思われ

る。今年度は 4日 間の講義中、台風接近もなく、好天に恵まれ、全てのスケジュールを消

化することができ、充実 した講義 となった。

この体験型実習は準備体操から始まる。以下に各実習項 目の風景写真を示す。

ッター
全員で準備体操

深江丸体験航海 小型艇 「白鴎」に乗船
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「クライナーベルク」でセー リング

(4)授 業アンケー ト

最終 日の閉校式時に、 「海への誘い」の授業について、感 じたことや思ったことなど、

率直な意見を聞き、授業の改善に役立てる目的でアンケー トを実施 した。

全般的に、当初は慣れない実習のため、また長期間の夏休み終盤の時期でもあ り、動作

が緩慢であ り、多少退屈そ うであつたが、講義が進行するに従い、元気にな り、結構楽 し

んでいる様子であつた。以下に授業アンケー トの抜粋を示す。

I.海 や船への理解や興味は深ま りま したか ?

1)実 際に海に出て操縦 した りと授業以外ではでき

ま した。また、先生方や TAの 方がいろいろ詳 しく

思 うし、面白かったです。 (発達科学部 :女子)

2)瀬 戸内海の明石大橋を通つて、船の交通量の多

強になった。 (法学部 :男子)

ない経験ができたので、興味は深ま り

教えて下 さつたので理解 も深まったと

さに驚いた し、海運業の重要 さなど勉

3)風 の力だけで動 くヨッ トに興味を持った。まだいまいち動 く仕組みを理解できていな

いので、本やインターネ ッ トを利用 して調べてみようと思います。 (文学部:男子)

4)深 江丸で行つた広い海が気持ち良かった。機会があれば次は海に潜つてみたい。何か

マ リンスポーツを したくなった。 (工学部 :女子)

5)教 官、サポー トの学生の方々の船に関する説明は非常に分か り易 く、また興味をそそ

られるもので した。ただ、私は物理が不得手なので、エンジンを含め動力機関の説明を理

解するのが少々困難で した。 (法学部 :男子)

Ⅱ.楽 しかったですか ?

1)海 を近 くで感 じて、自分が今船を本当に動か しているとい うのが、とても楽 しかった

です。友達 と離れて全 く知 らない人ばか りと同 じ班になったけど、仲良く話ができたこと

もよかつたです。 (発達科学部 :女子)

2)何 よリヨッ トが楽 しかった。 「ヨッ トヘの誘い」 とい う別の集中講義を設けて、4日

間ヨッ トに乗 り続ける授業があってもいいと本当に思つた。ヨットは教材に最適だと思 う。

(経済学部 :男子)
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3)他 学部の人 との交流を持てたこと。授業 とは違つて楽 しくできたこと。 (海事科学部

:男子)

4)カ ッターはオールがとても重 く辛かった。 ヨッ トや深江丸は風が とても気持ち良かつ

た し、普段見ることのない景色を見ることが出来、とても楽 しかったです。また船に乗 り

たいと思いました。 (医学部 :女子)

5)普 段乗れない ヨットは特に楽 しかったです。でもカ ッターは疲れすぎま した。深江丸

や自鴎の舵を取つたのもいい経験にな りま した。 (医学部 :女子)

Ⅲ。有意義で したか ?

1)初 めは 4日 間、集中的にあつて大変だろ うなと思つていま したが、あつとい う間で し

た。体験活動が多く、どれも中身の濃いものだつたと思いました。 (文学部 :女子)

2)単 位 を取るだけの 目的が、いつ しか楽 しさに変わつていて、楽 しく単位が取れて、一

石二鳥位の良さだつた。 (経営学部 :男子)

3)船 舶 。海運業界の経済的な話などが興味深かった。 コンビナー トを海から見て、 日本

を支えている海運業の存材を実感 した。 (経済学部 :男子)

4)日 頃暮 らしているオカを海か らの視点で眺め、視野が広がった と思い。海のそばで働

いている船 。人について勉強 した り、実際に見て、いつも見た り使つた りした物がこうし

て運ばれ流通 して自分のところまで届 くんだ と実感できた。 (医学部:女子)

5)深 江丸のエンジンルームを見れたのは良かつた。 (工学部 :男子)

Ⅳ。各種 目やその他の感想や要望、改善点などを自由に記述 して下さい。

1)船 を動かす、この 1つ のことが政治にも工学にもリーダーシップ論にも法学にも関わ

ってくる楽 しさがあ りま した。机上のみならず、実際に動か してみる、海を見る時間があ

つたことは、この講義の一番のポイン トで した。先生方、TAの 方々、学生で説明や出航、

就航の際作業いただいた方々、あ りがとうございま した。(国際文化学部 :女子)

2)も う少 し長 くてもよい と思います。 (四日では短い)ま た、学科に動力系のもの (エ

ンジン)を 加 えてほしいと思います。加えて、 「海への誘い」以外にも海事科学部の講義

を受講できるようにしていただきたいです。是非お願い します。四 日間 どうもあ りがとう

ございま した。 (法学部 :男 子)

3)カ ッターがす ごくす ごく辛かつたけれ ど、他の船が どれほど優れているか、人力より

もエンジンがどれほど高性能であるかを身をもつて分かつてよかつた と思います。でもも

う2度 日は遠慮 します。 (笑)(経 済学部 :女子)

4)講 義を深江丸の中で洋上講義にする。船内宿泊の 日を造つて、もつと遠 くまで行 く。

(経済学部 :男子)

5)開 始前に各班内の顔合わせ会みたいな時間が少 しあつてもいいのかもしれない。 (海

事科学部:男子)

6)プ ログラム的にはこのままでいい と思 う。教官や TAの 方たちがみんな親切なのは良

かった。講義で、 日本経済への船の大きな役割 も勉強できて知識 も増えた し、乗船の体験

はどれも楽 しかつた。特にヨットが好きだつた。 (国際文化部 :女子)
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2-3 水 泳講習会

平成 17年 8月 1日 -3日 の 日程で水泳講習会が淡路島海洋実習施設で行われた。 こ

の講習会は、海での水泳技術の向上、慣海性の習得、集団生活の体験など、従来行わ

れていた海洋水泳実習 とほぼ同様の事を目的 とした (海洋水泳実習は神戸大学 と統合

後,行 われていなかった)。 海事科学部 1年 生の希望者を対象 として開催 され、71名

(男子 62名 ,女 子 9名 )の 参加があ り、本学部所属の教員 6名 、学務課職員 2名 、外

部講師 2名 、学生補助員 8名 の指導スタッフで行われた。実習 日程は表に示す通 りで

あつた。本講習会の最大の 目標は 2時 間の遠泳を完泳す ることであったが、怪我によ

り遠泳に参加できなかった学生 1名 を除き、ほぼ全員が 2時 間泳ぎ続ける事ができた。
アンケー ト結果を見ると、講習会についてはおおむね好評であると考えられ、特色あ

る教育内容であることからも、将来授業 として開講 されることが望まれる。
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毎での隊列泳は大変だ

つた

5

葛

だ

Ｌ

校とはちがって自由

つたので楽 しくでき

bか わり自由はすばら
′ い

遠泳 をしてよかつた。

自然とチームワークを

感じることができた。ま

たやりたいと思う

6 5

コンビニが少し遠いの

もまた楽しい状況を■

くれた

できれ ばもつと肉が食
べたかった

受講 してよかったと思

えたことがなによりだと

思います

団体 での行動 という意

味ではよくわ か らない

が、自分 自身の努 力と

いうものを感じれたこと

はよかつた

遊びの面で大学で初

めて団体 の遊 びをし

た。しんどかつたけと

充実していてよかつた

と思う

歌を言えばもつといいも

つが食べたい (笑

是非続けてほしい

隊列を組むことによつて

全員が安全ではやく泳

げるということがわかつ

た。また、前列の少しの

ずれが後列には大きな

ずれになるということも

わかった

部屋 に風が入つて来

で涼しいし、蚊もいな

, のヽで、ここは実習場

ヒして最適だと思う

おかわりができてよかつ

L。栄養バラスもよかつ

L。しかもおいしかつた

糞わりの人たちとあわせ

るのがむずかしかつた

晨後の夜 にやつた花

火が楽しかつた

最高 !:

1 1

ら死になつて泳いだ分

にけ記憶に残つていな

′`

休憩 時 間のとても平

和なひとときが自分に

は好きでした。今後こ

んな気分が味わえる

日がくるのはいつにな

るか…。 5

S、だん寮生活をしてい

るのでとても健 康 的な

食事だつたと思う

面 白 苦 けつこうおいしかつた 来年は全員強制!!

クーラーもほしい ! !

1

つらかつたがなんとかこ

なせる距離だったと思う
4

時間の制限が厳しか

ったけど良かったと思

う

Elも質も良かつた

1 5

人間追いつめられたら

何とかなると思った

たまにはこんな集団生

活もいいかなと思った

ないしかつた
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1

つかれた 〕はんきを置いて。 おいしかつたです 3はんきかれいぞうこ

拘な物を置いてくださ
●`

1

列で泳ぐ難しさを知った 場が熱い。シャワーが

少ない
4

量が少ないときがあつ

た。でもうまい

やる意味はあると思う

1 1

生き時間が暇すぎる

1 1

司りにあわせるのは難

か́つたけどみんながい

ヒから妥協しないで泳ぎ

きれた

自 由時 間 が短 すぎて

長くね むれ なかった。

シャワーが少ない

3

最後の食事でアイスが

でると思つていたがヨー

グルトだつた。残念だつ

た

自転車が欲しかった。

同 りの 店 は遠 すぎる

(シーパとか)

1 2

多少の共調性を身につ

けた

有意義だった

5

1 3 4

1

思つたよりも無理がなか

つたのは良かつたと思い

ます

程々に休み時間があ

って良かったです

おいしかつたです。点呼

で毎回冷めたのが残念

でした

来年 受 ける人 はがん

まってほしいです

もともと泳げなかつたの

で苦しかつたのですが、

ていねいに指導 してい

ただいて、良い経験にな

ったと思います

トイレが少なかつたの

が少し不便だった

量も味もちょうどよか

た

マネジメント課程 の必

修であることをもっと事

前にアナウンスしてほ

しかった

今まで水泳というのはプ
ールでしか経験 がなか

った。しかし、この講 習

会で海での水泳を体験

することができたことを

光栄に思います 5

大阪 とは一味 違った

気候がよかつた。特に

不 自由な面もありませ

んでした

栄養 面も考 えてメニュ
ーを作つてくれていたな

ら幸 いです。ただ初 日

は量が少なかつたです

良い経験になりました

1 5

毎をあまくみていた

5

集団生活をあまくみて

いた

食事の量をなめていた 遠泳中のあめがあそこ

までおいしいとは思わ

なかつた

2 5

あまり経験できないこと

なので、いい経験になり

ました。泳ぎ終わつた時

がとても気持ちよかった

です

エアコンがなかつたけ

ど、十分にすずしかつ

た。むしろ寒かった

ヒてもおいしかつたが、

量が少なかつた

できたら来年も参加し

Lいです

2 4

隊列を組んで泳ぐのは

思 ったより難 しかつた

が、一人で泳ぐよりはよ

かった

1

個人で泳 ぐときとは違

い、集 団で泳ぐ方が心

強く、長い距離を泳ぐこ

とができると思った

憲外とキレイで印象よ

りも快適だった

いつも生協で食べてい

る味だったので少し飽

きがきた。量としては十

分だったと思う

1

最初一人で泳いだ方が

自分のペースをたもてる

のでラクだと思つていた

が、皆で泳ぐにつれそれ

がかわって来た
4

自分はノドがすぐにか

わくので、自由に外に

出れないのがつらかっ

た。実 習場 に自動販

売機 があれば良かっ

たと思う

今、自分は一人暮らし

をしていて栄養バランス

はあまり考えていない

のですが、それを考え

て作つてくれているよう

だつたので最高だった

エアコンがほしかつた
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1

達成感がとても大きかっ

た。隊を組むことで集団

で行動する難しさを学ん

だ

大勢の人と生活する
ことはそれなりにストレ

スを感じるが、それ以
上に得るものがあった

時に、最後のコーンポタ
ージュは最高だった

とても有意義だった

1 5

はじめて泳いだときはパ

ラバラだつたが、練習を

重ねるたび、隊列となつ

て泳ぐことができてうれ

しく思う 5

みんなと仲良くなれた 朝ご飯がとてもおいしか

つた

これから毎年行うべき

だ

感外 ときつくなかつた 瞥い うまかった

楽しかった すこし暑かった

」

コーンスープが美 味 し

かった

風呂のお湯が熱すぎる

1 3

しんどかつたけれど、そ

れなりにがんばれた

3

時間にはよゆうがあっ

てよかった

3

量はよかった ′んどかったが、なかな

いよかつた。

1

つかれたけど良い経験

ができた

それなりに楽しかった

と思う

敗妙 贄重な体験であったこ

は間違いないと思っ

1

みんなについていけな k

つた

楽しめた おいしかった

1

度れたけどちゃんと泳い

で話のネタがら、えてよか

つた

ぶつちゃけ「3」くらいで

した

1

ヒてもおいしかったです 商船 大 引きずるより神

大の 名 でおしてった方

が人集まると思います

1

最初海水をガブ飲みし

て苦しかったですが、飲

む量が減るにつれて楽

しくなりました

何度もひろわれて船 に

のせられてマグロの気

持ちがわかった。隊列に

ついていけなかったのが

残念なので「4」にすべ

きかもしれないが、良い

経験だったから「5」

風呂場の混雑 (しかた

ないけれど…)。もっと

早く寝たかった。それ

以外は問題なし

肉類等たんぱく質を含

むメニューが欲しかつた

(すき焼きとか…)

4( 2 4

41 1

皆よくがんばったと思う

3

あまつたごはんを見ると

悲しくなる

行って良かつた

1

足をけがしたので十分

泳ぐことができなかつた

自分なりに頑張つて有

意義に過ごせたと思う

4

全ての食事をありがた

く、おいしく、マナーを守

つて味わうことができた

と思う

足をけがしてご迷惑を

おかけしてすみません

でした

43 1

ピんどかつたけれど、海

で泳ぐのは楽しかつた

3

就 寝 時 間 が 早 過 ぎ

る。たたみなどの間に

ほころがたまり過ぎや

った。昼 の入 浴 時 間

はもう少し長い方がい

いと思った。久しぶり

の集 団生活だったの

で、楽しかった 1

あまりにも量が少ない。

おかずも御かわりでき

る方が良い。

実習中の休憩時に、お

茶を飲めるようにして

ほしかつた
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44 1

プールでは隊列泳はで

きないでしょう?だからと

ても楽 しく新 鮮 だつた

(すこし大変だったけど)

実習を食事の間の時

間が少し短くせわしな

もヽつた(特に昼)

おいしかつた

45 1 2

泳ぎきつた後、確かに達

成感や得る物はあった

と思う。もう今年の夏は

うきわなしでは泳げませ

ん。

下宿しているので、人

といっしょに生活する

のが久しぶりだつた。

話し相手がいたのでよ

0 つヽたです

夜ご飯より昼ご飯のが

ポリュームがありました

5分 の延長 はほしくな

っかたです

4〔

司室の1人 が 口笛を

ずつとふいていてうる

さかつた。同じ曲ばか

りであきた。ら、ろの赤

ボタンは危険だった、

いるく火傷を負った

栄養バランスを久しぶり

にしっかりとれた

4つ

テレビとクーラーが欲

しいです。口笛がうる

さかった。フロの赤い

ボタンが熱すぎる

朝はパンがいいかも 25000円 はちょつと高

ハんちゃうかな?

4

友達と話せておもしろ

かったけど、部屋の一

人の男の子が、3曲 を

ずっと口笛をふいてい

た。ずっとおなじ曲だ

つたのでうるさかつた。

テレビとクーラーがほ

しい

49

普段 出来ないことなの

でよかつた

同室 の 1人 が 口笛を

ふいていて気 になつ

た。湯があつかつた !

友達がふえる

しんどいけど、とても楽

しい

1

なかなかうまく列をつく

れなかつた。ペース配分

とかがむずかしかつた

しヽい仲 とともにすごせ

てよかった。集 団生活

が楽 しかつた

ベランスがとれてよかつ

ト

今 度 は船 の講 習会 も

やつてほしいです

自分の進みたい方向に

進むのは難しいことだと

思った

時に問題もなく、ゆつく

り体めてよかった

廉いなきゅうりがでるこ

ともなく、おいしくT頁けた

水泳でなく船舶の実習

がしたい。船ならもつと

厳 しくてもいいと思 つ

f‐̂

1

リズ ム が 良 い 生 活 を

行えました

おいしかつたです。も一

らょいあたたかくてもい

ハです

シャワーの数を増 やし

てください

:

1

2

アメカくもつとほしかつた。

2班でよかつた

時間的に難しいスタ

ジュールがあつた

栄養をとれたと思う 2日目の3点 セットの遊

びが楽しかつた
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1

毎で並んで泳ぐことは難

′かつた。でもみんなで
占を掛け合いながら楽

′く泳げてよかった

規則 正 しい生 活だっ

たので健康になった気

がするネ体力的にね

5

健康 的なメニューでよ

かった

また来たい。淡路島サ

イコー ! !

4

最初は自分のペースて

泳げねいのでしんどいと

思ったが慣れてくるとそ

うでもなかった。みんな

で泳ぐというのがいいと

思った

自販機がほしかった。

寝る時間がたくさんと

れて良かった

量が多かったが、′ヽラ
ンスよく食事ができたと

思う。とてもおいしかっ

た

みんなが頑張れるのが

よかった

夜が寒くて調節しづら

かった

多すぎでした もう少し日数がながくて

もよかつたです

1 4

人に合わせるのがきつ

かつたが、これも実習の

うちかと思うと納得でき
た 5

自由もあつて楽しか

た

Eは 問題ないが、味に

問題があった

楽しいところは楽しむ、

厳 しいところは厳 しく

‐
エンヤーコーラ」という

いけ声はいらなかつた

ハままで話さない人と

反達になつた

朝に納豆 が欲 しかった 25000Rは 高 い

一日目はすごい嫌で早

く終わつてほしかったけ

ど、2日 日、3日 目となる

ごとにだんだん慣 れて

来た

けつこ―よゆうがあっ

てよかった。おふろは

シャワーが1つで大変

だつた。さわやかな朝

がむかえられてよかっ

た。虫多すぎ

おいしかつた r●・歌の講義は…よか電

ヒと思う。。。

5

遅れて列を乱してしまっ

たのですが、自分の精
一杯の力は出せたと思

います

最初クーラーがなくて

驚きましたがクーラー

がなくても涼しくて、睡

眠もしっかりとれまし

た 5

野菜 もたくさん食 べれ

て、バランスが良い食

事だったと思います

遠泳は楽しかったので

すが、浮き方のこつがつ

かめなくてしんどかった

5

友達と花火などをして

いい思い出ができた

ヘルシーでおいしかつた この講 習会 は海 事 全

員が 来 ている訳 でな

く、お金と時間をつくつ

てきている子 ばかりな

ので、そのような子たち

と交流が深まつたこと

は、とてもいい機会だっ

た

4

列がつまつたりして上手

に隊列を作 ることは出

来なかつたけど、前の友

達やボディの友達を見

失わないように久しぶり

に必死になれた

5

ロビーに行くと友達が

いてとても和めたし心

強かった。いつもお母

さんにしてもらってい

たので、自分でする事

により、母の偉 大さを

感じることができた 4

ヒうふが食べれません

でした。たまご焼き最

高 !

夕ごく成長できた気が

′ます。もつと続けたか

ったです。2時 間泳げ

L自分に感動です。

5
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4

みんなで泳いだからとて

も充実 した時間を過 ご

せたと思います。完泳で

来たときは嬉しかったで

す 5

とても楽しかつたです

4

おいしかつたですが、量

が少 し多かつたように

思います

ヒても楽しかったです。

資輩の人にも参加して

ましい

1

最初 はしんどかつた隊

列泳も、最後は2時 間も

泳いだ。海で泳ぎ続けら

れる自信がついた 4

3階 の大部屋で人数

が多かつたが、それが

逆に良かつた。

4

苗足しました 日焼けしたのが嫌だっ

たけど、有意義あった

と思います

4 4

1

平 均 42 41



第 3節  舟 艇

海技実習センターでは、実習船以外に授業、実習、実験および課外活動に用いる舟艇を

管理 している。繋船池 (ポン ド)に 配備 されている各舟艇を使用実績 と共に以下に示す。

3-1 カ ッター

FRP製 9mヵ ッターが lo隻有 り、授業に応 じて必要隻数を海上実習等に使用 している。

カ ッターは、最新の技術を駆使 した艇では無 く時代遅れ と思われることが多いが、それゆ

え自然に大きく影響を受けるためにその運航は非常に難 しく、その事は慣海性や海に関わ

る者の資質の涵養は当然の事、 リーダーシップおよびフォロヮーシップを実践を通 して体

得できるものである。

端艇部は通常クラブで保有する艇を用いて活動 しているが、巡航には帆走を要する事か

ら海技実習センターで管理 している艇を用いている。各年度の使用実績は次のとお りであ

る。

《平成 17年度 》

目的 対 象 回 数

授業 「海 ・船に親 じむ」 全 1年 生 12回

授業 「海への誘い」 全学部全学年 4回

課外活動 端艇部 4回

開学際 一
般 2回

神戸港カ ッター レース 一
般 2回 (練習を含む)

≪平成 18年 度 ≫

目的 対象 回 数

授業 「海 0船 に親 しむ」 全 1年 生 12回

授業 「海への誘い」 全学部全学年 4回

課外活動 端艇部 3回

開学際 一
般 2回

神戸港カ ッター レース 一
般 2回 (練習を含む)

国際交流事業支援 教員 。学生 1回

3-2 青 雲丸

青雲丸は、海上での授業、授業の支援、教員の研究、課外活動の支援ならびに社会貢献

のために活用 されている。青雲丸の推進方式はアウ トドライブと呼ばれる方式であ り、操

船性能が非常に優れてお り、力を必要とする作業には無 くてはならない舟艇である。また、

艇庫クレーンで上下架することが可能であるので、船底整備にコス トがかからない。頻繁

に船底整備ができることは、艇速を維持することが可能で、青雲丸はシーズンを通 して 20
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≪平成 17年 度 ≫

目的 対 象 回数

授業 「海 。船 に親 しむ」 全 1年 生 12回

授業 「海への誘い」 全学部全学年 4回

授業 「総合科 目Ⅱ」 2年 生生 2回

研究補助 教官 。学生 2回

社会貢献 外部団体 2回

神戸港カ ッター レース 教官 。学生 1回

ノッ ト近 くで運航が可能である。各年度の使用実績 は次の とお りである。

≪平成 18年度≫

目的 対象 回数

授業 「海 ・船に親 しむ」 全 1年 生 1 2回

授業 「海への誘い」 全学部全学年 4回

授業 「総合科 目Ⅱ」 2年 生生 2回

研究補助 教員 。学生 5回

国際交流事業支援 教員 。学生 1回

全 日本カ ッター レース 各校教員 ・学生 1回

神戸港カ ッター レース 教員 。学生 1回

3-4 ろ つこう
“
ろっこう

"は
全長 6m弱 の船外機付き和船である。非常にシンプルな構造であ り、授

業では船を操縦することが初めての学生に対 して入出港や高梁川の航行など特にきめ細か

い操船を体験 させている。また、広い甲板 (デッキ)と 浅い船型を生か し、教員の研究支

援、課外活動支援に活用 されている。平成 17年度からは、これまでのヤマハ製 2サ イクル

8馬 力の船外機か ら、ホンダ製 4サ イクル 15馬 力の船外機 に変更 し、燃料消費量が削減

されたほか、排気ガスによる海水汚染も大幅に軽減 され、さらに馬力が上がったことによ

り速力 も上昇 し、益々活躍 している。各年度の使用実績は次のとお りである。

≪平成 17年度》

目的 対象 回数

授業 「海 ・船に親 しむ」 全 1年 生 12回

授業 「海への誘い」 全学部全学年 4回

授業 「総合科 目Ⅱ」 2年 生生 4回

トライや るウィーク 本庄中学校生徒 2回

神戸港カ ッター レース 教員 0学 生 1回

課外活動 端艇部 1回
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≪平成 18年 度 》

目的 対象 回 数

授業 「海 ・船に親 しむ」 全 1年 生 1 2回

研究補助 教員 。学生 1回

全 日本 カ ッター レース 各校教員 0学 生 1回

神戸港カ ッター レース 教員 ・学生 1回

トライやるウィーク 本庄 中学校生徒 1回

3-5 FRP和 船
“
ほ くら

"

“
ほくら

"は
櫓櫂をもつて航行する FRP製 の和船であ り、海上実習において学生に伝

統の技を体験 させ活躍 している。また、櫓櫂伝馬船部の活動にも用い られている。

《平成 17年度≫

目的 対象 回数

授業 「海 。船に親 しむ」 全 1年 生 1 2回

授業 「海への誘い」 全学部全学年 4回

課外活動 櫓櫂伝馬船部 6 0回

《平成 18年度》

目的 対 象 回 数

授業 「海 。船に親 じむ」 全 1年 生 12回

課外活動 櫓櫂伝馬船部 5 3回

第 4節  課 題

ポン ドの安全対策は平成 12年 度に実施 されたハン ドレールの設置など順次進んでいる

が、今後の課題を以下に記す。

4-1 照 明

艇庫シャッター横外壁に照明が設置 されているが、設置場所の問題 と照明数の問題か ら、

クレーン作業対象 となる海上に十分な照明がなされないばか りか、岸壁によつて影が生 じ

るため、夜間のクレーン作業が非常に危険である。クレーンレールを保持 している海側柱

へ十分な照明を設置する必要がある。

また、岸壁端に設置 されている車止めには照明が無 く、夜間にあっては岸壁端を把握 し

辛い状況である。特に艇庫南側か ら南側防波堤にかけては十分な照明が無いので、繋船池

(ポン ド)全 体の照明を検討 し夜間の安全を確保する必要がある。

4-2 雨 天時の説明場所
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雨天時の授業において、雨を避けて説明を行 うスペースが無いので、現状はカッターを

艇庫外に押 し出して艇庫内を使用せ ざるを得ない。艇庫 クレーンの支柱および梁を利用 し

た鋼製天丼の設置が望まれる。

公開講座などで説明を実施する必要がある場合に 2号 館の教室などで講義 した後にポン

ドまでの長い道の りを移動するとい う非効率な状況を打開する為、 ヨッ ト庫 lFを 講義ス

ペースとして利用 している。

4-3 桟 橋

南側防波堤沿いに桟橋が設置 されているが、当初計画を全て実施できていない。南側防

波堤に設置 されている水道は、現状桟橋の東側端 となってお り使い勝手が悪 く、また、H

鋼 1本 が未使用のままとなつている。 クライナーベルクやその他の艇の安全な着桟 と効率

的な桟橋の使用のため、当初計画 どお り東側に桟橋一基の早期設置が望まれる。

南側防波堤沿い桟橋への出入 りは、垂直は しごを経由しなければならない。潮高が高い

場合はそれ程落差は無いが、潮高が低い場合は 2m以 上の落差 とな り危険である。また、

バ リアフリーの観点からも、繋船池 (ポン ド)ス ロープか ら南側防波堤沿い桟橋へ出入 り

できるように桟橋の西側への延長が望まれる。

4-4 ヨ ッ ト庫 2Fス ペース

ヨッ ト庫 2Fの スペースは、神戸商船大学時代は課外活動用スペースとしてヨッ ト部が

使用 していた。 しか しながら、ヨッ ト部は神戸商船大学 と神戸大学の統合により両大学の

ヨッ ト部は統合 し活動場所を新西官 ヨッ トハーバー とし、現在に至っている。そのため、

ヨッ ト庫 2Fス ペースはヨット部の移転後の有効利用方法が検討 され、引き続き課外活動

に供することとし、その方法 として現在ポン ドに無い課外活動室 として整備することが決

定された。 しか しなが ら、ヨッ ト部完全移転後の 2年 間予算が計上 されずに整備は全 く進

展 してお らず、無駄な空間となっている。
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第 6章

実技業実習室





第 1節  概 要

技業室は海技実習センターの三階にあ り、実習室 (広さ 91ぽ )お よび倉庫ならびに準備

室より成 り、実習室には結索練習用のバーがコの字型に配置 され、一度に 32名 の学生が実

習できるようになっている。 この技業室では、ロープの構成、撚 り方の判別か ら始ま り、
いろいろな用途に適 した結び方 (作業用、装飾用など)、 継 ぎ方を実習 しロープ技術を獲

得 している。

カ リキュラム上の実習の他にも社会貢献 として学外団体のロープに関わる実習を行って
いる。

第 2節  実 習概要

授業時間割に基づ く技業室を利用する実習は次のとお りである。

2-1 「 海 ・船に親 じむ」および 「海への誘い」

海事科学部全 1年 生を対象 とする授業 「海 ・船に親 しむ」および全学学生を対象とする

総合教養科 目Ⅲ 「海への誘い」では、練習用ロープを貸 し出し、室内や屋外で次の実習を

行つている。実習の主な内容は次のとお りである。

(1)ロ ープの基礎知識

①ロープの構成  ② ロープの撚 り

(2)基 本的な結び

①8字結び   ② 巻き結び

⑤大錨結び   ⑥ クリー ト結び

③ファイヤーマンズコイル ⑨ フィ

⑩シーガスケットコイル

③本結び ④もやい結び

⑦二重つなぎ

ッシャーマンズコイル

2-2 「 海事科学実験 I」 「航海学実験 3」

「海事科学実験 I」 は商船システム学課程航海学 コースの、 「航海学実験 3」 は海事技

術マネジメン ト学課程 (航海群)の 3年 生を対象 とし、一
年次の実習を基に、編み ロープ

およびワイヤー ロープに関する実習を行つている。 「海事科学実験 I」 および 「航海学実

験 3」 では学生を 3個 班に分け、次の実習を行っている。

テーマ I ワ イヤー ・ロープのアイ ・スプライス

テーマ Ⅱ  三 撚 リロープのアイ ・スプライスおよびショー ト

テーマⅢ  エ イ ト・ロープのアイ ・スプライスおよびショー ト

スプライス

スプライス

- 1 0 1 -



第 3節  学 外団体の利用

「トライやるウィーク」への協力

神戸市教育委員会が行っている行事の一つである 「トライやるウィーク」の意義は、そ

の実施要領に 『思春期にある中学生は、心身 ともに大きく成長す る時期であるとともに、

将来への不安や、進路決定を迫 られる中での迷いを抱 く時期である。従つて地域での主体

的な活動経験は知育に偏 りがちな教育を是正 し、感謝や 自主性を育み高め、 「生きる力」

を育成することができる。』 と表現 されている。大学が地域社会 と結びつ く一つの契機で

意義ある行事であ り、毎年参加 している。

本学部では神戸市立本庄中学校の 2年 生に対 し、毎年数名を受け入れている。平成 17年

度は 2日 間述べ 14名 、平成 18年度は 1日 間述べ 3名 を受け入れた。その実施内容は次の

とお りである。

船舶整備

結索

小型船運行

計器取扱

機関運転

木造船の塗装。平成 17年度および平成 18年度はカッターの本部の整

備。

船で使 う結び方。 もやい結びや巻き結びなどの練習。

船外機船
“
ろつこう

"を
用いて小型船の運行実務体験 と海上清掃。

深江丸の航海計器を扱い大型船の船橋当直の一部を体験。

深江丸の係留運転に参加 し大型船の機関室業務の一部を体験。
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第 7章

通信実習室





第1節 概 要

通信実習室は、海技実習センターの 3階 にあ り、その広 さは 91平 方メー トルで、教官

卓マスターブース 1台 と学生用ブース 33台 を備え、VHF通 信を中心に実機ベースの実習

が可能である。また、GMDSSの 要 となる装置 として、DSC無 線電話 (デジタル選択呼出

無線電話)及 びインマルサ ッ トシステムの実機が 1セ ッ トずつ備えている。

第2節 年間活動状況

通信実習室は、主 として海事技術マネジメン ト学課程航海群選択の学生を対象 とした「船

舶通信管理」の授業に使用 されている (平成 17年 、 18年 ともに 150名 程度)。

また、通信以外 の使用 としては、総合ゼ

操船 シ ミュ レー タの事前説 明、事後討議室

として利用 してい る。

ミⅡ、航海学実験 Ⅱの講義演習室、外部からの

(平成 13年 度 40名 、平成 14年 度 50名 )

第3節 主な設備

①DSC無 線電話 (デジタル選択呼出無線電話)

DSCは 、自動化 とデジタル化を特徴 とするGMDSSの 要 となる無線設備の 1つ である。

このシステムは、HF、 MF及 び VHFの 周波数を用いて、以下のことに用い られる。

a)船 舶及び海岸局の呼出応答

b)船 舶及び海岸局が遭難警報を受信 したことを遭難船舶に知 らせる受信確認通報

c)船 舶か らの遭難警報の送信

d)船 舶または海岸局から発信 された遭難警報の中継

②インマルサ ッ トシステム

海事通信を改善するために必要な宇宙部分を提供 し、海上の船舶の航行、人命の安全

等を図ることを目的に 1979年 に発足 した国際機関のインマルサ ッ ト衛星及び海岸

地球局を介 して陸上 と船舶又は船舶相互間で電話、TELEX、 FAX等 の通信を行 うため

のシステムである。

通信実習室の模擬装置は、設備は実機であるが実際に電波を発信すると問題が生 じる

ので、有線で結んで教材 として使用 している。 この装置は 1対 1対 応であ り、多人数

の演習実習には、向かないので、グループ化で対応 している。

□VHF訓 練装置

学生個人、学生 と学生、学生 と教官 との間で VHF通 信ができる模擬装置 (実機ベー

スで電波を発射せず、有線で結んでいる)は 、教官ブース 1台 と学生ブース 33台 を備

えている。VHF通 信による海事英語訓練に有効活用 している。

□信号練習装置

発光信号を教官卓より送信 し、学生の受信訓練を実施することが可能である。
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⑤旗 りゅう信号

国際信号旗が通常サイズ 1セ ッ ト、小型サイズ 3セ ッ ト、国際信号書が 39冊 、手旗

45組 があ り、信号実習に使用 している。

⑥船舶信号マスタープログラム

このソフ トは、PC上 で国際信号旗、発光信号等の学習が、学生個人または教官 と学生

との間で可能である。

⑦GMDSS模 擬訂|1練用 ソフ トウェア

(CATS‐ GMDSS Computer Aided Training System for GMDSS)

このソフ トは、PC上 で擬似的に GMDSS無 線装置を実現 している。GMDSSの 概念

や GMDSSで 使用する無線設備概要などGMDSS無 線設備の操作を学ぶために必要な事

柄が含まれ、GMDSSの 無線設備 と同じ様に操作することが可能 となっている。操作可

能な GMDSSの 通信設備は MF、 HF、 VHF、 インマルサ ッ トA、 B、 Cに ついて、それ

ぞれ 2種 類の国産機器に対応 している。それぞれの無線設備に対 して学習者が自分で訓

練課題を選んで学習することが可能である。

第4節 今後の課題

通信実習装置に関する経費は、特別に予算化 されていない。 これ らの維持管理には、航

海システム学講座の担当教官研究費等の校費から、支出されている。従つて、設備充実 。

更新のためには、別途要求 しているが、更新することが困難な状況である。

また、現在の通信実習室は、VHF通 信装置が主になったものである。 しか し、GMD

SSの 運用に伴 う、航海士による船舶通信業務が必然 となつている現在、PC上 における

模擬訓練装置運用のために PCの 導入、更に実機による通信装置取扱いと通信管理の手法

を学生に授業時間内に教育できるように、GMDSSシ ミュレータ装置の早期導入が望ま

れる。
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第 8章

海洋系課外活動
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第 1節  男 子端艇 (カッター )部

当クラブの活動内容 は、本務 としての競技大会への参加 と夏期巡航 の実施 、な らび

に、副務的な種々の社会貢献がある。

競技大会は、春季 に実施 され る 「全 日本カ ッター競技大会」 と秋季の 「西 日本新人カ

ッター競技大会」に代表 され る。部員数 は、 これまでの減少の傾 向は変わ らず、平成

17年 度 で 21名 、 18年 度で 15名 とな り、 これ らの大会参加 については、かろ う

じて人数 を確保 できてい るのが現状である。特に、秋季の 「新人戦」においては、漕

手の半数以上が
“
新人

"で
あることが求 め られ るため、平成 18年 度の大会ではスポ

ッ ト的に応援 の人員 を集 めて参加資格 を満た した。部員の不足 は、即 ち、競争力の不

足につながつてお り、各競技大会での成績不振 にその影響 が現れてい る。それで も、

主将 を始 め とす る部員 は、惜 しまず、練習を継続 している。 かれ らの努力に報いるた

めに も、部員確保 についての方策、特 に、他学部の学生の参加 について、学部のア ピ

ール も含 めて、検討す る要を認 める。

また、伝統的な行事 として 「巡航」を実施 している。平成 17年 度、平成 18年 度 と

も、高松 あるいは小豆島を 目的地 として播磨灘 を一巡 りした。 この巡航では、 9mカ

ッターを帆走儀装 し、セー リングによつて 目的地を 目指すが、風がなければオール に

よる漕走をもつて航海 を進 めることになる。 また、瀬戸内海 は潮流が強いため、効率

的に航海す るためには、潮の流れ を計画的に上手 くつかまえることが肝要 となる。 こ

の よ うに、巡航では、天候 に恵まれれば極 めて爽ll■で快適 なクルージングを満喫す る

ことができるが、
一方で、部員は 自然の厳 しさを直に体験す ることによ り、わが身わ

が艇 の安全 を確保す るために必要な団結力や段取 り力 を養 うことになる。毎年の事、

彼 らがポン ドに帰港す るまでは、い ざの場合 に備 えて、小艇 にて緊急 出動す る心積 り

を継続 してお り、正直な ところ心安 らか ざる 日々を送 ることになるが、真 っ黒で退 し

くなつて帰 つてきた顔 々を見 るに、そのよ うな心労 も払拭 され る。

一方の社会貢献 としての活動には以下の ものがある。

○ 平 成 17年 に実施 された 「大王の棺」実験航海への漕 ぎ手 としての参加

○ 神 戸港市民カ ッター レースの大会運営の支援 (毎年)

○  「 国立淡路青少年交流の家」主催 、 うず しおカ ッター レースの大会運営の支援

(毎年)

その他 として学内対応であるが、

○ 平 成 18年 東アジア ウイー ク 「HANBADA号 」寄港歓迎セ レモニー運営の

支援

○ 白 鴎寮 自治会主催 「早朝訓練」運営の支援 (毎年)

な ど、学内外のいずれ もが組織的活動であ り、部員は中核的な機能 を果た している。

これ らは皆、厳 しい練習や巡航 によつて培 われた部員の
“
組織力

"が
期待 され 、かつ、

発露 しているもの とみ ることができよ う。

主たる 「競技大会への参加」だけではな く、 「巡航」や 「社会貢献」の実績 と実力 を

学内、特に、他学部にア ピール したい。
一人で も多 くの学生に興味を持たせ 、部員数

の増加 を図 り、 「主 ・副」連環 による双方の強化 につなげたい と考 える。
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<競 技大会の成績 >

平成 17年 度 第 49回 全 日本カ ッター競技大会   第 6位

第 51回 西 日本新人カ ッター競技大会  第 3位

平成 18年度  第 50回 全 日本カ ッター競技大会   第 7位

第 52回 西 日本新人カ ッター競技大会  第 4位

第 2節  女 子端艇 (カッター )部

平成 15年10月の大学統合で一大学一 クラブ制 とな り、かつて深江に数 あつた部活動

のほ とん どが統合 された。女子端艇部は男子端艇部同様 に神戸大学では唯一の部活動

であ り、神戸商船大学時代か らの伝統 を受 け継 ぎ海事科学部のポン ドで活動 してい る。

18年度 までは新 旧の両課程 の学生が混在 したが、平成 19年4月 には新課程で入学 し

た学生が4年生にな り女子端艇部 を取 り巻 く環境が大 き く変わつた。 1年生は週5日 の

内4日が六 甲キャンパスで授業を受 けることか ら海事科学部 1年生新入部員の獲得が困

難 を極 め、平成 18年5月20日の第50回全 日本カ ッター競技大会終了後は4年生の引退に

伴い、新課程の3年生 :2名 、2年生 :5名 、1年生 :1名 と、部員数 の減少傾 向に歯止 め

がかか らない実情 にあ り、2年生の新入部員 を鋭意募 つている。また、海事技術マネ ジ

メン ト学課程 の船舶実習 (lヶ月間)の 時期が2年生が10月、3年生が11月になった こ

とに伴い、西 日本新人カ ッター競技大会への出場 も日程的に苦 しい状況 となってい る。

しか しなが ら部員一同、練習時間を調整 ・確保 しなが ら懸命 に励んでお り、平成 17

年 3月には海事科学部の課外活動奨励賞を、また、同18年3月には神戸大学の課外活動

優秀団体表彰 と海事科学部課外活動奨励賞 を受賞 した。今後の部員獲得 に期待 してい

る。

女子端艇部のOG会
″
艇友燦々会

″
か らは温かい援助 をいただいてい る。

[女子カ ッター レースの競技方法]

6mカ ッターによる直線 1,000mの とう走で順位 を競 う。

艇員は、漕 ぎ手 :6名 、艇長 1名、艇指揮 1名の計8名 を1クルー とす る。

[女子の部大会成績]

く平成 17年度>

① 第49回 全 日本カ ッター競技大会       優 勝

開催 日 :平 成 17年5月21日 (土)

開催担 当大学 :海 上保安大学校 (広島県呉市)

② 第51回 西 日本新人カ ッター競技大会

開催 日 :平 成 17年11月3日

開催担 当大学 :神 戸大学 (兵庫県神戸市)

<平成 18年度>

① 第50回 全 日本カ ッター競技大会

開催 日 :平 成 18年5月20日

開催担 当大学 :神 戸大学 (兵庫県神戸市)

出場せ ず
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② 第52回 西 日本新人カッター競技大会

開催 日 :平成 18年H月 3日

開催担当大学 :水 産大学校 (山口県下関市)

4位

この他に市民カッターレースとして、

① 神戸港カッターレース  (神 戸港メリケンパーク東側海面)

② うず しおカッターレース (国立淡路青少年の家)

では毎回、優勝または上位入賞を果たしている。

第 3節 カヌー部

カヌー部艇庫の移設に思 うこと 顧問 大 谷恭弘

工学部 助 教授

神戸大学体育会カヌー部 は1989年 に創部 され ま した。現在 カヌー部の監督 であ り、

オ リンピック強化 コーチをされていた丸 山一二氏の もとに集 まった学生達で始 め られ

た活動が きつかけ と聞いています。他の課外活動部 と比較す ると歴史は浅いですが、

その活躍ぶ りは全国的で他 の課外活動部 に引けを取 るものではないで しょう。 カヌー

とい うと一般 の人達には川 下 りのイメー ジがあるよ うですが、カヌー部が行 っている

のは正式にはフラッ ト・ウォー ター ・レー シング ・カヌー とい うそ うで、速 さを競 う

水面上での レース競技です。男子にはカヤ ックとカナデ ィアン、女子にはカヤ ック競

技があ り、部員達は 日々練習に励みなが ら、各競技大会 に参加 しています。

カヌー部 の顧 間に私がな りま したのは2003年度4月 か らで、前任者 の異動 に伴 うも

ので した。私 はボー トとカヌーの違いは知 っていま したが全 くの素人で、当初は顧問

を引き受 けることに とま どいを感 じま したが、今では夏に琵琶湖漕艇場で開催 され る

関西学生カヌー選手権大会に応援 に行 くのが楽 しみの一つ となっています。

さて、神戸大学 と神戸商船大学 との統合 もあ り、2005年度か らカヌー部艇庫 をそれ

まで有料で利用 していた西宮浜か ら現海事科学部の艇庫 に移 させ て頂 くことができま

した。艇庫の確保 によ り、安全管理上な らびに経済的な面での改善 を図 ることが出来

ま したことは、顧間 として大変有 り難 く思 つてお ります。思い起 こせば、平成 1998年

5月 に発生 した艇庫火災事故によ り、所持 していた艇 の うちの40艇 を始 め、多 くの備

品を焼失 し、2000万 円を超 える被害 を受 けた ことは記憶 に新 しい ことです。 当時、私

は顧間ではあ りませんで したが、顧間が同 じ教室の教員で したので、その孤軍奮間を

今 で も思い出 します。多 くの方か らの寄付や協力、そ して部員達の努力で2004年 3月

に復 旧宣言 を出す ことが出来ま したが、それ までに約6年 間の歳月 を費や した ことにな

ります。艇庫 の移設後、安全管理の面では海事科学部海技実習セ ンターか ら色 々 とア

ドバイスを頂 けるよ うにな り感謝いた してお ります。芦屋浜の練習場所か ら艇庫まで

の夜間の海上移動時にお ける燈火の件 な どについては、船舶の事に関 して全 くの素人

の私では気づかない ところをご指摘頂 きま した。今後 とも、カヌー部の活動における

安全管理面でのア ドバイスを頂 けます よ う顧 間 としてお願 いす る次第です。

最後に、新 しい艇庫への移設 とどの程度関係があったのかは私には分か りませんが、
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お陰 さまでカヌー部の2006年度の成績は総 じて良かつた よ うです。特に 4年 生部員の

1人 は、全 日本学生カヌー選手権大会でのカヤ ック1000mで 優勝、全 日本カヌー選手

権大会 で も1000mの B決 勝 で優勝 を修 めるな ど大変優秀 な成績 を修 め、神戸大学での

平成 18年度課外活動優秀部員 として表彰の対象者 とな りま した ことをここに付記 させ

て頂 きます。

第 4節   外 洋帆走同好会

平成 13年 のクライナーベルクの進水に伴いスター トし同好会 として活動 している。現在

(平成 18年 )の 部員数は 15名 である。新 しい組織であ りまだ手探 りの状態で運営に苦労

しながらセー リングを練習 し、 レース、クルージングと活動を楽 しんでいる。普段の活動

は J24ク ラス 2艇 を使用 して、芦屋、西宮周辺海域で練習 し、月 1回 くらいの割合でクラ

イナーベルクでの大型艇の練習をしなが ら、4月 舵杯 (姫路 YH)、 5月 神戸祭 リヨッ トレ

ース (須磨 YH)、 8月 阿波踊 リヨッ トレース (徳島 YC)に 参加 している。今年 (平成 18年 )

の神戸祭 リレースではクルーザークラスで優勝 し、」―COMの 放送でもその映像が流れ、新

聞各紙にも報道 され、またヨッ ト専門誌の KAZI誌 (平成 18年 12月号)で クラプの活動を

紹介 された。

全 日本学生外洋帆走連盟への加入の手続きを進めてお り、近 く加入予定であ り、それを

受け体育会へ昇格 申請の予定である。学生の外洋帆走の活動はあま り知 られていないもの

の、関西地区では甲南大学が活動 してお り、今年のフランスで開催 された世界選手権の 日

本代表は防衛大学校 と、比較的身近に活動の実態がある。私たちのクラブも、海を活動の

フィール ドとする海事科学部にふ さわ しいクラブ として、活動を広げて行きたい と考えて

いる。

以下、活動記録を示す。

1.平 成 17年度活動

第 30回 舵 杯 ヨットレース (4/9-10

第 33回 阿 波踊 リヨットレース (8/14

ベス トパフォーマンス賞

姫路木場ヨットハーバー)29位 /34艇

徳島沖 徳 島ヨットクラブ)32位 /94艇

夏クルージング (8/11-15、神戸→洲本→沼島→徳島→神戸 )

デンギー合宿 (9/1-3 淡 路海洋実習施設)

2.平 成 18年度活動

第 31回 舵 杯 ヨットレース (4/8-9 姫 路木場 ヨットハーバー)32位 /34艇
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第 25回 神 戸祭 リヨットレース (5/13-14須 磨ヨットハーバー)

クルーザークラス II優 勝

第 34回 阿 波踊 リヨットレース (8/14 徳 島沖 徳 島ヨットクラブ)DNF/103艇

熱海ランデブー (8/23-24 静 岡県熱海市 全 日本学生外洋帆走連盟主催)

夏クルージング (8/11-16、神戸→洲本→沼島→徳島→鳴門→小豆島→神戸 )

3.そ の他  活 動の詳細 はホームペー ジ参照 (http:〃www.geOcities.jp/kleiner_fukae/)

第 5節  槽 櫂伝馬船競漕会 (海事科学部同好会)

1.課 外活動概要

櫓櫂伝馬船競漕会 (以後、伝馬船部 とい う)は 、

立 された海事科学部の課外活動 (同好会)で ある。

平成 14年 (2002年)11月 に設

活動の目的を以下に示す。

伝馬船の漕艇により、練習船実習及び将来の海上勤務に必要 となる

体力 ・精神力 ・リーダーシップ ・シーマンシップを培 う。

海上における必要な知識及び緊急時の対処法を身につける。

小型舟艇の運航を通 して、操船及び安全運航の技術を身につける。

対外試合に積極的に赴 くことで、同じ伝馬船漕手や、

港湾、島において海事関連業務に携わる方々との交流を図る。

主要活動を以下に示す。 これ らの活動 を週 1か ら2回 実施 している。大会前など

は必要に応 じてより頻繁に活動を行っている。

海事科学部ポン ド沖 (神戸港内)を 通常の練習海域 として、

伝馬船の漕艇を行い、安全な運航 0上 下架の技術を錬磨する。

練習海域内において、ゴミ等を伝馬船上から回収する。

伝馬船及び周辺の保守整備 ・清掃を行 う。

伝馬船の競漕大会に参加する。

伝馬船は古来 より身近な作業船 として使用 されていた。船の構造は簡単で、 1人

で操船することが可能であ り、海に親 しむことが容易である。本同好会は、このよ

うな長所を活か し、海 に興味のある学生が容易に海に親 しむことができる課外活動

である。

2.年 間活動概要

平成 17年度および平成 18年度の活動概要を以下に示す。

①

②

③

④

①

②

③

④
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平成 17年 度

月 活 動 概 要

4月 新入生勧誘活動 (新入部員 11人 ) 基本練習

5月

深江祭出店 (焼きそば+焼 酎店)
7月 の宮窪水軍 レース出場を決定
(大会に向け4丁 櫓、 5丁 櫓での息を合わせ る練習開始)

6月 宮窪水軍レースに向けて阜朝練習実施

7月
宮窪水軍 レース出場 (10人 ×1チ ーム)
(準決勝進出 瀬 戸内和船工房の松下 さん との交流開始)

8月 通常練習

9月 通常練習

10月 通常練習

1 1月 通常練習および船体 ・台車整備作業

1 2月 神戸港内遠航

瀬戸内和船工房において伝馬船進水式見学
1月 船体整備作業

2月
壱岐 ・春一番風のフェスタ出場決定
(大会に向けて 4丁 櫓、 5丁 櫓でのスピー ドアップを図る練習実施)

3月
壱岐 ・春一番風のフェスタ出場 (5人 ×2チ ーム、男女 1チ ームずつ)
(成績 :女子チーム 3位 入賞)

平成 18年 度

月 活 動 概 要

4月 新入生勧誘活動
通常練習

(新入部員無 し)

5月
深江祭出店 (ホッ

木船の補修作業

ト ドッグ+焼 酎店)

6月 ポンド系活動部一斉大掃除に参加、■萌 の鵜島一丁櫓競漕大会に出場面

7月
鵜島一丁櫓競漕大会に向け、 1人 漕ぎでのス ピー ドアップ、および
操船の精密性向上を図る練習を実施

8月
鵜島一丁櫓競漕大会に出場  (成 績 :女子最速賞、最年少賞)
木船の補修作業

9月 自主 トレーニング

10月 通常練習

H月 韓国海洋大学校 との交流カッター レース (学内)に 参加

1 2月 通常練習、船体整備作業

1月 木船の補修作業

2月
壱岐 ・春一番風のフェスタに出場決定、
(大会に向けて 4丁 櫓、 5丁 櫓でのスピー ドア ップを図る練習)

3月 壱岐 ・春一番風のフェスタに出場
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3.設 備

本同好会が、海事科学部の支援を受け使用 している設備 を次に示す。FRP製 伝馬

船
“
ほくら

"お
よび櫓並びに櫂は海事科学部所有の物を使用 させていただいている。

FRP製 伝馬船
“
ほく

木製
一丁櫓伝馬船

櫓  5丁

櫂  2丁

ポータブル航海灯

ら
"

4.課 題 と展望

4-1 保 守整備

木製の伝馬船は経年劣化対策を施 しているが、練習中の岸壁衝突により船体に損

傷を生 じた。現在鋭意補修 中であるが、未熟な技術力のために遅れている。また、

櫓杭および金具に緩みが生 じているので、瀬戸内和船工房の指導を得て補修する予

定である。

上述の補修作業は平成 18年 度 中に実施 し、平成 19年 度か らは新入部員を受け入

れて安全な航海 を実施できるようにする予定である。

4-2 新 入部員の確保

新入生勧誘 に関 しては、やは リキャンパスの違い とい う問題があるが、平成 17

年度は好機 を活か し、一定数獲得できた。粘 り強 く、学部門わず積極的に働 きかけ

ていきたい。

4-3 レ ース活動

本同好会の レースにおける過去最高成績は、平成 16年 7月 に行われた鳥羽サ ッ
パ大会における準優勝である。その後 この成績を上回る成績を収めていない。今後、

過去最高成績 を上回る成績、すなわち優勝を 目指 し、 レースに特化 した練習プログ

ラムを実施す る所存である。

4-4 通 常活動

練習海域 には、緻密 な操船技術が要求 され る場面がある。その一例は出入航操船
である。 これまでも出入港時に艇を損傷す る事故を起 こしてお り、部員の中には未
だ操船技術が劣 る部員がいるので、各部員の操船技術をより向上 させ る必要がある

と感 じる。

また、このような状況に陥った原因はその技術の伝承の拙 さにもあ り、先輩部員
か ら後輩部員への技術移転について真摯に取 り組んでいかねばな らない。

本 同好会の特徴 は 自由な気風 を保 ちつつ、海上や水際での活動 に伴 う危険性 につい

て体得す る点にあ り、この特徴 を更に実質的かつ実効的な もの として発展 させ たい。
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